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      プロローグ１　　後こう悔かい






　出会いはいつ、どこでだったのか、もう思い出せない。

　ただ『珍めずらしいな』という印象を抱いだいたことだけは、はっきりと覚えている。

　軍属の魔ま法ほう士であるということを明かしたときの反応は、幾いくつかのパターンに分けられる。つまり、驚おどろくか、気味悪がるか、詮せん索さくするか、媚こびへつらうか、である。

　しかし彼女は違ちがった。数ある話題の一つとして当たり前のように受け止めたのは、今まで見てきた多くの女の中でも彼女以外にはいなかった。だから興味を抱いたのだ。

　陽気で笑え顔がおが多いところは結けつ婚こんして子どもが生まれてからも変わらなかった。そうすることがごく当然であるかのように笑い、楽しそうに家庭を営んでいた。実に能天気な女だ、何も考えてなさそうだ。

　──ずっと、そう思っていた。

　彼女がいかに希け有うな人間であったのか理解したのは、ずいぶんと後になってからのことである。

　気付くのが遅おそ過ぎたのは確かだ。

　だが、今からでも何かを取り戻もどせると、そう信じたかった。



　　　　　＊　＊　＊



「Excuse me, sir.（──お客様）」

　キャビン・アテンダントの女性が、ただ一人座席に残りぼんやりと前を見つめている男に流りゆう暢ちような英語で話し掛かけた。

「We have landed at the airport.  Could you please go to the gate.（本機は空港に到とう着ちやくしております。申し訳ございませんが、降機のお支度をお願いいたします）」

　客はおそらく三〇代半ばくらい、濃こい金色の長ちよ髪うはつ、筋骨たくましい白人男性。一応スーツ姿ではあるものの、ノーネクタイでシャツのボタンもしっかり留とめておらず、どこか雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「Sir..?（あの、お客様……？）」

　反応がないことを訝いぶかしみ、重ねて声を掛けると、突とつ然ぜん男の視線が彼女の方を向いた。

「──おお、こらすまんの。日本来んの久しぶりやから、ちょっと感傷に浸ひたってしもた」

　彼の口から自然なイントネーションの関西弁が紡つむぎだされた。先ほどまでの茫ぼう洋ようとした様子とは違い、今は顔に生き生きとしたどこかいたずらっぽい色が湛たたえられている。

　外国人と日本の方言という意外な組み合わせに、彼女は目を瞬またたかせた。

「あ、びっくりさせてもたかな？」

「……し、失礼いたしました」

　日本語に切り替かえて頭を下げる。

「かめへんかめへん。そうやって驚いてもらえると、俺も一いつし生よう懸けん命めい勉強した甲か斐いがあるっちゅーもんや。あ、もちろん英語は超ちようペラペラやから、そっちでも全然オッケーやってんけどな」

　おどけた言い回しに、彼女はくすりと笑みを誘さそわれた。

「お、ええ顔や。大和撫なで子しこちゅうんかな、日本女性のはにかんだような笑顔って、俺大好き。何年か振ぶりに見たわ。眼福眼福っと」

「光栄です。──日本にはお仕事でいらっしゃったんですか？」

「いや──」

　わずかの間沈ちん黙もくし、そして男はにいっと邪じや気きのない笑みを浮うかべた。

「ちょっと忘れ物を取りに、な」



    

  
    
      プロローグ２　　空港にて






　国際線の空港、ターミナルビルの一階にある到着ロビー。

　様々な人種、様々な国こく籍せきの人間が行き交かっている。今は九月の上じよう旬じゆん。夏休みも終わり、入出国ラッシュという時期でもないはずだが、それでも人口密度はかなりのものだった。

「つまり……」

　能の勢せ和かず希きは周囲に目を配りながら、隣となりのソファーに腰こし掛かけている男に話し掛けた。

「目立つ出迎むかえは不要。あなたを見つけて自分から声をかける──キングストン氏はそう　仰おつしやっている、と」

「そうだ」

　男は肯うなずいた。

「どの程度信用できるものなのでしょうね。ただの悪いた戯ずらかもしれない。あるいはテロの標的として誘い出すための罠わなかもしれない。私としては、あなたが自らお出になるほどの案件ではないような気がするのですが。雛ひな咲さき先生」

「頼たよられた以上、無視することはできん。魔法士に関かかわるのが私の仕事なのでな。私の連れん絡らく先さきを知っている者は限られているから、悪戯の可能性は低い。テロだったなら君が何とかしてくれるだろう。そのために君は今、ここにいる。違うかね？　能勢一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かん」

　違いませんけどね、と能勢は肩かたをすくめる。

　雛咲拓たく馬ま。与よ党とう所属の衆議院議員。魔法士関連の政策を取りまとめる議員グループの主幹としても広く知られている人物である。

　年ねん齢れいは確か四〇代半ばだったはずだが、それよりはずいぶんと若々しく見える。実際、政治家としてはまだまだ若手もいいところだろう。しかし、この生まれてから一度も笑ったことのないような峻しゆ厳んげんな表情と力強い眼光に直面して、なお彼を軽んじたり侮あなどったりできる者がそうそう居るとは思えない。

　能勢は彼の娘むすめのことを思い出した。窮きゆ屈うくつそうに優等生を演じていた少女。

　ごく短期間ではあるが、以前に魔法士の育成校で教官をやっていたことがある。そのときの生徒の一人が彼の末娘だった。なるほど、この親ならああいう子が育つのはよくわかるというものだ。

　今回の任務はこの代議士の護衛である。

　数日前、グレン・キングストンと名乗る外国の魔法士から、保護を求める連れん絡らくが雛咲のもとに入った。

　魔法士はどの国にとっても貴重な人的資源である以上、慎しん重ちようを期さねばならないケースである。下手をすれば外交問題に発展しかねず、逆に上手くすれば有効な外交カードになる可能性もある。政府の非公式な指示のもと、雛咲が直接出ることになったのは確かに不自然ではないだろう。

「しかし……遅いですね」

　能勢は呟つぶやいた。

　約束の時間はとうに過ぎている。飛行機は予定通りに到着しているはずなのだが。

「あー、こちらにいらっしゃいましたか」

　そのとき、大きな声が聞こえた。

　男がこちらに早足で歩いてくる。年とし頃ごろは能勢と同じか少し上。おそらく二五にはなっていない。細いが引き締しまった体たい躯く。何らかの戦せん闘とう訓練を受けていることが一目でわかる伸のびた背筋と律動的な歩き方。

　雛咲を庇かばうように、さりげなく能勢は一歩前に出た。

「失礼します。雛咲先生ですね。私、プロジェクト・マクスウェル社、警護サービス部の氷ひ見み谷や晃こうと申しますー」

　男は愛想の良い口調でそう名乗った。スーツ着用で、見た目は仕事のできる会社員風。整っていると言っても良い容よう貌ぼうだが、口元に張り付いたような笑みが多少下品な印象を醸かもし出している。

　プロジェクト・マクスウェル社の名前は能勢も知っていた。兵器・兵力の販はん売ばい・斡あつ旋せんを行う、世界屈くつ指しの軍ぐん需じゆ企きぎ業ようだ。

「何か御ご用ようかな？」

「いえね、私、グレン・キングストン氏の依い頼らいで、あなたのもとに送り届けるまで彼のボディーガードを請うけ負おっていたんですよ。ところが、その彼がこの空港に着くなり姿を消してしまいまして。今部下が必死に捜さがしてますが、お待たせするのも申し訳ないですし、先生には一いつ旦たんお引き取り願おうかと」

「申し訳ないが、私にも責任がある。そういうわけにはいかないな」

「ごもっともなんですけどね、『依頼人を見失った。後よろしく』じゃうちの面メン子ツも立ちませんし……。経過はご連絡しますから、ここはどうか、我々にお任せを」

　氷見谷はオーバーアクション気味に一礼する。

「私の答えは既すでに伝えたはずだが」

　雛咲は少し不快げに眉まゆを寄せた。

「別に邪じや魔まをする気はないから、君たちは君たちで好きにするといい」

　首を縦に振らない相手に氷見谷は苦くし笑ようを浮かべ、視線を移した。

「んー、困ったなあ。……能勢さんからも何か言ってもらえません？」

「……はあ、私が、ですか」

　能勢は小首を傾かしげ、そして微笑ほほえんだ。

「そうですね……では、こんなのはいかがです」

　瞬しゆ間んかん、魔法回路が起動される。

　すさまじい力場同士の衝しよ突うとつ。空気が震ふるえた。

「──お見事。期待を裏切らない方ですね」

　能勢は笑顔のまま視線を鋭するどくする。

　氷見谷の右みぎ腕うでを食い千切ろうとした不可視の顎あご──《大おお顎あぎと》は、寸前で《障しよ壁うへき》に阻はばまれていた。

　魔法と魔法がせめぎ合うなか、氷見谷は焦あせった様子もなく口を開く。

「無茶苦茶する奴やつだな。俺が魔法士じゃなかったら、どうするつもりだったんだ？」

「手足をちぎった後で、洗いざらい吐はいてもらうことになったでしょうか。──ああ、それはあなたが魔法士でも同じことですね」



    

  
    
      《大おお顎あぎと》の牙きばが氷見谷の《障しよ壁うへき》にじりじりと食い込んでいく。

「少し前にある人から『相手の目を見る』ということを教わりまして。あなたは用があるはずの雛咲先生ではなく、ずっと僕に注意を向けていました。それも、さりげなさを装いつつ執しつ拗ようにね。──もう一つ。僕は局内でも結構、裏側の汚きたない仕事の担当でしてね。初対面の人間に顔と名前を知られているというのは、ちょっと見過ごせない事態なんですよ」

「なるほどねえ。さすがにお遊びが過ぎたかな？　ちょっとからかって、すぐ退散するつもりだったんだけどね」

「素す直なおに、目的と正体を吐いてもらえませんか？　協力的な態度を示していただければ、後で良い医いり療よう魔ま法ほう士紹しよ介うかいします。手足がまた繋つながるかもしれませんよ」

「愉ゆ快かいな体験ができそうだ。でも、会社から怒おこられるのは嫌いやなんだよね。負傷手当も出ないだろうし」

「とりあえず、キングストン氏の護衛というのは嘘うそですよね？　彼はどこに？」

「ノーコメント、だ」

　氷見谷はにやりと笑った。

《障しよ壁うへき》の魔法回路が輝かがやきを増し、食らい付いていた《大おお顎あぎと》の力に拮きつ抗こうする。

　一瞬の均きん衡こうの後──大きな破は砕さい音を残して、双そう方ほうの魔法は相そう殺さいされた。

　ただならぬ様子に、魔法回路を感知できないはずの一いつ般ぱん旅行客たちもざわつき始める。それを尻しり目めに能勢は唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「面おも白しろいですね。──うん、実に良い」

　これは久しぶりに心昂たかぶる遊び相手だ。楽しませて貰もらうとしよう。

　だが、氷見谷はぶつけられた殺気を受け流すように一歩引いた。

「いや、こっちはちょいとからかいにきただけで、今やりあうつもりはないんだけどね。逃にげさせてもらえない？」

「残念ながら僕は極きわめて自己中心的な性格でして、人の迷めい惑わくを考えない点にかけては自信があるのですよ。もう少し遊んで行って下さい」

「一サラリーマンとしては、趣しゆ味みと仕事の区別を付けることを推すい奨しようするね。今は仕事中だろ？　先生は君の勤務態度に不満みたいだよ？」

「…………」

　能勢がちらりと視線を向けると、雛咲は厳しい顔で首を横に振った。

「ここでやり合えば他の人間を巻き込むことになる。自重しろ、能勢特殊執行官」

　いつの間にか野次馬の輪が出来つつあった。

　周囲の被ひ害がいを気にせず魔法戦をやらかした場合、立場上非常にまずいことになる。加えて護衛としてここにいる以上、雛咲代議士を危険に晒さらすわけにはいかない。

　どうやら気き兼がねなく全力を振ふるえる状じよう況きようではなさそうだ。

「……了りよ解うかいしました」

「噂うわさ以上のイカレっぷりだね。ま、助かった」

　氷見谷は小さく息をつく。

「助けた覚えはありませんよ。楽しみを先に延ばしただけです。逃げ切きれるとお思いですか？」

「いや、もうすぐ逃げる必要も無くなるから。──それでは、失礼」

　含ふくみのある台詞せりふと芝居がかった一礼を残して悠ゆう然ぜんと立ち去る男を、能勢は眉をひそめて見送った。

　事態が収拾したのを見計らっておそるおそる寄ってきた空港職員に、身分証を見せ事情説明をして落ち着かせる。そのころには、野次馬も解散して空港は普ふ段だんの姿を取り戻もどしていた。

「さて、どうします？」

　携けい帯たい電話でどこかと連絡を取っていた雛咲に尋たずねる。

「帰る」

　簡潔な答えが返ってきた。

「出直しですか？」

「いや、何もなかったことになる」

「……はい？」

　能勢は思わず目を瞬またたかせた。

「グレン・キングストンなる者からの保護要よう請せいはなかった。よって我々はここに来ず、プロジェクト・マクスウェル社の氷見谷なる人物とも会わなかった」

　この謹きん厳げんな男にしては珍めずらしいことに、不快感を隠かくそうともせず眉をひそめていた。

「なぜかそう決定されたそうだ。政府のお偉えら方がたたちの間でな」

（逃げる必要も無くなるから──ね）

　なるほど、あの男はこうなることを知っていたわけか。

　末まつ端たんの一魔法士には関かかわりようのない陰いん謀ぼうだの思おも惑わくだのが複雑に絡からみ合っているようだ。

「仕方ありませんね。──では引き上げましょうか。お送りいたしますよ」

　そう言って、雛咲を先導する。

　しかし、能勢は歩きながら口元に薄うすい笑えみを浮うかべていた。

　──なかったことになる？

　それはだめだ。ありえない。あってはならない。

　あれは、久しぶりの遊び相手なのだ。諦あきらめるなどとんでもない。



　そう、上が動かないのなら、自分一人で追えばいいだけの話だ。



    

  
    
      一章　　見習う少女






　魔法士──遍へん在ざいする魔力マ素子ナを魔法回路として組み上げ力を引き出し、自分の認識を現実に反映させることによって事象を思う通りにねじ曲げる者。簡潔に言えば魔法を使うことが出来る者。

　マナを感じ取ることのできる人間は数千人に一人、マナを操って魔法回路を組むことができるのはその中のさらにごく一部。よって魔法士は極めて貴重な存在であり、現在世界のほとんどの国において国家財産として政府の管理下に置かれている。

　ここ日本も例外ではなく、魔法士立ち会いの下もと、三歳さいまでに魔法に対する適性検査を受けることが義務付けられており、そこで選せん抜ばつされた者は数年の経過観察とさらに数種の試験を経て、専門の教育機関に送られる。

　その後の進路は様々である。能力の低い者は途とち中ゆうで魔法士として身を立てることを諦め、そこそこ使える者は民間の企きぎ業ように職を得る。

　そしてもっとも優ゆう秀しゆうなカテゴリに属するものは、もっとも畏い怖ふされもっとも白眼視される国家公務員としての魔法士──特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの地位に就つき、国家の統治システムの一部として生きていくことになる。



　　　　　＊　＊　＊



　守もりヶが丘おか初等育成校。

　よく晴れた昼下がりの教官室。

　まだまだ残暑の厳しい季節だが、空調によって適温に保たれた室内は実に居い心地ごこちが良かった。

　一級特殊執行官、椎しい葉ばじ十ゆう郎ろうはだらしなく机に足を投げ出し、雑誌のページをめくりながら欠伸あくびをした。彼が常に近くに置いているハムスター形の擬ぎ似じ生命体、ゴマイチローとフクジローも主人の肩かたの上で寛くつろいでいる。

　この学校には魔法の素質を認められた六歳から一二歳までの三八名が在ざい籍せきしており、十郎は彼らの教官役を務めている。もともとは内閣府特別対策局に所属し、凶きよう悪あく犯罪等に対応する魔法士だったのだが、仕事でミスを犯おかし現在はここに出向させられているという立場だ。

　異動してきてから数ヶ月経たつが、今のところ元の職場に戻れそうな気配はゼロ。少なくとも育成校の先生よりは切った張ったの方面に適性があるはずだと自分では思っているので、やや不本意ではある。日々過ごすうちに、子どもたちを相手に魔法を教えるという仕事にもすっかり馴な染じんで──とは言わないまでも、それなりの要領を覚える程度には慣れてしまった。

　初等育成校では小学校相当の教育も行われている。

　国語や算数といった学科の授業は担当の教員が行うため、魔法専門の十郎にはこうしてぽっかりと暇ひまな時間のできることがある。子どもの世話から解放され、そして幸運なことに今はお喋しやべり好きな同どう僚りようも煩わずらわしい上司もいない。心休まる一時だった。

　授業の終わりと休み時間の始まりを告げるチャイムが鳴る。ややあって、教官室の入り口からぴょこんと少女の顔が覗のぞいた。

「失礼します。……今、先生ひとり？」

「見ての通りな」

「さっき嘉か神がみ先生に呼ばれたんだけど……居ないんだね」

「すぐ戻ってくるだろ。しばらく中で待ってりゃいい」

　うん、と言ってはにかむような笑顔を浮かべると、彼女は小走りで十郎の傍かたわらにやってきた。

　セミロングの髪かみ、一二という歳としにしては少し幼い容よう貌ぼう。

　雛ひな咲さき月つき子こ。年長組のクラス委員長である。

　生き真ま面じ目めな優等生で、このところは教官室に顔を出し十郎たちの雑用を手伝ったりすることも多い。

　自分が育成校に通っていた頃ころは教官室など何があっても近付きたくない場所の筆頭だったものだが、最近の子どもにとってはそうでもないのだろうか、などと十郎は思う。別に止める理由もないので好きにさせているが。

　机の上に足を載のせている教官を見、月子は眉まゆをひそめた。

「先生、お行ぎよ儀うぎ悪い」

「疲つかれてんだよ。リラックス中」

「正しい姿勢で座らないと、もっと疲れるんだよ。だから、ね？」

　十郎はため息をついて足を下ろす。

　と、そのとき、かかとが机の上のウーロン茶の缶かんを引っかけた。

　床ゆかに落ち、中身がぶちまかれる──そう見えた瞬しゆ間んかん、缶は空中で静止する。まるで見えない手に捕とらえられたかのように。



    

  
    
      　そして重力に逆らって再び机の上に戻って行った。

「よかった」

　月子は微笑ほほえんだ。

　今のは《見みえざる手て》と呼ばれる初歩の術。この程度の魔ま法ほうなら、彼女は瞬時に施呪キヤステイングしてのける。

　魔法士はマナを自分の支配下に置き、それを用いて魔法回路を組み上げ起動する。この一連の行こう為いを施呪キヤステイングと言い、集めたマナが多いほど強力で複雑な魔法を使うことが可能になる。つまりマナをいかに早く大量に集めることができるか、ということが魔法士の優秀さを測る重要な尺度となるのだ。

　単位時間にどれだけのマナを扱あつかえるのかを測定する素質判定試験、その最新の結果において、月子はＡランクを叩たたき出していた。これは判定基準中最上位の成績であり、Ｄランクの十郎などより遥はるかに素す早ばやく強力な魔法を使うことができるということを意味している。

　十郎は礼代わりに軽く片手を上げた。訓練時以外の魔法使用は基本的に禁止されているが、《見みえざる手て》程度にいちいち目くじらを立てる気はない。

　と、そこでふと思い出す。

「今は良いいが、お前、普段人前で魔法使ったりしてないだろうな？　特に複数施呪マルチキヤステイング」

　極きわめて高いマナの処理能力に加え、月子は複数施呪マルチキヤステイングと呼ばれる能力を持っている。これは複数の魔法回路を同時に組み上げ同時に起動するという、魔法理論が確立された前世紀以降これまで片手の指に満たない例しか確かく認にんされていない稀きし少ような技能だ。

　数ヶ月前に起こったある事件の際、十郎は月子の能力を知った。特殊執行官としては当然上役に報告し、彼女を政府の監かん視し下に置くべきだったが、彼はそうしなかった。代わりにこの複数施呪マルチキヤステイング能力は絶対に使用しないこと、また魔法の行使も可能な限り控ひかえることを約束させた。

　月子はおそらく世界でも類を見ないほどの資質をその身に備えている。このことが上に伝われば、おそらく彼女の一生は鎖くさりに繋つながれ使し役えきされるだけのものになるだろう。

　極めて優すぐれた魔法士であったがゆえに人生を奪うばわれたという実例を、ごく身近なところで十郎は知っていた。この少女がそうなることを見過ごせず、その能力に枷かせを嵌はめることで彼女を護まもろうと考えたのである。

　少なくとも、自分の力とその危あやうさを知る時間が必要なのだ。彼女のように身に余る力を与あたえられた子どもには。

「う、うん。大だい丈じよ夫うぶ……」

　月子が肯うなずいたとき、どこか抜ぬけたような人の良さそうな微びし笑ようを浮かべた青年が、薄い冊子の束を持って部屋に入ってきた。

　嘉神祐ゆう平へい。一八歳。最近二級に昇しよ格うかくした特殊執行官。医いり療よう魔ま法ほう士にして、主に年少組を担当するここの教官の一人でもある。

「ああ、雛咲さん、来てたんだ。待たせてごめん。これ、来週のキャンプのしおりねー。教室戻もどったらみんなに配っといて」

「あ、はい、わかりました」

　月子は受け取ると、失礼しましたと一礼して退出する。

　それを見送り、祐平は口を開いた。

「あの子、ずいぶん表情が明るくなりましたねえ。あの事件以降かな」

「……かもな」

　かつては作り物の笑え顔がお、作り物の言動で自分を偽いつわり、周囲との間に強固な壁かべを築いていた少女だった。今はそのときよりずっと生き生きとして表情豊かに見える。

　テロリストによる学校占せん拠きよ──数ヶ月前に起こったあの事件の衝しよ撃うげきから立ち直り、ようやく学校は以前の姿に戻りつつあった。

「年少組のチビどもも元気にやってますし、年長組では最さい部べもちょっと変わったすね。大暴れすることもなくなって、真面目に訓練してますよ」

「ああ、今、お前が教えてるんだっけか」

「放課後とか時間のあるときに、医療魔法の初歩から少しずつね。意外に器用ですよ、あの子。──人間、やっぱ苦難を乗のり越こえたところに成長があるんすよ。ひっどい経験でしたけど、進歩するいいきっかけだったと思えなくもないすね」

「ポジティブだな」

　十郎は皮肉気に返答した。

　もっともテロリストに重傷を負わされ、しばらく生死の境を彷徨さまよっていた祐平が言うと、妙みような説得力があるのも事実ではあるが。

　十郎にとっても一つの転機となった事件だった。死んだと思っていた姉の消息に関する情報を、事件の関係者から手に入れたのである。今はまだ雲を掴つかむような話だが、いずれ手て掛がかりを集め、行方ゆくえを追うつもりだ。たとえ今手にしているもの全てを投げ出すことになったとしても。

「来週の年長組の野外教室、みんなに楽しんでもらいたいっすね。嫌いやなこと全部忘れて。──あ、そうそう、やっぱ信し乃の先生は病院の仕事があるからここを離はなれられないそうです。で、信乃先生に年少組見てもらって、俺が椎葉先生と年長組の引率することに決まりました」

「あー、了りよ解うかい」

　幾いく分ぶん投げやりに十郎は答えた。

　学校行事として一泊ぱく二日のキャンプが組まれているのである。

　子どもを引き連れてお泊とまりなどというのは、本来戦せん闘とうや凶悪犯の制圧を専門とする自分向きの仕事ではない。とはいえ立場上拒きよ否ひする権利などないし、パートナーとしてならあの女よりこの祐平のほうがいくらかましではある。魔法に忌き避ひ感や嫌けん悪お感を持っている一いつ般ぱん人じんが少なくないため、子どもたちを連れて外へ出るのには気を遣つかうのだが、山中でキャンプということならそうそう面めん倒どうなことも起こらないだろう。

「あ、それと男二人じゃ何なので、もう一人来るらしいですよ」

「もう一人？　誰がだ？」

「新しい先生っす。今日挨あい拶さつに来るって信乃先生言ってましたけど」

「ほお、よくそんな奴やつが見つかったな」

「中等課程在籍中の見習いさんらしいんすけど」

　魔法士の素質を持つ者は極めて少なく、特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの人数は常に不足気味。人員の確保にはどの部署もかなり苦労している。なので、魔法士には可能な限り早く社会に出ることが求められる。能力さえ認められれば、就学年ねん齢れいの少年少女が一線で活かつ躍やくすることも珍めずらしくない。

　しかし、見習いとはいえ中学生相当の人間が育成校で教えるというのは、なかなか珍しいケースだ。おそらく、相当に優ゆう秀しゆうなのだろう。

「聞いたんすけどね、何でもその子の強い希望で──」

　言葉の途とち中ゆうで教官室のドアが開いた。

　入ってきたのは二人。先に立つやや小こ柄がらな若い女性が、ここの主任教官を務める出雲いずも井い信乃。特級特殊執行官であり、二〇代前半にして国内最高と称しようされる医療魔法士でもある。微笑みの似合いそうな童顔だが、基本的に無表情。良く言えばクールで真ま面じ目めそうな、悪く言えば氷で出来た精密機械のような、そんな印象だ。

　信乃に続いて入室してきたのは、一〇代半ばくらいに見える少女だった。

　くるくる動く大きな目と、可か愛わいらしい口元。幾分あどけなさは残るものの、顔立ちは整っている。身長は年齢に比してやや高め。すらっと伸のびた手足と姿勢の良さが、どことなく野生動物のしなやかさをイメージさせる。プロポーションも見事なものだ。隣となりの信乃がどちらかというと痩やせ型がたでアクセントに乏とぼしい体形なので、余計にそれが際立っている。

「はい、二人とも注目。今度新しく入ってもらう見習いの先生を紹しよ介うかいします。卯う滝たき唯ゆい里りさんです」

　相変わらず抑よく制せいの利きいた口調だったが、信乃の声にどことなく疲れたような響ひびきがあった。気のせいだろうか。

「卯滝さん、向かって右が椎葉先生、その隣が嘉神先生です。二人に自己紹介をお願いします」

　少女は二、三度ぱちぱちと瞬まばたきをすると、前に出た。口を開くのかと思いきや、そのまますたすたと歩を進め、十郎の目前で足を止める。

「……わあ」

　感かん嘆たんの声を上げると、眉を寄せる十郎の手首をがしっと捕えた。

「わあ、わあ、わあぁ、堅い、凄すごいなあ……」

　彼女の両手は交こう互ごに十郎の腕うでを掴み、肘ひじ、そして二にの腕へと上ってくる。

　固まっていた十郎だったが、肩かたから胸までぺたぺたと触さわられるに至って、ようやく口を開いた。

「……何やってんだ、お前」

「細く見えるのに、やっぱり鍛きたえてるんだなあ、と思って」

　つねづねチンピラっぽいと評されている十郎の険悪な視線に動じた様子もなく、少女は無む邪じや気きな可愛らしい笑えみを浮うかべた。

「ほんとに、何て素す敵てきな筋肉。毎日、どんなトレーニングされてるんですか？　食事とかも気をつけたりしてます？」

「卯滝さん」

　ため息混じりに信乃が言う。少女ははっと我に返ったようだった。

「あ、そうそう、自己紹介でした！　卯滝唯里、一五歳さい、本日からここでお世話になります！　お二人ともよろしくお願いしますっ！」

　元気よく頭を下げる。

「それで、今後の彼女の仕事についてですが──」

「はい！　この学校には私の志望先の方がおられるということなので、特に申しん請せいして下に付かせていただくことになりました！　椎葉十郎さん、よろしくお願いします！」

「……俺？」

「はい！　私、特別対策局入りを強く強く希望してます！　色々教えて下さい！」

「…………」

　つまり──自分がこの奇きみ妙ような娘むすめの面倒を見ろということか？

　否定の言葉を期待して信乃の顔を見たが、彼女は表情を消したまま肯いてみせただけだった。
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「晴れるといいよね、来週」

　校舎から敷しき地ち内ないにある寮りようまでの短い帰り道、茜あか色ねいろに染まりつつある空を眺ながめながら、日ひ馬ま菜な々な香かが言った。

「晴れてて暑くなかったら、もっといいんだけどねえ」

　のんびりと応じるのは羽は倉くら紗さ弓ゆみ。

「残暑が厳しいとはいえ、真夏よりはずっとましですよ。季節季節の気候をじっくり味わうのも山の楽しみの一つですし、キャンプするには悪くない季節じゃないですか？」

「……浮かれてるねえ、月ちゃん」

「あれ、そんな風に見えます？」

「ものすごくニコニコしてるじゃん、あんた。昔じゃ考えられないくらい」

「だよねえ。そのままどこかに飛んでいってしまいそう」

　肯き合う友人二人。月子はむう、と口を尖とがらせる。

　まあ、確かに楽しみにしているのは否いなめない。

　狭せまい教室を出ての野外授業というだけでも心が弾はずむが──何より嬉うれしいのは、あの人と一泊二日もの間一いつ緒しよに居られるということだ。授業や休み時間に顔を合わせるだけという普ふ段だんとは比ひ較かくにならないだけの時を共に過ごすことができるのである。当日を待ち遠しく思うのには、十分な理由だった。

「で、でも、別に浮かれているわけではないですよ。私はただ──」

　とそのとき、月子の肩に軽い衝撃があった。

　顔を上げると、暗い色を湛たたえた瞳ひとみがこちらを見ていた。

「……気を付けろよ」

「ご、ごめんなさい、最部君」

　最部駿しゆ介んすけは舌打ちを一つ残し、三人とは反対の方向、校舎に歩いて行った。

「何あの態度っ！　謝ってやってるんだから、も少し何とか言いなさいよ！」

「菜々ちゃんが謝ったわけじゃないと思うけど……。でも、最部君、ちょっとおとなしくなったかな？　前ならもっと怒ど鳴なり散ちらしてたような気がする」

「そりゃ、見境無く暴れられるよりはマシだけどさ。──月子は最近虐いじめられてない？」

「え、あ、はい。何も」

　不意に向けられた問いに、慌あわてて肯うなずく。

　かつて月子は駿介から理由のわからない執しつ拗ような嫌がらせを受けていた。嫌いやみ、暴言、持ち物を隠かくす壊こわす、可愛がっていた子こ猫ねこを殺されかけたことさえある。今は収まっているとはいえ、到とう底てい心を許せる相手ではない。

「そういえば、放課後に嘉神先生に魔ま法ほう見て貰もらってるみたいだねえ。授業も真面目に受けてるし。やっぱり……あの事件以降かなあ」

　紗弓はのんきな口調で重い話題に触ふれた。

　あの事件──五ヶ月ほど前に起きた、テロリストによる学校占せん拠きよである。教官と生徒には犠ぎ牲せい者しやこそ出なかったものの、多くの人間の心に大きな爪つめ痕あとを残した一件だった。

　校内きっての乱暴者だった最部駿介は、その後、すっかりおとなしくなった。

　いや、おとなしくなったというより、誰彼構わず殴なぐりかかりそうなピリピリした雰ふん囲い気きはそのままに、無む軌き道どうな暴力だけが影かげをひそめているといった印象だろうか。かつては暴ぼう虐ぎやく極きわまりない独どく裁さい者であり、大勢の取り巻きを引き連れて歩いていたが、このところは一人で居ることの方が多い。彼は現在クラスの中で孤こ立りつした存在となっていた。

「どうでもいいよ。あいつが嫌な奴ってのは同じなんだし。それより、今日の宿題なんだけど──あれ？　椎葉先生？」

「え？」

　菜々香の言葉に、月子の心臓がとくんと跳はねた。慌てて視線を追い、向こうの方からやってくる教官の姿を確かく認にん。笑顔で声を掛かけようと口を開きかけ──

　そしてそのまま固まった。

　十郎が見知らぬ若い女性と手をつないで歩いていた。

「……彼女さんかな？」

「ええ？　それはないよお」

「なくはないでしょ。愛想無くて一緒にいても楽しくなさそうだけど、見た目は悪くないんだし」

「だって、椎葉先生の本命は絶対に能の勢せ先生──」

「黙だまれ。それ以上喋しやべるな」

「夢がないなあ、菜々ちゃんは。幻げん想そうとロマンは心を豊かにするんだよお？」

「幻想でもロマンでもなくて、空想と妄もう想そうでしょ」

「楽しいよ？」

「楽しくないです。この少子化推進委員会の回し者。──あれ、どしたの、月子？　変な顔して」

　名前を呼ばれ、二度、三度と目を瞬かせる。

「──え、あ、あの、変な顔、してました？　私」

「うん。なんか隠しといたおやつ、こっそり食べられてボーゼンとしてる子どもみたいな」

　近くで見ると女性の方は思ったより若いことに気付く。自分たちより、せいぜい三、四歳上というところだろうか。

　十郎は三人の姿を認めると、気まずそうな表情を浮かべて女性の手を振ふりほどく。

「……放せよ。もう逃にげねえから」

「絶対ですよ？　早足も禁止ですよ？　ちゃんと案内していただかないと困りますから」

　さようならと挨あい拶さつをして擦すれ違ちがいかけた三人だったが、好こう奇き心しんを堪こらえかねたのか菜々香が口を開いた。

「あの、先生、その人は？」

「新任の教官見習い。学校施し設せつを案内中」

　どこか疲つかれたような声で十郎は言った。

「見習いって……新しい先生？」

　ひとまず月子は胸を撫なで下ろした。とはいえ、十郎の傍そばでにこにこと笑っている彼女を見て、完全に心穏おだやかでいられるわけでもない。

「明日、紹しよ介うかいするつもりだったんだがな。──卯滝」



    

  
    
      「はーい。生徒さんたちだよね。私、卯滝唯里。椎葉先生の下で、見習いとして明日からここで教えることになりました。よろしくー。あ、歳としも近いし堅かた苦くるしいの嫌きらいだから、ゆいちゃんって呼んでねー」

　人目を惹ひくほど可か愛わいらしい顔が、笑うとさらに無邪気になった。明るくて人ひと懐なつこくて、好感が持てる人だと素す直なおに思えた──だろう、普段だったなら。

「年長組の羽倉紗弓です」

「あたし日馬菜々香。で、この子が──」

　無意識のうちにむっと唇くちびるを引き結んでいた月子は、菜々香につつかれて我に返る。

「……あ、はい。委員長を務めている雛咲月子です。よろしくお願いいたします、卯滝先生」

　優等生の笑えみで軽く頭を下げる。なぜか軽い自己嫌けん悪おを覚えた。
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「お疲れっすか？」

　頭の上から祐平の声が聞こえた。

　机にぐったりと突つっ伏ぷしていた十郎は、薄うすく目を開け視線を向ける。

「えーと、やっぱ、卯滝さんの件？」

　返事をするのも億おつ劫くうだったので、小さく唸うなることで肯こう定ていに代えた。

「あー、まあ、何と言うか、大変すね」

「……なあ、嘉神」

「はい？」

「指導役、交代しねえ？　若くて可愛い女の子だぞ？」

「残念ながら俺、年上趣しゆ味みなんすよね」

「いや、真ま面じ目めな話、お前のほうが歳が近いし、うまくいくような気がするんだがな……」

「珍めずらしく弱気すね。てか、わずか数日で交代なんて信乃先生が許さないでしょうし、そもそも卯滝さんは──」

　祐平が言いかけたとき、ドアを開けて唯里が教官室に戻もどってきた。

「卯滝唯里、校舎周りの草むしり終わりました！」

「ああ、じゃ、えー……」

　残念ながらこの少女を遠ざけておけるような用は、これ以上思いつくことができなかった。

「待機。しばらく大人しくしてろ」

「はい！」

　唯里は元気よく返事。鞄かばんの中から包みを取り出すと、椅い子すを引っ張ってきて十郎の隣となり一〇センチというところに陣じん取どり、それを開く。そして、中から出てきた大人の拳こぶし二つ分ほどもあるおにぎりにかぶりついた。

（さっきでかい弁当箱で昼飯食ってたよな？）

　十郎は心の中で呟つぶやく。いちいち口に出して突っ込まないのは、もうこれが見慣れた光景となっているからだった。

　組んで数日が経過。この少女について分かったことは幾いくつかある。

　まず、声がでかい。無意味に元気が良い。

　そしてよく食う。三食はもちろんだが、食前の飯や食後の飯を平気で食べる。ちなみに自作だという弁当や間食のおにぎりは、なかなか見栄えよく出来ていた。好きこそものの上手なれというやつなのかもしれない。どうでもいいが。

　魔法士として優ゆう秀しゆうであるのは間ま違ちがいない。素質判定Ａランク。エリートが集められる特別中等育成校の首席。頭の回転や飲み込みも早く、命じた雑用、事務仕事などは手て際ぎわよくこなす。陽気で壁かべを作らない性格で子どもたちにも好かれている。

　純じゆ粋んすいに仕事量から言えば十郎の負担は軽減されているはずなのだが──しかし、まったくそんな気がしないのはなぜだろうか。

「ふぁへふぁふ？」

「いらねえよ。つーか頬ほお張ばりながら喋んな」

　黙っていれば雑誌の巻頭グラビアを飾っていてもおかしくない容姿なのに、色々と台無しである。

「あと食いながら睨にらむな。落ちつかねえ」

「ふぇふに、ふぃはんふぇ、んぐ──別に、睨んでません。これは観察と勉強なんです！」

　口の中のものを呑のみ込むと、特別対策局入りを熱望する少女は力強くそう答えた。

　万事、この調子である。

　一日中十郎の傍に張り付いて、一挙手一投足を観察。疑問点があれば質問攻ぜめにする。少しでもたしなめようものなら、いかに自分が十郎のかつての職場、特別対策局に入りたいと願っているか、どれだけ固い決意を抱いだいているかを泣きそうな顔で力説する。

　熱意もここまでくると災害だ──そう十郎はげんなりした思いを抱いていた。

「……あのな、俺なんかに引っ付いていても得なことはねえぞ。そもそも魔法士としての素質ははるかにお前のほうが上なんだし」

　机に伸のびたまま説得を試みる。

「そんなことないです！　素質判定Ｄランクなのに特別対策局に入ることができたのは、並外れた努力の賜たま物ものだと思います！　見習いたいです！」

「そもそも俺は特別対策局の人間としては落ちこぼれだ」

「いえ、テロリストからこの学校を救ったと伺うかがいました！」

「人ひと嫌ぎらいで面めん倒どうくさがりで、手本には向いてねえし」

「寡か黙もくで渋しぶくて素敵です！」

「つまり、こんなことしててもお前のプラスになることは一つもねえんだ」

「可愛いハムスターですね！　先生のペットですか？」

「話を聞け」

「あ、これ、もしかして魔法生物ですか？　ちょっと見せて──」

「話を聞け！」

　思わず声が大きくなった。唯里はきょとんと十郎を見る。

「あのな、お前は──」

　体を起こして口を開き掛けたが──この少女をおとなしくさせるような言葉は思いつかなかった。何を言っても堪こたえそうにない。

　と、授業の終わりを知らせるチャイムが鳴った。

　十郎はため息をついた。

「……まあいい。そこに採点済みのレポートがある。教室行って、ガキどもに返してこい」

　効果のない言葉を連ねるより、仕事を与あたえて遠ざけた方がまだしも建設的だろう。

　了りよ解うかいしました！　と元気な声を残し、唯里は部屋を出て行く。

　入れ替かわるように、月子が姿を見せた。

「よお……」

「……お疲れですか？」

　気き遣づかわしげな顔で首を傾かしげる。

「精神的にな。何か用か？」

「えっと、時間が空いたので、何かお手伝いすることがないかな、と。この間の魔ま法ほう学のレポート、確か今日返へん却きやくではなかったですか？」

「ああ、それならさっき卯滝さんが持って行ったよ。すれ違ったでしょ、そこで」

　祐平が廊ろう下かを示す。

「そう、なんですか」

　少し落らく胆たんしたように月子は十郎に視線を向けた。

「あいつが来てから、お前に手伝って貰もらうような雑用が減ってるな。今日は仕事はねえよ。戻って良いいぞ」

「はあ……」

　では失礼します、と、なぜか肩かたを落とし、悄しよ然うぜんとした面おも持もちで月子は帰って行った。

　仕事無いのが残念なのだろうか。相変わらず生真面目な働き者だなと十郎は思う。ふと顔を上げると、祐平が何か言いたげな表情でこちらを見ていた。

「何だよ」

「いえ、報むくわれないというか何というか──」

「あん？」

　祐平は何でもないす、などと口の中でもごもごと言う。

「……ああ、雛咲と言や、あいつ猫ねこどうするんだ？　明日からのキャンプの間」

　月子は寮りようの自室でサバタローという猫を飼っている。

　本来寮でペットを飼うのは禁止なのだが、成績優秀品行方正という点に加え、占せん拠きよ事件の解決における貢こう献けんが考こう慮りよされ、特例として認められたのである。名目上は生徒の精神的ケアということだそうだ。

「信乃先生が面めん倒どう見みるそうっすよ」

「あいつが？」

　無表情な医いり療よう魔ま法ほう士の顔を思い浮うかべ、十郎は眉まゆを寄せる。

「まさかとは思うが、生体実験の素材にしたりしないだろうな？」

「あの人、あれで結構動物好きっすよ。街中歩いてて犬いぬ猫ねこ見かけたりすると、すっげえ幸せそうな顔しますから」

「ほー、そりゃ、意外だ」

　あの女が幸せそうに顔を緩ゆるめるところなど、まったく想像できない。機会があれば一度拝んでみたいものだと十郎は思った。向こう一月くらいはからかうネタにできるだろう。

　と、そこでなぜ祐平がそんなことを知っているのかという疑問が浮かんだ。

「おい──」

「あ、時間だ。さて、じゃ俺も年少組のＨＲホームルーム行ってくるっす。今日は早めに帰ってゆっくり休みたいすね」

　祐平はそんなことを言いながら、笑え顔がおで足早に教官室を出て行く。尋たずねるタイミングを逃のがした十郎は、一人取り残された。
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　着き替がえ、タオル、ハンカチ、ビニール袋ぶくろ、雨合羽、筆記用具……

　月子はキャンプのしおりと照らし合わせながら、ナップサックの中身を確かめる。お茶と弁当は学校から出され、キャンプ用品は現地で借りるということなので、一泊ぱくするとはいえそれほど荷物は多くない。忘れ物が無いことを確かく認にんして一つ肯うなずいたとき、背後から歓かん声せいが聞こえた。

「おー、上手上手」

「かっこいいねー」

　放り投げられたボールを見事な動きで捕ほ捉そくしたサバタローに、菜々香と紗弓が拍はく手しゆを送っていた。

　以前に負った大おお怪け我がの影えい響きようを感じさせない、軽かろやかなジャンプ。このところ体もひときわ大きくがっしりとしてきたような気がする。一時は命も危あやぶまれていたのに、良くここまで育ってくれたものだ。

「シナヤカなケモノの動きってやつだねえ。──あ、月ちゃん、明日の準備終わった？」

「ええ、どうにか」

　ナップサックのファスナーを閉め、ぽんぽんと叩たたく。

　サバタローに向けて猫じゃらしをひらひらと振ふっていた菜々香は、手を止めて月子に視線を向けた。

「お疲つかれさま。──でも、珍めずらしいよね。いつもだったら、こういうのは真っ先に終わらせて、あたしたちの準備手伝ってくれてるのに」

「うん、最近、何か変だよねえ」

「そ、そんなことないですよ」

　否定してみせたが、月子にも自覚はあった。確かにこのところ何をしていても集中を欠いており、手が止まったり上の空になったりすることが多い。それも学校にいる間、寮に戻もどってからを問わず、だ。

　原因ははっきりしている。あの新しくやってきた見習いの先生。

　十郎に常時付き従っている彼女の姿を見ると、胸が重苦しくなり、もやもやとした不快な何かが広がるのを感じる。学校が終わってからもそう。二人の会話しているシーンが、思い出したくもないのに頭の中をぐるぐると何度も何度も巡めぐるのだ。

　嫉しつ妬と、やきもち、という単語が脳裏に浮かぶ。

　辞書的に言えば、愛する者の愛情が他の人に向けられるのを恨うらみ憎にくむこと。

　月子はぶんぶんと頭を振る。明るくて、気さくで、誰に対しても親身で──良い先生だと思う。憎むなんてとんでもない。

　とはいえ、唯里が雑務を全部任されているせいで、教官室で十郎と過ごす時間が大きく減ってしまったのは間ま違ちがいなくて、筋すじ違ちがいだと思いながらも、居場所を取られたような、邪じや魔まをされているような気分を拭ぬぐい去さることができない自分がいるわけで──

　あんな人、この学校に来なければよかったのに、という考えが心の中に浮かび、慌あわてて月子は打ち消した。

（嫌いやな子だな、私）

　そうだ、他人を否定するような人間であってはいけない。相手の存在に囚とらわれず、自分を高めることを考えて行かなければ。

　そう決意を固めた瞬しゆ間んかん、二人の友人、そして愛あい猫びようまでもが何とも言いようのない顔で自分を注視していたことに気が付いた。

「……百面相だねえ」

　ぼそりと紗弓が呟つぶやき、月子はたちまち赤面する。

「やっぱ変よねー。悩なやみでもあんの？　煮に詰つまりきって焦こげ付く前に吐はき出すのをお勧すすめするけど」

「あ、いえ、えっと……」

　しどろもどろになりつつ、月子は何とか表情を取とり繕つくろう。

「その、何でもないです。明日、雨が降ったら嫌だな、とか、そんなことを考えていたもので……」

　我ながら下手な誤ご魔ま化かし方だと思ったが、友人二人は顔を見合わせただけでそれ以上追つい及きゆうしてはこなかった。

　まあ、ここでこうしてうじうじしていても仕方ないのは確かだ。もう少し前向きに考えてみよう。

　自分は知識も経験も何もかも足りない子どもに過ぎない。でも唯ゆい一いつ、魔法に関しては素質があると椎葉先生に認めてもらえた。

　だったら──せめて魔法だけは卯滝先生以上に役に立てるということを、明日からのキャンプの間に証明してみせればいいのだ。

　そうすれば、この胸の中の嫌なもやもやも消えてくれるかもしれない。
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　プロジェクト・マクスウェル社。

　アメリカに本社を置く軍ぐん需じゆ企きぎ業よう。火器火薬類から、軍用ヘリ、戦せん闘とう機きの販はん売ばい、さらには人的資源の貸たい与よや斡あつ旋せんまで幅はば広ひろく手がけており、この業界では世界トップクラスの規模を誇ほこっている。政界とも強い繋つながりを持ち、大統領のクビを左右する影えいき響よう力りよくを持っているという噂うわささえあるほどだ。

「ある種の怪かい物ぶつですねえ」

　能勢はデータに目を通しながら、小さく呟いた。

　広く名が知られている存在だけあって、ＰＭ社に関する資料を集めること自体は難しくなかった。

　特別対策局員としての権限を利用すれば、一いつ般ぱん公開されているものより数段深いレベルのデータを参照できる。もっともこの規模の企業ともなれば、更さらに何倍もの表おも沙てざ汰たに出来ない情報を水面下に抱かかえており、決して公おおやけにならないよう厳重に管理しているのだろうが。

　次のファイルをクリックする。ＰＭ社の社員リストが表示される。検けん索さくを掛かけ、ほどなく求める人物の名前を探し出すことに成功した。

「氷ひ見み谷や晃こう……これですね」

　二三歳さい。警護サービス部主任。関東地方の生まれ。父親の転勤に伴ともない、八歳さい時じにアメリカへ移住。そのまま現地の学校を卒業し、ＰＭ社に就職。取り立てて言うことのない経歴である。

　だが、能勢は笑えみの形に小さく唇くちびるを歪ゆがめた。

　魔ま法ほう士としての素質を持つ人間は幼いうちから国に管理され、その将来を束そく縛ばくされる。

　能力の低い者、言いい換かえれば解放してもさほど損にはならない者はある程度自由に生き方を選べるが、能力の高い者はそうではない。氷見谷クラスの魔法士が、こんな平へい凡ぼんな人生を選せん択たくし、民間の、それも海外の企業に就職することなどありえない。絶対に国が認めないはずだ。

　となると──戸こ籍せき、身分の偽ぎ造ぞうが行われている可能性大ということになる。

　人間一人の履り歴れきを捏ねつ造ぞうするというのは結構な手間がかかる。それが魔法士ということになればなおさらだ。ＰＭ社の深く関かかわった何らかのシステムがあり、あの氷見谷とかいう男もそこに組み込まれた歯車の一つということなのだろうか。

「面おも白しろくなってきましたね」

　能勢は浮き立たつ心を宥なだめながら、次の資料を開いた。



    

  
    
      二章　　カレーのニンジン、異いほうの客人






　キャンプ場に到とう着ちやくしたのは、予定通り午後三時のことだった。

「……同じ班の者はもちろん、違ちがう班、同士でも……協力すること……これを……」

　十じゆ郎うろうは襲おそってきた吐き気を、どうにかやり過ごした。

「これを……頭に置いて、二日間、行動、すること。……あと、共同の、施し設せつや設備を借りるので……絶対に、壊こわさないよう、気を付ける。細々とした……注意事じ項こうは、しおりに書いてあるので……う」

「代わりましょうか、椎しい葉ば先生」

「……頼たのむ」

　祐ゆう平へいにそう言うと、十郎はベンチに腰こしを下ろした。

　引率責任者という立場上まとめ役をしなければならないのだが、どうにも体調が回復せず身動きが取れない。

　自分の代わりにごみの分別や日射病への注意などについて話している祐平の声を聞きながら、目を閉じる。まだ地面が波打つように揺ゆれている気がした。

「大だい丈じよ夫うぶですか？」

　耳元で唯ゆい里りの元気良い声が聞こえた。

「……も少し静かに喋しやべれ。頭に響ひびく」

「あ、そうですよね、すみません！」

　謝るわりに大してボリュームは変わらない。

「水、持ってきましょうか？」

「……いや、いい。嘉か神がみの、話が終わったら、テントの、設営にかかれ。俺も、すぐ行くから」

　わかりましたっ！　と答えて離はなれていく唯里の気配を感じながら、十郎は大きく息を吐いた。

　実は、十郎には乗り物酔よいに対する耐たい性せいがほとんどない。自分が運転する分にはともかく、他人の運転する車に乗るとなぜか高確率で気分が悪くなるのだ。

　普ふ段だん、バスに乗るときは目を閉じてさっさと寝ねてしまうことにしている。しかし、今回は興奮した子どもたちの声、また隣りん席せきの唯里の視線が気になり、ほとんど眠ねむることができなかったのだ。

　加えて麓ふもとからキャンプ場までは曲がりくねった山道という悪条件である。結果、見事に車酔いにやられたというわけだった。

（だから、バスは嫌なんだ……）

　内心でぼやく。幼い頃ころから常にこうで、姉の一いち花かに心配を掛けてばかりだった。いつまでたっても乗り物に対する苦手意識は消えない。

「あ、あの……まだ辛つらい？」

　子どもたちがキャンプ用具一式を運うん搬ぱんするため動き出したころ、再び耳元で、今度は物静かな声が聞こえた。目を開けると、心配そうな月つき子この顔があった。

「……問題ない。あと数分もあれば回復する。働いて来いよ。委員長がさぼってたんじゃ示しがつかんだろ」

「あ、そ、それは大丈夫だよ。時間がかかりそうなら魔法でぱぱっとテント運んで……」

「ああ、言い忘れてたな、魔法の話」

「え……？」

「雛ひな咲さき、お前、このキャンプ中、魔法は使うな。もちろん複数施呪マルチキヤステイングも厳禁だ」

　月子はその大きな目をさらに見張った。

「ど、どうして？」

「まだまだ自在に魔法を使えないやつは大勢いるからな。許可するとお前の班と他の班で作業効率に差がつきすぎる。いい機会だから、魔法に頼たよらず色々なことをやり遂とげてみろ。どうしても必要なら、卯う滝たきあたりに使わせるから」

　実用的なレベルで魔法を使いこなすことのできる生徒は限られている。月子はもちろん問題ないが、協調性を養うべき場で能力の突とつ出しゆつした人間が自由に力を振ふるうのも問題があるだろう。

　それに、なるべくなら祐平や唯里にもあまり月子の実力は見せたくない。『一生徒の範はん疇ちゆうを遥はるかに超こえた優ゆう秀しゆうさ』が噂になるような事態は、避さけなければならないのだ。彼女を護まもるためにも今は魔法の行使に厳しい制限が必要である。

　と、そのとき、十郎は月子が妙みように沈しずんだ表情をしていることに気が付いた。

「どうかしたか？」

「何でも、ない。それじゃ、行ってくるね……」

　何でもなくはない顔で肩かたを落とし、月子はとぼとぼと歩いていった。
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　テントの設営は滞とどこおりなく終わり、休きゆ憩うけいと自由行動を挟はさんで夕食の支し度たくをすることになった。

　メニューはカレーライス。材料を切って煮に込こむだけという、キャンプの定番料理である。

　祐平と唯里が忙いそがしく子どもたちの間を回って指導にあたっている。視線を動かすと、二人の後方で腕うで組ぐみをしている十郎の姿を発見した。全体の監かん督とくという役目はもちろんあるのだろうが、調理に参加しないのは知識、技術が皆かい無むだからだろう。

（不器用だからなあ、あの人）

　そういう月子も料理は得意ではない。実家に居たころは台所に立つ機会などなかったし、寮りように入ってからも家庭科の授業で少し経験した程度である。

　魔法を使えば野菜の皮むきもカットも自由自在だ。失敗せず使いこなす自信もある。しかし、施呪キヤステイングを禁じられてしまっている以上どうしようもなく、慣れない手つきでピーラーを動かしているというわけだった。

　でこぼこなジャガイモに悪あく戦せん苦く闘とうした後、どうにか皮を剥むき終えまな板の上に並べ、ピーラーを包丁に持もち替かえる。

（一口大に切るって言ってたから……）

　とりあえず四等分。まだ大きいので、更さらに半分。もう少し小さいほうが良いだろうか。

　辺りを見回すと、唯里が別の班のジャガイモを前に手本を示しているところだった。包丁でするすると皮を剥き、流れるような手つきで切っていく。

　上手なんだなあ、と感心する。自分とは大おお違ちがいだ。あんな風に自在に包丁を扱あつかうことができれば──そんなことを思った瞬しゆ間んかん、指先に鋭するどい痛みが走った。

　刃はが掠かすめてしまったようだ。傷は大したことないが、血が流れている。

　何やってるんだろう、とため息が漏もれた。魔法に頼らないと、こんなことも満足にできないのだろうか、自分は。

（もしかして、椎葉先生が褒ほめてくれたのも、魔法以外に褒められる部分がなかったからなのかなあ……）

「あー、指切ったの？」

　月子が自じぎ虐やく的てきな気分に浸ひたっていると、隣となりの菜な々な香かが声を上げた。

「見せてみ。──ん、よかった。傷は深くないか。今、余よ所そ見みしてたでしょ。気を抜ぬくからよ」

「ご、ごめんなさい……」

「魔法に関しては完かん璧ぺき超ちよ人うじんだけど、その他の部分では結構なドジっ子なのよね、あんた。──って、何涙なみ目だめになってんのよ。そんなに痛い？」

　一応先生呼んでくるから、と言い残して菜々香は駆かけていった。

（……駄だ目めだなあ、私）

　心がさらに深く深く沈んでいく。

　と、そのとき、横合いから手が伸のびてきて、月子の腕うでを捕とらえた。

「動くなよ」

　びくっと体を震ふるわせ反射的に振り解ほどこうとした月子にそう言うと、駿しゆ介んすけはマナを集め魔ま法ほう回路を起動する。あっという間に傷がふさがり、痛みが治まった。

「え……あ、ありがとう、ございます……」

　戸と惑まどいながら礼を言うと、駿介はぷいと横を向いた。

「手、洗っとけよ。血まみれのカレーなんて誰も食いたくねーから」

「は、はい」

　肯うなずいたとき、菜々香に連れられて十郎がやってくるのが見えた。

「最さい部べ、今お前、魔法を使ったか？」

「…………」

　駿介は答えず、なぜか敵意のこもった一いち瞥べつを十郎に向けて、向こうへ歩いて行ってしまった。



    

  
    
      「あの先生、最部君は怪け我がの手当てをしてくれただけで……」

「知ってる。魔法回路が見えたからな。別に咎とがめるつもりも無かったんだが。──切ったのか。ちょっと見せてみろ」

　十郎に手を取られる。一気に頬ほおが熱くなった。

「だ、大丈夫です、から、本当に……」

「ん……そうみてえだな。綺き麗れいに治ってる。気を付けろよ」

「はい……」

　十郎の声は取り立てて責める調子でもなかったが、月子はがっくりとうなだれた。きっと不器用で料理の下手な子だと思われているに違いない。

「椎葉先生、そろそろみんな準備良いいみたいですよー！」

「ああ、じゃ火、入れてくれ」

　はーいと元気良く返事をして、唯里は各班のかまどに《招しよ炎うえん》で火を点つけていった。術自体はさほど難度の高いものではないが、それでも無む駄だなく魔法回路を組み円えん滑かつに起動するにはそれなりの技術が求められる。彼女が極きわめて高いレベルの魔法士であることは窺うかがい知しれた。

　料理でも魔法でも役に立っている彼女が羨うらやましく感じられ、また同時に間ま抜ぬけな怪我をしただけの自分が情けなく……月子は深いため息をついた。



「んー……ご飯、ちょっと芯しんが残ってるなあ。ルーはルーで少し水っぽい感じだし」

　一口食べた菜々香は眉まゆをひそめた。

「上出来だと思うよお。ちゃんとカレーの味がするし」

「あんたのボーダーはそのレベルか。──どう思う、月子？」

「え？　ええと……そうですね、普ふ通つうじゃないかと」

　ぼんやりとしていた月子は、慌あわてて返答した。

　目の前の皿には夕食のカレーライスが盛られている。が、正直なところ、心が重くてのんびりと味わうような気分ではない。

（ほとんどお話もできなかったな……）

　もう少し楽しくなるかと思っていたのに。十郎の方に視線を向けながら、そんなことを思う。浮うわついた考えを抱いだいていた自分が甘あまかったのかもしれないが、魔法は使うなと言われ、料理では失敗し、散々だ。

　無愛想な教官は、子どもたちの輪から少し離れた大木にもたれて黙もく々もくと夕食を摂とっていた。

　ふと、気付く。

　──今はチャンスかもしれない。

　他の二人の先生、祐平と唯里は生徒の班に交ざってカレーを食べており、十郎の傍そばには居ない。

　他の女子とのお喋しやべりに夢中になっている菜々香、紗さ弓ゆみを横目で見、月子はそっと立ち上がって彼のもとに足を進めた。

「……あの、横、いいかな？」

　十郎はちらりと視線を向けただけで何も言わなかった。無言は肯こう定ていのしるしということを知っているので、隣に腰こしを下ろす。

　そして月子は驚おどろきに目を見張った。

「先生が野菜食べてる……」

　十郎はかなりの偏へんし食よく家である。特に野菜の類たぐいを口にするのを、これまでに月子は見たことがなかった。驚きよ天うて動んど地うちの出来事だ。

「カレーに入っているのは食えるんだよ、例外的にな」

　面おも白しろくもなさそうな顔で言う十郎だったが、スプーンを口に運ぶ動きは滑なめらかである。多分、カレーライスは好物なのだろう。

「そうなんだ。……あ、でも、ニンジンは残ってる」

　皿の隅すみに、いちょう切りにされた赤い野菜が纏まとめられていた。

「……偉い大だいなカレーにも限界はあるってことだ」

　どことなく気まずそうな口調に微笑ほほえみを誘さそわれる。子どもみたいだ。

「でも、ニンジンって栄養豊富だよ。食べられるようになろうよ」

「成長期終わってるからいいんだよ、食えなくても」

「体にもいいよ？」

「そうです！」

　賛同の声は意外な方向から聞こえた。十郎の背中側、木の幹の陰かげからひょいと唯里の顔が現れた。

「好すき嫌きらいはいけないですよ。もったいないです！　ああ、こんなに残して……カレーで煮込まれたニンジン、ものすごく美お味いしいのに」

　彼女は十郎の肩かた口ぐちから皿の中を覗のぞき込み、嘆なげきの声を上げる。

　月子は自分の眉み間けんにみるみる皺しわが寄るのを自覚した。

　二人の距きよ離りが近い。十郎の肩に唯里の胸が触ふれている。ほとんど密着状態だ。

「重い。寄りかかんな。つーかお前、あっちで食ってたんじゃなかったのか？」

「もう食べ終わりました。先生がいらないなら、もらっちゃっていいですか？　これ」

　そう言うと、返事を聞くより先に唯里はスプーンでニンジンをすくい、口に入れた。

「な……」

　月子は唖あ然ぜんとした。

「な、な、何をしてるんですか！」

　唯里はなぜ怒ど鳴なられたのかわからないというような、きょとんとした顔をしていた。

「あれ？　月子ちゃんも欲しかったの？」

「い、いえ、そうではなく、だって、そ、それ椎葉先生の、カレーの──」

　混乱のあまり、言葉がうまく出てこない。

　一度他人、しかも異性が箸はし──今回はスプーンだが──を付けた料理を食べるなど、信じられないほど節度を欠いた行こう為いである。少なくとも月子の中では、女性がこんな振ふる舞まいをするなど考えられないことだった。

「食い意地が張ってんな、卯う滝たき。飢うえてんのか」

「育ち盛りなんです！　一人分じゃ全然足りないけど、おかわりして子どもたちの取っちゃうわけにもいかないし……と思ってたら先生がニンジン残してるのが見えたんで、お腹なかの足しになるかな、と」



    

  
    
      「やっぱ食い意地が張ってんじゃねえか。ま、どうせ捨てるんだから構わねえけどな」

「だ、だ、駄目です」

　理由のわからない腹立ちを覚えて、月子は二人の会話に割り込んだ。

「そんな、自分のを、卯滝先生にあげるなんて、そんな──」

「……やっぱり欲しかったの？」

　唯里は首を傾かしげる。

「違ちがいますっ！」

　月子は顔を真っ赤にして叫さけんだ。



「……怒おこってる？」

「いえ、別に」

「そう？　何か顔が怖こわい気がするんだけどなー」

　あなたのせいです、と言うわけにもいかず、月子は黙だまり込んだ。

　就しゆう寝しん時間前のテントの中である。

　三人の教官は生徒のテントに分かれて寝ねることになっており、唯里の割り当ては月子、菜々香、紗弓のここだった。十郎とろくに話せなかった上に、この展開。不快とまでは言わないが、楽しい気分にはなりようがない。

「ほら、その表情」

　にゅ、と鼻と鼻がくっつきそうな距離まで、唯里は顔を近づけた。

　思わず体を引こうとした月子だったが、素す早ばやく伸びてきた手に抱きすくめられる。

「ちょ……せ、先生！」

「暗い気分って、伝染するんだよー。月子ちゃんがそんな顔してると、私も悲しいよー。せっかくのキャンプなんだから、楽しくやろうよー」

「わ、わかった、わかりましたから！」

　どうにかハグから逃のがれ、月子は荒あらい息をついた。

　とりあえず、計算とか下心無しで誰に対してもこういう接し方をする人だというのはよくわかった。パーソナルスペースが極きよ端くたんに狭せまいとでも言うのか、スキンシップが大好きで、肌はだと肌との触れ合いに抵てい抗こうがないのだ。

「この子すごい真ま面じ目めなんだから、からかったら駄目よ、ゆいちゃん」

　とりあえず、庇かばってくれた菜々香の陰に、こそっと隠かくれる。

「んー、でも月ちゃん、確かにこのところちょっと浮うき沈しずみが激しいような気はするよお。何か悩なやんでるみたいな」

　いつもののんびりとした口調だが、紗弓の表情は気き遣づかわしげである。

「そ、そうでしょうか？」

「あたしもちょっと気になってた」

　と菜々香。

「まあ、人間らしくていいとは思うけど」

「人間らしい？」

「うん。前よりなんか表情豊かになってるから」

　そうだろうか。月子は眉を寄せる。間ま違ちがいなく、昔の方が笑顔でいることは多かったと思うのだが。

「ちょっと前までは、ずっと笑ってばっかだったじゃん。表情の幅はばがすごく狭かったんだよね。だから逆に考えてることがよくわかんなかった。今のそんな顔見ると、あー、完かん璧ぺきに見えるこの子も悩んだり辛つらかったりすることがあるんだって思う。──あと、そういう部分見せてくれる程度には信用してくれてるのかな、とかね。いや、当人のあんたはそれどころじゃないのかもしれないけど」

　月子は意外な思いで目を瞬またたかせた。そんなふうに見えていたんだ。

　自分のことを見て、気に掛かけてくれる人がいる。そう思うと、少し心が軽くなった気がした。作り物ではない微笑みが自然に浮かぶ。

「ありがとうございます。私は大だい丈じよ夫うぶですから」

「ならいいけどね。──でさ、何に悩んでるの？　もしかして恋こい？」

　菜々香の言葉に、笑えみが強こわ張ばった。

「あ、ほんとにそうなのお？　お相手は？」

　嬉うれしそうに身を乗り出す紗弓。

「へー、月子ちゃん、恋れん愛あい中なんだ」

　少し意外そうに唯里。

「ち、ちが、あの、──う、卯滝先生の方が、そ、そういう経験豊かなんじゃないですか？　私たちより年上なんだし」

「私？　今はお仕事でいっぱいいっぱいだしねー」

「そ、その、よく、し、椎葉先生にくっついてたりしてるみたいだし……」

「そりゃ、私、今椎葉先生の部下だもん。できるだけ一いつ緒しよにいて、近くで仕事ぶり見て勉強しないといけないから」

「でも、ゆいちゃん、大変じゃない？　あの人、何か暗いし怖いし」

「そ、そんなに悪い先生じゃないと思います！」

　月子は思わず大声で異を唱えた。

「あ、月子ちゃんは椎葉先生の味方なんだ」

「い、いえ、あの……」

　全員の視線を受けて、たちまち声が小さくなる。

「そ、そういうわけではなく、先生なんだから、そういう言い方はどうかと思っただけで……」

「この子、お固いから」

　菜々香は軽く流した。

「真面目なのは長所だね。いいことだ。──それにね、椎葉先生って特別対策局の人なんでしょ？　これ、実はとっても凄すごいことなんだよ」

「特別対策局？」

　首を傾げた紗弓に、唯里が解説する。

「えっとね、警察には手も足も出ない大きな事件とかを解決する人たち。ものすごく優ゆうし秀ゆうな魔ま法ほう士でないと入れないところ。少し前、学校が武装集団に占せん拠きよされたことあったでしょ？　あのときも椎葉先生、活かつ躍やくしたらしいよ」

「へえ、そうなんだあ」

「全然そんな風には見えないんだけど」

　腕うで組ぐみしてむう、と唇くちびるをへの字にする菜々香。

　彼女たちは人ひと質じちとしてずっと食堂に押おし込まれていたので、あの事件の際、十郎が果たした役割をよく知らないのだろう。

「私は小さいときからずっと、特別対策局に入ることを目標にしてるんだ。──私より付き合いの長いあなたたちから見て、どんな人？　椎葉先生って」

「どんなって……んー、暗くてやる気なさそうなハムスターおたく」

「いっつも不ふ機き嫌げんで怖そうだけど、激しく怒ったり怒鳴ったりはあんまりしないかなあ。単に面めん倒どうくさがってるだけかもしれないけど」

「魔法については？　あのレベルの人だと何か得意な術を究きわめてると思うんだけど、訊きいても教えてくれないんだよね」

「そういや、授業の時でもあんまり魔法使わないかな」

「というより、あんまり魔法が得意そうには見えないよねえ。──月ちゃんどうしたのお？　何かニコニコしてるけど？」

「あ、いえ、何でも」

　意外に面倒見の良いこと、頼たよれば必ず応こたえてくれること、ときどき子どもっぽくなること、本気を出せばものすごく強いこと──

　あの事件のとき、そしてそれ以降、多くの時間を一緒に過ごしたいと願い、そしてそうしてきた月子は彼女たちの知らない十郎を知っている。なんだか自分があの人を独どく占せんしているようで、少し嬉しくなった。

「月子ちゃんは椎葉先生についてどう思うのかな？　さっき庇ってたけど」

「わ、私ですか？」

　だが、唯里にそう尋たずねられると、胸中に複雑な思いが生まれる。どう答えようか迷いながら口を開こうとしたとき、テントの入り口から声が聞こえた。

「失礼していいっすか？」

　どうぞーという返事を待って、懐かいち中ゆう電灯を持った祐平が顔を覗のぞかせた。

「消灯十分前です。寝る準備に掛かって下さいね。明日も朝早いすから」

「了りよ解うかいです！……じゃみんな、お喋しやべりはこの辺にしとこっか」

　幾いく分ぶんほっとしながら、月子は自分のシュラフに潜もぐり込んだ。

　全員が眠ねむる体勢に入ったのを確認し、唯里が電気を消す。

「また今度聞かせてねー。椎葉先生のこと」

　そう月子に向けて囁ささやくと、彼女はすぐに規則正しい寝ね息いきを立て始めた。

　月子は小さく息を吐つく。

　他人が、というより他の女の人が椎葉先生に興味を持つことに対し、面おも白しろくないという思いはある。特に唯里は立場的にも年ねん齢れい的てきにも、ずっと彼に近いのだ。おまけに可か愛わいいし、スタイルもいいし。

　月子は唯里に抱だきしめられたときに感じた、あの柔やわらかく豊かな胸の感かん触しよくを思い出していた。十郎にもアレが押し当あてられていたわけで……

（……やっぱり、男の人にとっては大きい方が魅みり力よく的てきなのかなあ）

　シュラフの中でごそごそと動き、自分の胸を掻かき抱いだいてみる。見事なまでに凹おう凸とつが存在していない、まさに『無乳』という言葉がふさわしい平面がそこにあった。

　たわわに実った桃ももの実とまな板。

　もしくは雄ゆう大だいな大山脈とどこまでも続く大平原。

　唯里のものと比ひ較かくするなら、そのくらいの差はあるだろう。

　おそらく現段階の成長具合では菜々香や紗弓にも負けている。同年代の子たちに比べても発育が良いとは言いがたい体形なのだ。あるかどうかも怪あやしい将来性のみでこのギャップを埋うめることは、不可能だ。月子は深刻な敗北感を覚え、ため息をついた。

　多分、自分は彼女に対して対たい抗こう心しんを持っているのだろう。

　唯里に他意がないことは分かる。下心があるわけではなく、月子の複雑な想おもいに気付いているわけでもなく、ただ十郎に対する純じゆ粋んすいな興味を持っているだけだ。

（でも、ね……）

　無愛想な表層の奥おくにある十郎の本質に気付いたとき、もしかしたら彼女は彼に対して興味以上の感情を抱いてしまうのではないだろうか。かつて月子自身がそうだったように。そして十郎もそんな唯里に惹ひかれて行き──

　軽く頭を振ふって嫌いやな想像を追おい払はらう。

「……負けないんだから」

　月子は小さく呟つぶやいて目を閉じた。



　　　　　＊　＊　＊



　十郎は目を開けた。

　体内時計は真夜中過ぎ。腕うで時ど計けいでその正確さを確認後、周囲の子どもたちを起こさないようそっと起き上がってテントから外に出る。

　キャンプ場を離はなれしばらく歩くと、森が広がっている。十郎は鬱うつ蒼そうと広がる木々の奥をじっと見つめた。

「気のせい、か？」

　嫌な感覚、もっといえば殺気のようなものを感じた気がしたのだ。それも複数の。

　銃じゆうを学校に置いてきてしまったのは間違いだっただろうか。そんなことを考える。

　一泊ぱく二日の間行動を共にすることになる子どもたちの目に、あまり物ぶつ騒そうなものを触ふれさせたくなかったため、ここには持ってきていないのである。ぬるま湯に浸つかった生活を続けていたせいで、判断を誤あやまったかもしれない。

　唯ゆい一いつの武装、背中の腰こし骨ぼねの上に差したナイフの感触を確かめると、十郎は森に踏ふみ入り手て頃ごろな木の根元に腰を下ろす。

　そしてどんな異状も見み逃のがさないよう闇やみの中に目を凝こらした。



　　　　　＊　＊　＊



　早朝の水は冷たくて心地ここちよい。

　月子はタオルで顔を拭ぬぐうと、大きく伸のびをした。

　一晩あれこれ悩なやんで出した結論は『あれこれ悩んでも仕方ない』というものだった。

　どうやったって自分にできる以上のことはできないのだ。ベストを尽つくして先生に認めて貰もらうしかない。前進したわけではないが、少なくとも気持ちの整理はついた。

　とそのとき、隣となりで顔を洗っていた女子が、ひ、と体を縮めた。

　不機嫌そうな細身の長身が、だるそうに水道の蛇じや口ぐちをひねっている。

「あ、先生、おはようございます」

「……おう」

　月子の挨あい拶さつに低い声で十郎は応じた。

　人でも殺しそうな顔をしているが、多分本当に虫の居所が悪いわけではない。

「眠れなかったの？」

　小声で問とい掛けると、ああ、ともうう、ともつかぬ呻うめき声ごえで返答があった。

「大丈夫？」

「……帰りのバスの中で寝ねる」

　乱暴に顔を洗って口をゆすぐと、十郎は歩き出す。月子はその後ろについて歩きながら言った。

「あ、あの、相談があるんだけど……」

「何だ」

「朝ごはんの料理の時も、かまどに火を点つけるのに《招しよ炎うえん》使うよね。あれ、私にやらせて欲しい」

　十郎は振り向いて月子を見、眉まゆを寄せた。

「何だ、藪やぶから棒ぼうに。魔法は使うなつっただろ」

「うん。でも、私が一人でみんなのところを回るなら、不公平は出ないよね？　やっぱり私は、魔法士だから……訓練できる機会があれば、無む駄だにしたくない、と思うの」

　用意しておいた台詞せりふを言い終えた。

　わずかの間沈ちん黙もくし、十郎はため息をつきたげな表情になった。

「……立派な魔法士になりたいんだっけか」

「う、うん」

　そう、自分は十郎のような立派な魔法士に──否いや、彼の傍かたわらに立つのにふさわしい魔法士になりたい。そう思っている。本人を前にして口にする勇気はないけれど。

　だが、次の十郎の言葉は、月子に大きな衝しよ撃うげきを与あたえた。

「なあ、雛咲。お前、魔法を上う手まく使うことがそんなに大事か？」

「え……？」

「魔ま法ほう魔ま法ほう魔ま法ほうって焦あせってるように見える。お前の歳としなら他に楽しいことも大事なこともあるだろう。魔法士以外にも将来の目標が見つかるかもしれない──そんな風には考えられねえか？」

　少々のことでは引かずに食い下がるつもりだったが、この問いには思わず言葉を失った。

　それは──どういう意味なのだろう。

　まさか、魔法士として生きていくには向いていない、と宣告されたのだろうか？

　このところ、魔法を使うことにあまりいい顔をしなかったのはそういう理由なのだろうか？

　魔法の素質を褒ほめておいて──なぜ今そんなことを言うのだろう。

　十郎は月子の表情を見、少し困ったように、あるいは苛いら立だったように髪かみをかき上げた。

「お前見てると思い出すんだよ。俺は──」

　彼が何かを語ろうとしたそのとき──突とつ然ぜん、悲鳴が響ひびいた。
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　十郎は声を聞くと同時に駆かけ出していた。

　キャンプ場の外れ、おそらく昨夜自分が見張っていた辺りだ。

　二〇秒と経たたないうちに到とう着ちやく。声の主であろう女子生徒が立ちすくんでいるのを発見する。

　そして、彼女の視線の先には──一人の男が立っていた。

　薄うす汚よごれた格好。縦にも横にも大きな体たい躯く。力強い碧へき眼がんと色の濃こいぼさぼさの金きん髪ぱつ。

　中年の白人男性だ。

　彼は十郎の姿を認めると、ゆっくりとこちらに向けて歩を進め始める。

「Freeze動くな !」　

　通じるかどうかの確信もないまま、とりあえず英語で怒ど鳴なる。

　男は足を止めた。

　そして全身を緊きん張ちようさせた十郎が何か言うより早く、口を開いた。

「ああ、すまんすまん。びっくりさせてしもたみたいやな。怪しいもんとちゃうから、とりあえずその怖こわい顔やめてもらえへんかなあ？」

　男はにいっと人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべた。



「──えっと、つまり遭そう難なんしたということすか？」

「せやねん」

　肯うなずいて紙パックの牛乳を一気に飲み干す。

「かー！　生き返るわ！　ほんまにもー、携けい帯たい落としてまうし、しんどいし、腹減るしで死ぬかと思た」

　男はアーネスト・ドレイクと名乗った。

　年ねん齢れいはおそらく三〇代半ばから後半といったところ。日本人にしてはそこそこ背が高い十郎より、さらに頭一つ近く大きい。

　自じし称よう、アメリカからの旅行者。昨日の朝、宿に荷物をおいたまま軽い散歩のつもりで山へ入り、うっかり道に迷ってさまよい続けていたのだという。

　腹ぺこだというのでパンと牛乳、切ったトマトに焙あぶったソーセージという朝食を分わけ与えたところ、瞬またたく間まに平らげてしまった。

「日本語、お上手ですねえ」

　感心したように唯里が言う。

「どうせやったら、関西弁て言うて欲しいなあ」

　にやりとアーネストは笑った。

「昔、仕事で日本に住んでたことがあんねん。で、そのときに関西の子と結けつ婚こんしてなあ。家族と仲良うしたいから、必死になって覚えたんや。──ま、結局別れてしもてんけど、勉強したことはこうして役に立っとるっちゅーわけやな」

　十郎は陽気に話し続けるアーネストを観察する。

　服の上からでも筋肉の隆りゆ起うきが見て取れる。ぴんと背筋が伸びており、立ち居振る舞まいにも視線の配り方にも隙すきがない。何らかの格かく闘とう技ぎに習熟した、おそらくは軍隊経験者だ。

　身の上話もどこまでが真実なのだろうか。うかつに信用するわけにはいかない──と、そこで生徒たちの視線がこの風変わりな外国人に集中していることに気付いた。

「食い終わったなら、さっさと片付けにかかれ」

　見み渡わたして一言言うと、子どもたちは弾はじかれたようにばたばたと動き出した。

「んー、子どもはどこでも変わらんねえ。ええもんや」

　アーネストは目を細める。

「魔法士学校のキャンプなんやてな。行き合わせたんは、ほんまに運が良かったわ。──で、先生らにちょっと相談なんやけどな。一晩さまよってたもんで、体力的に限界なんやわ。一いつ緒しよにバスで下山させてもらえるとありがたいんやけど、どうやろ？」

　確かに顔には疲ひ労ろうの色が見える。それでも楽しげに口を動かし続けているのは、生来のお喋しやべり好きだからだろうか。

　祐平と唯里の視線が、判断を求めるように十郎の方を向く。

「……昨日の夜、山の中で何か起こらなかったか？」

「あん？　何かって何や？」

　きょとんとした顔で問い返す。

　本当に心当たりがないのか、それともすっとぼけているのか、表情からは判断することができなかった。

　この男には不ふ審しんな点が幾いくつかある。

　昨夜十郎が複数の殺気を感じた森から姿を現していること。

　一晩道に迷っただけにしては異常に疲ひ弊へいした様子が窺うかがえること。相当鍛きたえた体をしているにもかかわらず、だ。そもそもこのキャンプ場は麓ふもとの街から遠く離れている。平均的な成人男性が丸一日かけて一直線に目指さない限り、踏とう破はできないような距きよ離りのはずだ。

　一見して何かを企たくらんでいたり、害意を抱いだいているようには見えないが……いずれにしても近くで直接監かん視しできたほうが良いかもしれない。

　この男が格闘技の達人か何かで、かつ良からぬことを企んでいるのだとしても、魔法の前では無力だ。仮に魔法士だとしても、自分ならどうとでも対処できる。

「いいだろう。出発は午後三時だ」

　十郎はそう決断した。
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　月子は重い足を引きずりながら歩いていた。　

　朝食後、少し休きゆ憩うけいを挟はさみ、全員でハイキングコースを一回りというスケジュールである。

『魔法を上う手まく使うことがそんなに大事か？』

　今朝の十郎の言葉がまだ頭の中をぐるぐると回っている。

（……先生、何考えてるんだろう）

　立派な魔法士になりたい。そしてずっとあの人の傍そばに居いたい。

　直接そのことを伝えたことはなかったけれど、優すぐれた魔法士になるという目標は応おう援えんしてくれているのだと信じていた。なのに──

　もう少し話をして、真意を尋たずねたかった。しかし、相変わらず唯里が十郎と共にいるため、その機会を見つけることができないでいる。

　少し後方の二人の姿をちらりと見る。

　あれやこれやと十郎を質問攻ぜめにしている唯里。面めん倒どうそうにしながらも律りち儀ぎに答えている十郎。

　普ふ段だん、月子が話しかけたときも、十郎はああやって相手をしてくれる。しかしそれは見かけによらず面倒見のいい彼にとっては特別なことでもなんでもなく、自分は大勢の生徒の一人でしかないのかもしれない。他の子たちより少しだけ距離が近いような気がしていたが、それも錯さつ覚かくに過ぎなかったのかもしれない。

　唯里と月子には三歳の年の差がある。自分から見れば一五歳は立派な大人だ。生徒と教官見習い。立場も違ちがう。

　不意に自分と彼女の差が、そして十郎との間にある距離が、埋うめようの無い亀裂のように感じられた。

　じわりと目に涙なみだが滲にじんだそのとき、駿介がこちらに視線を向けていることに気が付いた。慌あわてて月子は顔を上げ、平静を装う。落ち込んでいることを誰にも知られたくはなかった。

　駿介はすぐに目を逸そらし、誰かと会話するでもなく一人で淡たん々たんと歩を進めていく。その彼の前方には人だかりができ、陽気な声が響いている。

「ほれ、これがクマゼミ。こっちがツクツクボウシ。どや？　抜ぬけ殻がらだけ見ても結構違うもんやろ？──じゃ、ここで一つ問題。セミの抜け殻から種類の違いは見分けられる。では、オスとメスの違いを区別することは？」

　わかんない、知らない、と数人が口々に答える。

「よう考えてみいや。セミっちゅーのは服着とらんわな。人間やったらどうや？　裸はだかやったら男か女か、一発でわかるやろ？」

　うわ、せくはらー、という声。どっと笑いが起こる。

「いやいや、セミも同じやねんて。抜け殻のここ、お尻しりのとこ、よー見てみ。こいつにはちょこっと何かがついとるやん？　でもこいつにはついてない。──では、も一つ問題。ついてるのはオスかメスかどっち？」

　少し時間をおいて、再び口を開く。

「正解はメス。──ついてるほうがオスや、と思った奴やつおるやろ。何を想像したんや？　ん？」

　またわき起こる笑い声。

　関西弁の外国人、アーネストは草花や山の生き物に対する豊富な知識と、巧たくみな話術で子どもたちの人気者となっていた。

　弊へい害がいとしてたびたび一行の歩みが滞とどこおるので、先頭に立つ祐平が苦労している。

「アーネストさん、申し訳ないっすけど、さすがに列が進まないんで……」

「おお、悪い悪い。抜け殻講座はここまで。ほれ、お前ら、さっさと歩けー」

　アーネストは、群がっていた子どもたちを解散させる。ふたたび行列が進み始めると──なぜか彼は月子の隣となりにやってきた。

「よ、ツキコちゃん」

「な、何ですか？　どうして名前を？」

「他の子が呼ぶのを聞いた。いや、自分、全然笑わろてへんなあ、と思てな」

　間近で見ると本当に大きい。声が上から降ってくるように感じる。ただ、不思議と威い圧あつ感は覚えなかった。

「なーんか悔しいんよなあ、話聞こえてるはずやのに全然反応してくれんってのは。大おお阪さか人としてのプライドが傷つく、ちゅーか。あ、まあ、正確には俺、大阪人ちごてアメリカ人やけど」

「はあ……」

「何か嫌いやなことがあったんか知らんけど、人生は楽しんだもん勝ちやで。なあ？」

『そやそや』

　突とつ然ぜんアーネストに応じる妙みように甲かん高だかい声が聞こえ、月子は目を瞬またたかせた。

　いつの間にか、彼の胸ポケットから小さいカラフルなテディベアが顔を出している。

『しょぼくれた顔してると、心まで引きずられてしょぼくれんねんでー』

　月子は小首を傾かしげた。

「魔ま法ほう……ですか？」

「ちゃうちゃう、んなわけないやん。腹話術や」

　アーネストは笑いながら指でストラップを引っかけ、少々くたびれたテディベアを月子の目の前に吊つるしてみせた。

　何となく覚えがある。何年か前に流は行やったお菓か子しのおまけだ。三六五種類有り、それぞれが一月一日から一二月三一日に対応。自分の誕生日のを持っているとお守りになるとかなんとか、そんな話を聞いた記き憶おくがある。

『こうやって、口動かさんと喋るんやー。大きな人形とか口パクできるの使うと、もっとそれっぽく見えるんやけどなー』

　不器用そうな大きな手で小さなぬいぐるみの手足をぴこぴこ動かす様子が面おも白しろく、思わず月子はくすりと笑った。

「お、笑ったな」

『笑ったねー』

「子どもが辛しん気きくさい顔してんのは、耐たえられんからなあ」

『辛つらいときは無理矢理笑う！　意地でも笑う！　これが幸せの秘ひ訣けつやでー』

　確かに少し心が軽くなった気がする。

「お気き遣づかいありがとうございます。いい言葉ですね」

「俺の奥おくさんの受け売りやけどな。気分は表情によっていくらでも変えられるんや、ってよう言うとった。お産のときも痛い顔してたら余計痛くなる言うて、無理矢理笑おうとしとったくらいや。──なんか悩なやみ事ごと？　相談に乗ろか？　しがらみ無い方が力になれることがあるかもしれんで？」

「い、いえ──大だい丈じよ夫うぶです。ほんとに、個人的なことですから」

「ほーか。嬢じようちゃんは大人やな。でも、大人になるのも大人でいるのも結構しんどいことやから、無理しなや」

　そう言うと、アーネストは小さく肩かたをすくめた。

「お節せつ介かいすまんな。おっちゃんにも嬢ちゃんたちと同じ歳としくらいの息子がおるから、ちょっと気になってなあ」

「いえ、お節介とは思わないですよ。あの、息子さんはアメリカにいらっしゃるんですか？」

「いや、日本。これから会いに行く予定やねん」

「面白いお父さんで、羨うらやましいです」

　自分の父の厳いかめしい顔と比べながら、月子は微笑ほほえんだ。ほんとうに、こんな人が父親だったら楽しいことだろう。



    

  
    
      　しかし──そのとき。

（あれ？）

　月子は思わず彼を見直す。

　今、顔が一いつし瞬ゆん歪ゆがまなかっただろうか。まるで辛いのをこらえるかのように。気のせいか？

　瞬まばたきをしたときには、アーネストはもう普段の人ひと懐なつこい表情を浮うかべ、おおきに、と笑っていた。
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　朝の特別対策局のオフィスは活気に溢あふれている。

　所属魔法士の数、そして質において、国内随ずい一いちを誇ほこる機関である。他部署からの協力要よう請せいは数多く、常に慌ただしく人が出入りし、電話の鳴り止やむことがない。

　そんな中、能の勢せはのんびりと自分のデスクで頬ほお杖づえを突ついていた。

「暇ひまそうだなあ、おい」

　受話器を置いて、局長の淵ふち上がみが声を掛かける。

　飄ひよう々ひようとして表情の読めない四〇代。優ゆう秀しゆうな魔法士であるが、このところはあまり現場に出ることはなく、後方から指揮を執とることが多い。人じん畜ちく無む害がいそうに見えて、交こう渉しよう、折せつ衝しようの能力に長たけた食えない狸たぬ親きお父やじというのが能勢の評価だ。

「私、待機当番ですよ」

　不ふ慮りよの緊きんき急ゆう事態に備え、常に出動できる態勢を取りつつ本部で待機する特とく殊しゆ執しつ行こう官かんである。今日は能勢がその割り当てだった。不用意に出歩けないので、簡単な事務仕事や訓練程度しかできることがない。

「書類整理も報告書のまとめも終わっちゃいましたしね。人手が足りないなら、十郎さんでも呼んだらどうです？」

「椎葉は今日は子ども連れてキャンプだそうだ。羨ましいことだよ、まったく」

　淵上はぼやいた。

「育成校への出向は局長の意向でしょうに」

「最初は反省したら戻もどすつもりだったんだよ。ただ、あれで案外適性がありそうなんだよな。向こうの出雲いずも井い先生の希望もあったし」

　基本能力が高い魔法士ではなく、勤労意欲にも乏とぼしい。ならばこちらに常じよう駐ちゆうさせるよりは向こうで子どもたちを教えさせた方が、人材の有効活用になるだろうということらしい。

「取られちゃったらどうします？」

「貴重なカードを譲ゆずるつもりはないさ。今でも本当に必要なケースが起きたら、強制的に呼び出す。対たい魔ま法ほう士戦せん闘とうに限ればここで最強だからな、あいつは。……で、貴重といえばお前もなんだけどね、能勢君。待機番とはいえ──」

　淵上の声を遮さえぎったのは、机上の電話機の呼び出し音だった。ため息をつきながら受話器を取る局長を尻しり目めに、能勢は自分の携帯Ｐ情報Ｄ端末Ａを見る。ダウンロードが終わったことを確かく認にん。

「皆みなさんの邪じや魔ましても悪いんで、昼ひる寝ねでもして来ます。何かあったら起こしてくださいね」

　そう言い残して席を立った。

　特別対策局ビル内には仮か眠みん室しつが幾いくつか用意されている。能勢はその中の一つのドアを開けた。室内には二基の二段ベッド。どちらにも人ひと影かげがないことを確認し、持ってきた携帯Ｐ情報Ｄ端末Ａを取り出す。

　この中には今まで調べた資料と先ほど局のコンピュータから落とした新しい資料が、すべてまとめられている。

　まずチェックするのは、グレン・キングストン──雛咲拓たく馬まに保護を求めてきた男についてだ。

　ＰＭ社の名めい簿ぼの中に顔写真付きでその名前は存在していた。三七歳。白人男性。アメリカ合衆国ウエストバージニア州出身。大学卒業後、中ちゆう堅けん商社勤務を経て三年前にＰＭ社に入社。

　もっとも彼もＰＭ社に飼われている魔法士の一人なのだとしたら、これらの経歴もまったくあてにならないということになるが。

　能勢は事の成り行きに関して、仮説を立ててみた。

　キングストンは雛咲を通じて日本政府に接せつ触しよくし、ＰＭ社が不正に魔法士を囲っていることを告発しようとする。ＰＭ社はいち早く政府に圧力を掛け、そして裏切り者を始末するために氷ひ見み谷やを日本に送り込む。

　──そういう図であると考えれば、しっくりくる。

「とすると、時間はあまりないですかね」

　小さく呟つぶやいた。

　キングストンを始末してしまえば、氷見谷は日本を離はなれてしまうだろう。そうなれば彼と再び遊ぶ機会を得るのは難しくなる。

　携帯Ｐ情報Ｄ端末Ａを閉じ、ベッドの上に置く。大きく息をついて、頭の中を整理する。

　どういう追い方が効率的だろうか。

　キングストンが魔法士なのだとすれば、氷見谷の連れている部下、少なくともそのうちの幾いく人にんかは魔法士である可能性が高い。全員を日本人で固められるとは思えないから、人種の入り交じった目立つ集団になっているだろう。

　表おも沙てざ汰たにできる案件ではない以上、魔法戦を行えば同時にもみ消し工作の必要が生じる。各所に圧力を掛け、魔法が使われた形けい跡せき、記録を抹まつ消しようしにかかるだろうが──『そういう工作を行った』という痕こん跡せきまで消すのは不可能だ。マスコミや警察に対しては隠いん蔽ぺいできるとしても、魔法が絡からんでいるならこの特別対策局には必ず何らかの情報がもたらされるからである。それを掴つかんで、出国前に氷見谷の身み柄がらを押おさえる。

　受け身の形になるのが少々気に入らないが、それなりにあてにできる手だろう。

　あるいはキングストンから辿たどるという方法もある。

　彼はなぜ保護を求める先として日本を選んだのか？　もしかしたら、かつて何か日本に縁えんがあったのかもしれない。彼の過去や名前を変える以前の身分を調べていけば、立ち寄りそうな場所、身を隠かくしそうな場所の見当を付けることができるかもしれない。もちろん、空から振ぶりに終わる可能性も低いものではないだろうが……

「まあ、打てるだけの手は打っておきますか」

　能勢は一つ肯うなずいた。こと『楽しい玩具おもちや』を手に入れるためなら、苦労も努力も厭いとわない性格なのである。

　氷見谷の動きには網あみを張っておくとして、とりあえずは能動的に動けるキングストンの方からだ。

　魔法士がそれまでの自分を捨て、まったく新しい身分と経歴を手に入れる──国の管理下に置かれている以上、これは決して容易なことではない。しかし、厳しい監かん視しの目が緩ゆるむケースがたった一つある。

　すなわち『死亡した場合』だ。

　死んだと思わせることができれば、あとは新しい身分を調達するだけで別人を作り上げることができる。

　グレン・キングストンに関する自分の推測が当たっているなら、『かつて日本に入国したことがあり、現在は死亡したことになっている魔ま法ほう士』という条件でかなりのところまで絞しぼり込めるはずだ。

「……と、それは氷見谷にも言えますね」

　まず必要なのは魔法士の死亡者リスト。

　携帯Ｐ情報Ｄ端末Ａを開き、能勢は目当てのデータへのアクセスを開始した。



    

  
    
      三章　　奇きし襲ゆう






　斜しや陽ようの差し込むバスの車内、遊あそび疲つかれたのか子どもたちの半数以上は安らかな寝ね息いきを立てていた。

　何事もなく終わったな、とその光景を見ながら十じゆう郎ろうは大きく息を吐つく。

　アーネストというアクシデントがあったため予定より数十分遅おくれたが、このくらいは誤差の範はん囲い内ないだろう。

　当人は、起きている一部の生徒たちを相手にトランプなどをやっている。その姿は子ども好きのおじさん以外の何物でもない。

（取とり越こし苦ぐ労ろうだったか？）

　十郎は思う。もちろん街に着いて彼を降ろすまでは安心できないが──少しくらいなら気を緩めても大だい丈じよ夫うぶだろうか。

　視線を動かす。トランプに加わるでもなくお喋しやべりをするでもなく、珍めずらしく一人でぼんやりとしている月つき子こと目が合った。と、十郎が何か言うより先にふいと視線を逸そらされる。

　元気がない──というか少し様子がおかしいような印象はあった。思い返せば、このキャンプが始まったころから、妙みように張り切ったり、かと思うと突とつ然ぜん落ち込んだり、普ふ段だんの様子とは違ちがっていたような気がする。学校に戻ったら、少し話でも聞いてみたほうがいいかもしれない。

　前方に向き直ると鈍にぶい頭痛が走った。十郎は顔をしかめる。

　昨夜の徹てつ夜やが響ひびいている上、乗り物酔よいの兆候が出始めている。コンディションは最悪に近い。

「……卯う滝たき」

「はい！」

「俺は少し寝ねる。何かあったらすぐ起こせ」

「はい！　お疲れさまです！」

　なぜか元気一いつ杯ぱいの唯ゆい里りの返事を聞きながら、十郎は目を閉じた。

　本格的に寝入ってしまわないよう意識は浅く保ったまま、体の力を抜ぬいていく。疲ひ労ろうがゆっくりと溶とけ消えてゆくのをイメージし──

　とそのとき、バスが急停止した。

「どうかしました？」

「いや、道の上に何かでかいのが落ちてて、通れなくなってるんですよ。木──かな、あれ」

　困こん惑わくしながら祐ゆう平へいに答えている運転手の声が聞こえた。

　十郎はため息をつきながらゆっくりと身を起こし、目を開ける。

　子どもたちとアーネストが何事かと立ち上がって前方に視線を向けていた。

　フロントガラスの向こうを見ると、倒たおれた木が道をふさいでいた。右手は山の斜しや面めん、左手は崖がけ。迂う回かいするスペースはなさそうだ。

「ちょっと様子見てきますね」

　運転手は外に出て行く。

「あららら、こらえらいことになっとるな。──あ、運転手さん、俺も俺も」

　そう言うと、なぜかアーネストも後に続いた。

　障害物は結構な大きさだ。人力で動かすのは難しいだろう。

（まあ、魔法ならどうにでもなるか）

　十郎はそう判断する。キャンプの間は基本的に魔法を禁止していたが、生徒にやらせてみるのもいいかもしれない。

　過不足無く適当なレベルで魔法を使いこなせる者と言えば──

「最さい部べ」

　名指しされた駿しゆ介んすけは面めん倒どうそうに舌打ちし、十郎を見た。

「……何だよ」

「《見みえざる手て》であれを道からどかせてみろ」

「はあ？　なんで俺がんなことやらなきゃならねーんだ」

「実習だよ。ここまで大きなものを動かす機会は、学校ではなかなかないからな。外に出るぞ」

　十郎と、当然のようにくっついてきた唯里はバスから出る。舌打ちしながらも駿介は後ろに付いてきた。

　と、そのとき、大きな声が聞こえた。

「わ、私も行きます！」

　月子が席を立ち、こちらにやって来た。

「最部一人で十分だ。戻もどってろ」

「やります！　やらせてください！」

　十郎の言葉には従わず、彼女はぴょんとステップから飛び降りた。

　さほど自己主張の強くないこの少女にしては珍しい言動だった。やはりどこか様子が変だな、と思いつつ、十郎は口を開く。

「二人も必要ねえよ。一〇秒で終わる仕事だ」

「だったら私が一人でやります！」

　ますますらしくない物言いである。十郎は眉まゆを寄せた。

「だから大した作業じゃねえって。お前が出るまでもねえだろ。何ムキになってんだ」

「──ム、ムキになんかなってません！」

　半ば叫さけぶような声に、唯里や駿介、そしてバスの中の生徒たちの視線が集中した。

　月子は我に返り、あ、と小さく言って赤面する。だが、今回はそこで抗こう弁べんを諦あきらめたりはしなかった。

「だ、だって、納得がいかないんです。どうしても」

「何がだよ」

「私は立派な魔法士になりたい。先生は、私の目標を知ってるはずです。でも、最近はなぜか私に魔法を使わせてくれませんよね。それどころか、私が魔法を使うことを良く思っていない。どうしてなんですか？　まるで──私が頑がん張ばるのを邪じや魔ましているみたい」

「…………」

　十郎はとっさに言葉を見つけることができなかった。それが理由なのだとしたら──

（おい、待てよ。つまり──）

　彼女がおかしかった原因は、自分だったということか？

「私は……私は、先生が──」

　月子がさらに何か言いつのろうとする。しかし──その瞬しゆ間んかんだった。

「あほっ！　伏ふせぇ！」

　アーネストの大声。

　怒ど鳴なられた運転手はきょとんと立たち尽つくす。

　倒とう木ぼくの傍そばの二人目がけて光こう弾だんが降り注ぐ。

　運転手の胸を一条の光が射い貫ぬく。

　一瞬遅おくれて血が吹ふき出す。

　運転手は崩くずれ落ちる。

　──一連の光景が、まるでスローモーションのように感じられた。

（……《魔ま弾だん》か？）

　魔法による襲しゆ撃うげき。気配を消して行われた完全な不意打ち。

　戸と惑まどった分、半瞬──わずかに半瞬十郎の対応が遅れた。

　生徒たちを庇かばおうと動いた瞬間、同時に攻こう撃げきの第二波。今度は立て続けに数発の巨きよ大だいな《魔ま弾だん》が道路に弾はじけ、爆ばく風ふうを巻き起こす。

　閃せん光こうが網もう膜まくを焼き、爆音が鼓こ膜まくを叩たたく。

　視覚も聴ちよ覚うかくも失われた世界の中、十郎は自分の体が崖の方へ吹き飛とばされ、落ちていくのを知覚した。
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　卯滝唯里が『彼女』に命を助けられたのは、八つのときだった。



　卯滝家の三人の子どものうち一番上の姉を除いた二人、すなわち唯里と弟は魔法士の天分を備えており、幼いころから育成校で教育を受けていた。

　幸いなことに、両親はきわめて善良かつ公正な人ひと柄がらであったため、子どもたちはまっすぐに成長していくことができた。それなりに裕ゆう福ふくでそれなりに仲の良い、まずまず幸せな家庭だったと言えるだろう。

　そんな一家がテロに巻き込まれたのは、夏休みを利用した海外旅行の際のことだった。武装した数人の男たちが、日本人観光客のためにチャーターされたバスを乗っ取ったのだ。

　運の悪いことに犯人の一人が卯滝家の席の近くに陣じん取どっていた。

　言葉は通じない。そもそも彼らの主義主張など知らないし、興味もない。しかし幼い唯里は、その威い圧あつ的てきな態度と時折振ふるわれる暴力に対して、強い憤いきどおりを抱いだいていた。

　怒鳴る、小こ突づく程度ならまだ我が慢まんできる。しかし、髭ひげの男が姉に銃じゆうを突つきつけながらその胸を鷲わし掴づかみにし、そして大好きな姉が恐きよ怖うふと嫌けん悪おに顔を歪ゆがませるに至って、彼女の忍にん耐たい心しんは限界に達した。覚えたばかりの魔ま法ほうを使って、テロリストから銃を取り上げようとしたのである。

　しかし、その試みは失敗に終わった。才能豊かな唯里と言えど、極きわめて未熟な《見みえざる手て》では屈くつ強きような男の腕わん力りよくを上回ることはできなかったのだ。

　結果として唯里が魔法士であるという事実は犯人たちの知るところとなり、そして彼らは即そく座ざに射殺の決断を下した。

　男の一人が恐おそろしい顔で何かを喚わめく。

　銃の引き金を引く。

　乾かわいた炸さく裂れつ音おん。

　思わず唯里は目を閉じる。

　そして──

　そして、何も起こらなかった。

　恐る恐る目を開けた唯里が見たのは、なぜか空中で静止している弾だん丸がんと唖あ然ぜんとしている男の顔。

　次の瞬間、魔法回路が五つ同時に起動され、車内にいた五人の男はあっさりと叩き伏せられていた。

「大だい丈じよ夫うぶだった？」

　ぽかんと口を開けて固まっている唯里に、眼鏡を掛かけた女性が穏おだやかに微笑ほほえみ掛けた。バスに乗り込むとき、一言二言会話を交かわした記き憶おくがある。確か、一人旅だとか言っていたお姉さんだ。

「勇気を出して行動するってのは立派なこと。でも、気持ちに振り回されて無茶をしちゃ駄だ目めだよ。お父さんお母さんが心配するからね」

　頭を撫なでられて、ようやく自分は死ぬところだったのだという実感が沸わき上がってきた。

　唯里は泣きながら、こちらも涙なみだぐむ両親の胸の中へ飛び込んだ。

　ずっと後で聞いた話だが、現地のテロ組織に不ふ穏おんな動きがあるという噂うわさを入手していた政府が、念のために特別対策局というところから魔法士を護衛として派は遣けんしていたのだということだった。

　名前も知らない、あの優やさしそうなお姉さん。

　そのときから彼女が唯里の生しよ涯うがいの目標となった。



「──滝、卯滝！」

　自分の名前を呼ぶ声に、唯里はうっすらと目を開けた。

　妙みように体がふわふわする。まるで柔やわらかな寝しん台だいに横たわっているような──

「……あれ？」

　ここどこ？　と思った瞬間、急速に意識が鮮せん明めいになった。草むらの上で気を失っていたらしい。

　記憶が戻ってきた。そう、上の道路から何者かの魔法で吹き飛ばされたのだ。

「生きてるようだな。怪け我がは？」

「だ、大丈夫です、多分」

　十郎に向かってそう返答し、ゆっくりと体を起こす。どこにも痛みはない。柔らかい草と地面がクッションの代わりになったようだ。運が良い。

　唯里は立ち上がり、ぱんぱんと服をはたく。

「椎しい葉ば先生は、怪我してないですか？」

　言ってから、彼の左手が不自然にだらりと垂れ下がっていることに気付いた。

「……落ちたときに軽く打った。骨まではやられてねえはずだがな。一応聞くが、お前、医いり療よう魔ま法ほうは使えるか？」

「いえ……。あの、確か嘉か神がみ先生が専門でしたよね。早く戻って治してもらえば……」

「戻れれば、な」

　難しい表情で十郎は言う。

「集中してこのあたりのマナを探さぐってみろ。《隠いん匿とく》掛かってるが、お前なら感じ取れるだろう」

「は、はい」

　言われた通りにし──そして唯里は息を呑のんだ。

（なに、これ……）

　細さい胞ぼうのように連結された魔法回路の、巨大な集合体が目の前にあった。

　一つ一つがまるで生きているかのように脈動し、不気味にうねうねと蠢うごめいている。生理的な嫌悪を催もよおさせる光景である。

「見てろ」

　十郎は近くの木から小枝を折り取ると、魔法回路の壁かべに向かって投げつける。と、その瞬間、中空に肉色をした触しよ手くしゆが出現、槍やりのように鋭するどく伸のびて枝を破は砕さいした。

「《生いける壁かべ》って魔法だ。俺らが落ちてきた後、一気に展開しやがった。《維い持じ》《自じ律りつ》《増ぞう殖しよく》……色々組み込んだカスタマイズ仕様。近付くと実体化して妨ぼう害がい、攻撃、しかも勝手に増殖してどんどん高く分厚くなりやがる。俺らを逃にがしたくねえ奴やつが居るってこったな。偶ぐう然ぜんか妨害されてんのか、携けい帯たいも通じねえようだし」

　おぞましい魔法回路の集合体はドーム状になってすでに一帯を覆おおっている。唯里は思わず顔をしかめた。

「あの、なんで私たちなんでしょうか？」

　魔法士がテロの標的になることがあるという話は聞いている。現に守もりヶが丘おか育成校も過去に反魔法系の団体に狙ねらわれたそうだ。しかしそれなら、崖がけに転落した自分たちではなく、バスの方を襲おそうのではないかと思う。

　魔法士が襲撃に加わっている理由もよく分からない。通常は術者の周囲に展開されるはずの魔法回路を、こんな形で独立して存在させるには相当に高度な技術を要するはずだから、かなりの腕うでを持った人間なのだろうが──しかし、なぜ？

「さあ、な」

　十郎は短く答えた。何かに気付いていて、あるいは何かを知っていて言葉を濁にごしている、そんな風にも見える。気のせいだろうか。

「確かなのは俺たちが攻撃を受けているってことだけだ。複数の魔法士からな」

「ふ、複数？」

「《魔ま弾だん》の数と角度の多た彩さいさから判断した。一人じゃ、あれは無理だ。おそらく三人以上は居る」

　状じよう況きようの厳しさとはうらはらに、十郎の声は落ちついていた。不安と緊きん張ちようの一方で、さすがだなあ、と唯里は感心する。

「──つっても、別に全員を相手に戦う必要はねえ。最優先は一いつ緒しよに落ちた雛ひな咲さきや最部を捜さがすことだしな」

「助けに行くんですね！」

「あいつらを助けたら、逃げる。この《生いける壁かべ》はそのとき俺が何とかする。──以上が基本方針だ。手を貸せ、卯滝」

「は、はい！」

　唯里は気分が高こう揚ようしてくるのを感じた。

　子どもたちのために悪の魔法士に立ち向かう、これは自分がずっと夢見てきたシチュエーションではないだろうか。



　そう、今度は自分が他者を護まもるのだ。あの人のように。
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　絡からまっていた左の袖そでを外す。自由になった腕で体を支えながら、今度は枝に捕とらわれていた右足を抜ぬく。それでようやく四し肢しが自由になった。

「よいしょ……」

　ゆっくりと体を動かし、枝の上に腰こし掛かける体勢になる。

　上から落ちてきて、木に引っかかったのである。擦すり傷きずを幾いくつか作った程度で済んだのはよかったが、運動神経にあまり自信がない月子にとって無事に下まで降りるのは結構な難業になりそうだった。

　地面までは二メートルほど。

　飛び降りられるかな、大丈夫かな、と逡しゆん巡じゆんしていると──乾いた音を立て、体重を預けていた枝が折れた。

（しまった──）

　まずい、落ちる。そう思った瞬しゆ間んかん、誰かの起動した魔法回路の瞬またたきと、《見みえざる手て》が自分を優しく包み込むのを感じた。

　宙に投げ出された体はそのままゆっくりと地面の上に着地した。

「椎葉──先生？」

　助けてくれた恩人の姿を求めて周囲を見み渡わたすと、不ふ機き嫌げんな声で応答があった。

「……悪かったな、椎葉じゃなくて」

「あ──」

　少し離はなれた草むらの上に駿介が立っていた。

「ご、ごめんなさい、まさか最部君だとは思わなくて」

「謝んな。うっとうしい」

　さらにいらいらとした口調。

「あ、その──じゃ、あ、ありがとう」

「鈍どん臭くさくて見てられなかっただけだ！　礼を言われる筋合いもねーよ！」

　怒ど鳴なられて、思わず月子は半歩下がった。余計に怒おこらせてしまったようだ。

　以前に紗さ弓ゆみがこのところ最部君はおとなしくなった、などと言っていた。しかし、月子のことが嫌きらいだという点においては、以前と何も変わっていないらしい。

（どうして私、こんなに嫌われてるのかなあ……）

　泣きたくなって、小さくはなをすすった。

　周囲には二人の他に人ひと影かげは見えない。駿介の方にも大きな怪我はなさそうだった。

「あ、あの、椎葉先生とか、どうなったんでしょう。バスの中のみんなも無事なんでしょうか……」

「知らねーよ」

　駿介は素っ気無く答え、それから何か気が咎とがめたかのように舌打ちを一つしてから付け加えた。

「上からは物音は聞こえねえ。魔ま法ほうの気配もねえ。バスは大丈夫だろ」

　月子は急きゆう斜しや面めんを見上げた。木々に遮さえぎられてバスの停とまっている道は見えない。

　──と、そのとき、妙な気配に気付いた。

「……何？　これ」

「あん？」

「あ、あの、最部君は、感じませんか？」

「感じるって──何をだ？」

　斜面側、二人から数メートルの位置に魔法回路の巨きよ大だいな集合体がある。

　駿介が認にん識しきできず、月子も気付くのが遅おくれたのは、魔法の気配を隠かくす付加式が組み込まれているからだろう。

（確か──《隠いん匿とく》って言うんだっけ）

　それにしても異様な魔法回路だった。一つ一つは小規模ながら、それらが無数に癒ゆち着やく、蠢きながら新たな魔法回路を生み出し、自らをどんどん成長させている。

　ミミズ、ウジ、イモムシ、ナメクジその他の軟なん体たい動物が何万匹びき、何十万匹と集まり絡まり合い増殖しながら肉壁を構成している──喩たとえて言うならそんな感じ。自分の連想に気分が悪くなり、月子は思わず口元を押おさえた。

「おい、何があるんだ？　説明しろよ」

「お、大きな魔法回路です。この辺り一帯を囲んでいます。多分、私たちを逃がさないように、檻おりとか籠かごみたいな役割をしてるんじゃないかと……」

「ふーん。んじゃ、それをぶち破ったら脱だつ出しゆつできるってわけだな。どの辺だ？　もうちょい向こうか？」

　無造作に駿介は『壁』に向かって足を進める。

「あ、あの、最部君、不用心に近付くとあぶな──」

　月子はそこで言葉を切った。

　眉まゆをひそめながら振ふり返った駿介は、月子の視線を追い、そして軽く目を見張る。

　見知らぬ男が立っていた。

　髪かみの色は黒いが日本人ではないようだ。おそらく中南米とか、あちらの方の顔立ちに見える。

　二人が戸と惑まどっていると、男は問とい詰つめるような口調で何事かを喚わめいた。

「……何だ？」

「英語です、多分」

　父親の方針で幼い頃ころから学ばされてきたため、月子はある程度英語を理解することができる。もっともこの男の話すものは、癖くせが強い上にスラングがふんだんにちりばめられており、完かん璧ぺきに理解するのは難しかったが。

「魔法回路の気配がどうとか、キングストンはどこだ？　とか……」

「キングストンって何だよ」

「さあ……」

　求める答えが得られそうにないことに苛いら立だったのか、男は舌打ちをし悪態をついた。

　月子の耳は、その下品な早口の中から『ぶっ殺しとくか』という物ぶつ騒そうな一言を拾い上げる。

「あ、あの──」

　組み上げられる《魔ま弾だん》の魔法回路。

「あの、えっと、ちょっと待って下さい」

　月子の制止を無視して膨ふくれあがる殺気。

　だが──次の瞬間、男の姿は吹ふっ飛とんで二人の視界から消えていた。

　突とつ然ぜん横合いから現れた何者かが殴なぐり飛ばしたのだということに気付いたのは、人影がさらに地面を蹴けって追つい撃げきに移ってからのことだった。

　木立の陰かげで何かが潰つぶれるような嫌いやな音、そして静せい寂じやく。

　やがてゆっくりとアーネストが姿を現した。

「やー、助かった助かった。こいつ、君らに気ぃ取られてて全然俺に気付いてんかったもんなあ。あっさり殺やれたわ」

　キャンプ場やハイキングコースを歩いていたときと同じ、陽気な表情。

　生き死にの闘たたかいの直後に笑うことのできる人種。

（この人……）

　自分は知っている。十郎や能の勢せ、学校を占せん拠きよしたテロリスト、そして今殺された名前も知らない魔法士もそうだろう──殺し殺されることを日常とする種類の人間だ。

　口を閉じたままの月子に代わり、駿介が前に出た。

「オッサン、今の、魔法だよな？」

　動作そのものは単純。踏ふみ込んで相手を殴っただけである。

　だが、その動きも速度も威いり力よくも、常じよ軌うきを逸いつしていた。人間が修練で到とう達たつできるレベルではあり得ない。

「そ。《瞬しゆ動んどう》っていうんや。単体の魔法じゃなく、幾つかの魔法回路を状況に応じて組み換かえてコントロールする術やから、けっこう難しいねんで。君にはまだまだ無理やろうけど、望むんやったら教えたっても──」

「聞いてねーよ！」

　駿介が怒鳴った。

「短気な子やねえ。男は心に余よ裕ゆうがないともてへんで」

　アーネストはわざとらしく肩かたをすくめてみせた。駿介がさらに激げき怒どしそうになったので、月子は慌あわてて割り込んだ。

「あ、あの──いったい、何がどうなってるんでしょうか。バスのとこで襲おそわれたり、えっと、今の人とか、この気持ち悪い魔法回路とか──」

「ん？　君、《生いける壁かべ》見えるんか？……ふーん、こんなところに、えらい掘ほり出しもんが居たもんや。奴やつらは魔法使えるのは俺だけやと思とるはずやから、アドバンテージになるかもな」

　アーネストは目を細める。

「奴らってなんだよ。お前、知ってんのかよ！」

「……狙ねらわれてるの、アーネストさんなんですか？」

「おっと、こら失言」

　冗じよ談うだんめかして片目を瞑つぶったが、彼は月子の言葉を否定しなかった。

　月子は肌はだが粟あわ立だつのを感じる。

　人の好いいおじさんだと思っていたアーネストが、今は何か得体の知れない存在に変わってしまったように思われた。

「巻き込んでしもたのは悪かったな。でも、こうなった以上、俺らは、えーと、イチレンタクショーや。──って使い方これでおおてるんかいな」

「どういう意味だよ」

「ん？　イチレンタクショーってのは仏教ブツデイズムの言葉で──」

「違ちがう！　まだあいつの仲間が居るのか？　俺らを殺しに来るのか？──そもそも、お前、いったい何者なんだよ！」

「声がでかい。奴らに見つかんで」

　駿介はぴたりと口を噤つぐむ。

「そうそう、それでええ。ちなみに俺やそこで転がっとる奴が君らを見つけたのは、《見みえざる手て》の魔法回路を感知したからやね。緊きんき急ゆう時以外、魔法の使用も慎つつしむこと。──ほなら、移動しよか」

　そう言うと、すたすたと歩いていく。

「お、おい、質問はまだ……」

「もう殺し合いが始まっとるんやで。奴らは子どもにも容よう赦しやせん。一いつ緒しよに来るんやったら、可能な限りは護まもったるって言うとるんや。一人きりより、二人だけより、三人でつるんでた方が生き残る確率が上がるってもんやろ？」

　アーネストは足を止め、振り返って笑った。

「やから、おっちゃんについといで。悪いようにはせんから。──ああ、張はり巡めぐらされてる《生いける壁かべ》には絶対触さわらんように。死ぬでな」

　そう言うと再び歩き出す。

　月子と駿介は戸惑った顔を見合わせ──そして彼の後に続いた。
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　午前中から夕方までの間に、能勢は数通のメールを送り数本の電話を掛かけた。

　まず成果があったのは、グレン・キングストンに関する調査である。勤めていたという商社に連れん絡らくを取り、彼に関する資料を取り寄せたのだ。

　ネット経由で即そく時じ届けられたファイルを確かく認にんする。書類上の入社時期と退職時期は、ＰＭ社の資料と矛むじ盾ゆんしていない。

　次に能勢は当時の彼の上司、同どう僚りように連絡を取った。日本の政府機関の捜そう査さだ、と言ったせいか、皆みな協力的だった。

　面おも白しろいことに、誰もキングストンの正確な退職時期を記き憶おくしていなかった。何でも、姿を見なくなったと思ったら、いつの間にか辞やめていたというのである。無断欠勤、失しつ踪そう、自殺、などという噂うわさも出たらしいが、いつのまにか忘れ去られていったようだ。

（──典型的ですね）

　アメリカ合衆国には社会保障番号制度というものがあり、割り当てられた番号が身分の証明として機能するようになっている。

　ところが、正式なものであるにも拘かかわらず、実質的には該がい当とう者しやの存在しない番号が発生することがある。失踪、死亡したのに届けが出されていない場合、金に困った、あるいは身分を隠したい者が売うり払はらう場合、などだ。

　無論違い法ほう行こう為いであるが、これを入手して工作すれば、誰でも新しい自分になることが可能になる。ＰＭ社が組織ぐるみでバックアップしているなら、さらに事は容易になるはずだ。

　おそらくこの商社のグレン・キングストンとＰＭ社のグレン・キングストンは別人だろう。旧キングストンが何らかの理由で行方ゆくえ不明になる、あるいは人知れず死ぬ。彼の社会保障番号を手に入れたＰＭ社が、それを新キングストンに与あたえる。新しい身元、一丁あがりというわけだ。確証は無いが、間違いない。

　問題はこの新キングストンの元の名前だ。

　まず調べるのは、日本に滞たい在ざい経験があり現在は死亡扱あつかいとされている魔ま法ほう士。

　入国管理局のデータは比ひ較かく的てき参照しやすいが、ここに登録されていない大使館関係者や在日米軍となると、話がややこしくなる。多少手間はかかるだろうが閲えつ覧らん申しん請せいしておくか、と思ったとき、能勢の携けい帯たいが鳴った。

「はい、能勢──ああ、ありがとうございます。申し訳ありませんが、仮か眠みん室しつまで持ってきていただけませんか？　いまここで作業してるもので」

　頼たのんでおいた別件の書類が届いたようだ。

　ほどなくやってきた事務員に礼を言って、能勢は封ふう筒とうを受け取った。

　五年と少し前、腕うで利ききの特とく殊しゆ執しつ行こう官かんたちが平和維い持じ活動の一いつ環かんとして送り出された中東の小国で殉じゆん職しよくした。これはそのときの資料である。

　椎葉一いち花か、石いし暮ぐれ陸りく人と。他に御み小こし柴ばり亮よう、葛かつ城らぎ功こう哉や、九くよ曜うあ晶きら、乾いぬい廉れん平ぺい、才さい賀が翔しよ太うた郎ろう、名な坂さか千ち早はやの八人。

　このうち石暮──シグレと呼ばれていたあの男は、死んだと見せかけて身を隠かくし反はん魔ま法ほう団体のテロに手を貸していた。彼について調べれば、魔法士が生存の痕こん跡せきを消し、新たな身元を手に入れるルートについて何か分かるかもしれないと考えたのである。

　封筒の中身は八人の略歴、当時の任務の概がい要よう、報道記事など。当然の話であるが、いずれも公開して問題ないような当たり障さわりのない内容ばかりだった。あまり期待はできなそうだ。

　先立って数年分の国内魔法士の死亡者リストも手に入れていたのだが、こちらも簡潔なもので役には立たない。

　これ以上詳くわしい魔法士の個人情報となれば、機密度はかなり高くなるだろう。

　手立てがないわけではない。特別対策局所属ということで、一応能勢は国内魔法関連データのかなり深いところまでアクセスできる。が、同時にそれは調べた痕跡が残るということでもある。身分が身分だけに足が付きやすいのだ。一度手を引けと言われている以上、上層部を刺し激げきするところまで踏み込むのは避さけたいところなのだが……

「宮仕えも痛いたし痒かゆしなんですよねえ。どうしたものか」

　呟つぶやきながら、ベッドの上に新聞記事のコピーを並べていく。

　当時はかなり大きく報道されたはずだ。十郎の姉やあのシグレも含ふくめ、犠ぎ牲せい者しやたちの写真が載のせられている。

　と、能勢は手を止めた。

「──なるほど」

　唇くちびるが笑えみの形に歪ゆがむ。

「ここにいたのですか」

　一八歳さいから三五歳までの八人の男女のモノクロ写真。

　そのなかにＰＭ社の社員にしてグレン・キングストンの追つい跡せき者しや──氷ひ見み谷や晃こうと名乗ったあの男の顔があった。
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「一いつ般ぱん人じんを巻き込めば手を出さないとでも思ったのかな？　浅はかなことだ」

　彼はそう呟いた。

　ＰＭ社としてはあまり事を荒あら立だてたくない──それは確かに間ま違ちがっていない。だからこそ、グレン・キングストンが日本に逃にげ込もうとしたとき、根回しして保護命令を取り消させ、こちらの『始末』を黙もく認にんするよう話を付けたのである。

　しかし、メリットとデメリットを比ひ較かくして、そうする価値があるという結論に達したならば、手て控びかえるつもりはない。

　至上命令はグレン・キングストンを殺すこと。巻まき添ぞえが一般人数人程度で済むのであれば、十分強きよ硬うこう手段を行使する理由になるのだ。

　この国で特殊執行官をやっていたころ、民間人の殺害任務は何度も経験した。

　最後の、あの海外でのゲリラ殲せん滅めつの時もそうだった。欠片かけらほどの疑ぎ惑わくさえあれば、老若男女一切区別せず、平等に皆みな殺ごろしにしていった。

　心の整理を付けるのに苦労していた同僚も居たようだ。しかし優ゆう秀しゆうな戦士特有の極めて柔じゆ軟うなんな精神性を備えていた自分は、すぐに適応することができた。

　コツは仕事を愛することだ。どんな作業であっても、好きになってしまえば鼻歌交じりにこなせるようになる。つまり、怯おびえ惑まどう瞳ひとみの色を、断だん末まつ魔まの悲鳴を、血と臓物の臭においを心から愛してやれば、とてもとても楽しい思いができるのだ。任務を果たし、同時に気持ちよくなれる。まさに一石二鳥である。

　──そんな自分が、子どもを盾たてに取った程度で躊ちゆ躇うちよするとでも思っているなら、あまりにも甘あまい。甘い甘い甘い。

「結局、この狩かり場ばに飛び込んだのは何人だ？」

「上の道路から落下した人数を確認する限り五人です、“〝紫水晶アメシスト”〟。キングストンの他に男一人、女一人、子どもが男女一人ずつ」

　一つ肯うなずき、部下に指示を与える。

「全員処分。見つけ次第殺して、死体は《壁かべ》に食わせとけ」

　彼──“〝紫水晶アメシスト”〟が半径一キロの範はん囲いに張り巡らせた《生いける壁かべ》は、近付くものを捕ほ食しよくし溶よう解かいするという機能を持つ。獲え物ものの逃とう亡ぼうを防ぐだけでなく、死体処理の手間も省いてくれるというわけだ。

　グレン・キングストンを始末するために、ＰＭ社は日本に魔法士のチームを派は遣けんした。

　“〝紫水晶アメシスト”〟をリーダーとし、“〝血玉石ブラツドストーン”〟、 “〝珊瑚コーラル”〟、 “〝金剛石ダイアモンド”〟、 “〝翠玉エメラルド”〟、 “〝蛍石フローライト”〟、 “〝柘榴石ガーネツト”〟のコードネームで呼ばれる七人。国こく籍せきや経けい緯いは様々だが、いずれも国に居場所をなくしＰＭ社に拾われた魔法士である。

「……で、“〝珊瑚コーラル”〟はどうした？　まだ戻もどらないのかな？」

「戻らないですね。やられたんじゃないですか？」

　魔法回路の起動される気配を感じたということで、部下が一人で様子を見に行ったのである。どうやら返り討うちにあったらしい。

“〝紫水晶アメシスト”〟は舌打ちした。

「気を引き締しめていけよ。相手も魔法士だからな」

　もっとも、はみ出し者揃ぞろいの部下たちにチームワークや統制の取れた行動は期待できない。嗜しぎ虐やく心を刺激し、獣じゆ性うせいを解放させるのが一番効率よく終わらせる方法だと判断し、今回、こういう狩り場を用意したというわけだった。キングストンはそこそこ使える魔法士ではあるが、所しよ詮せん多勢に無勢だろう。

“〝紫水晶アメシスト”〟は部下たちの顔を見み渡わたした。

「キングストンを殺した者には、ボスから一〇万ドルのボーナスだったな。それ以外の一般人には一人につき二万、俺から出そう」

　男たちのどう猛もうな顔に、喜色が広がった。

「ただし、俺の《壁かべ》や《蟲むし》に喰くわれた獲物は俺の手て柄がらとする。早い者勝ちだ」

　言葉と同時に魔法回路を起動。“〝紫水晶アメシスト”〟の手元に体長二〇センチほどの魔法生物が生まれ、ぼとりと地面に落ちる。大きな口を持つヒルに似たそれは、一つ身をくねらせると、異様な速さで茂しげみに飛び込み姿を消した。

《罠わな蟲むし》と呼ばれる自律型疑似生物を生み出す魔法である。

　草の中、岩の陰かげなど隠れるに適した場所を見つけると潜ひそんで気配を消し、近くを通った獲物に襲おそいかかる。標的の条件は施しじ術ゆつ者が自由に決められるため、森林など障害物の多い場所では特に重宝される術だった。現在は、「“〝紫水晶アメシスト”〟たちキングストン追つい跡せきチーム以外の人間」が攻こう撃げき対象として設定されている。

「俺は一応“〝珊瑚コーラル”〟の所在を確かく認にんしに行く。お前たちは好きにやれ。共きよ闘うとうするも、単独で狩るも自由。以上。解散」

“〝紫水晶アメシスト”〟の言葉を合図に、男たちは動き出した。
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「……悪あく趣しゆ味みだなあ、これ」

　唯里は歩を進めながら顔をしかめている。

　藪やぶの中、木の陰、岩の裏──そこここに《罠わな蟲むし》が隠れていた。

　何も知らずに接近してきた標的に食らい付く魔法生物。それも《隠いん匿とく》《増ぞう殖しよく》が組み込まれており、隠れ潜みつつ数を殖ふやしていくという陰いん険けん仕様。術者の性格の悪さが窺うかがえるというものだ。

「近寄るなよ」

　十郎は注意した。《罠わな蟲むし》の攻こう撃げき範はん囲いは半径一メートル程度。起動させたり壊呪デイスペルしたりすればその気配は術者に伝わり、即そく座ざにこちらの居場所が敵にばれることになる。

「言われなくても近寄りませんよ……」

　うう、と声を上げて唯里は身み震ぶるいする。

《隠いん匿とく》のため十郎には《罠わな蟲むし》の正確な位置を感知することができない。しかし稀きし少ようなＡランクの素質を持つ彼女には、そのグロテスクな姿態がある程度認識できるのだろう。

　念のため十郎は魔法回路の感知能力を持つゴマイチロー、フクジローに先導させ、安全なルートを確保しながら進んでいた。

「……便利ですね、その子たち。後で作り方教えてください」

「帰ったらな」

　十郎は素っ気なく答えた。

《生いける壁かべ》はかなり広範囲にわたって設置されている。おそらくこの中に獲物を追おい詰つめて狩ろうというのが敵の狙ねらいだ。

（──やはり、あいつのせいか）

　脳のう裏りにアーネストの能天気な笑え顔がおが浮うかび、十郎は苦々しい思いで舌打ちした。

　敵は最初から生徒たちの乗るバスには関心を示していなかった。初撃の《魔ま弾だん》、標的は間違いなくアーネストだったのだ。そして仕留めるために複数の魔ま法ほう士が動員されているという事実は、彼もまた魔法士である可能性が高いということを示している。

　どんな事情があって追われているのかは知らない。だが、こんなことになるとわかっていれば、同行させたりはしなかった。今さら悔くやんでも仕方のないことだが。

　ご丁てい寧ねいに《生いける壁かべ》を設置している以上、巻き込まれた人間も生かして帰すつもりはないのだろう。

　もっとも突とつ破ぱ自体は不可能ではない。単なる壊呪デイスペルだけであれの自己修復能力を上回るのは難しいだろうが、十郎の切り札なら食い尽つくせるはずだ。

　しかし、月子や駿介がまだこの囲みの内側にいる可能性が高い以上、自分たちだけ脱だつ出しゆつするというわけにもいかない。逆に言えば、二人と合流できればこんな茶番に付き合う必要はないということであるが。

　少し前に、唯里が魔法回路の起動する気配を感じていた。今はそちらに移動しているところである。

「休むか？」

　額の汗あせを拭ぬぐった少女に十郎は言った。少々息が上がっているようだ。

「平気です！」

　元気のよい答えが返ってきた。若じや干つかんの気負いはあっても、怯えの色はない。立派なものだ。

「そうか、んじゃ頑がん張ばれ」

　正直、状じよう況きようは厳しいと判断している。

　十郎の得意とする壊呪デイスペル　──起動前に魔法回路を破は壊かいし、相手の魔法をキャンセルさせる技術──は対個人戦で非常に有効な技術だが、相手が複数居た場合、大きな隙すきを見せることになる。

　かといって、施呪キヤステイング勝負になれば、Ｄランクの十郎に勝ち目はない。

　待まち伏ぶせで敵を迎げい撃げきするのが一番効果的だが、子どもたちの捜そう索さくを急がなければならない今、その手は使えない。

　加えて左ひだ肩りかたの打だ撲ぼくも軽いものではない。全力の動きができるかどうか、微びみ妙ようなところだろう。

　──と、十郎は唯里の肩を引き、足を止めさせた。声を立てるな、と身み振ぶりで示し、小さく囁ささやく。

「その木の陰でじっとしてろ。魔法も使うなよ」

　この先から複数の人間の気配がしたのだ。

　十郎は一人で足音を消しつつ進み、茂みに隠かくれて様子を窺うかがう。

　三人の男の姿が見えた。そして彼らの足元に横たわる死体が一つ。月子でも駿介でもアーネストでもなかった。ということは、男たちの仲間なのだろう。首がありえない方向に捻ねじ曲まがっており、息がないのが一目で分かる。

（殺やったのは、あいつか）

　陽気な外国人の顔が頭に浮かんだ。既すでに戦せん端たんは開かれているというわけだ。舌打ちしたくなるのを堪こらえる。

　死体も含ふくめ、男たちの人種は様々だった。年ねん齢れいはいずれも二〇代から三〇代。

　中に一人、明らかな東洋人の姿がある。他の二人に何やら指示らしきものを与あたえているところを見ると、統率しているのはこいつだろうか。

（頭を潰つぶせば瓦が解かいする程度の集団なら楽なんだがな）

　今ここで仕し掛かけるのは少しリスクが高いか。ひとまずは接せつ触しよくを避さけて迂う回かいするべきだろう。──そう思ったとき、リーダーが首こうべを回めぐらせた。

　その瞬しゆ間んかん、十郎は息を呑のんだ。同時に全身の血液がざわめき、抑おさえがたい震ふるえが走るのを感じる。

　視界に入ったその顔に、見覚えがあった。

　五年前、姉と共に海外で殉じゆん職しよくしたことになっている特とく殊しゆ執しつ行こう官かん──その一人だった。
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　森の中をしばらく歩くと、小さな集しゆう落らく跡あとに出た。廃はい村そんになり、家屋がそのまま放置されているもののようだ。

「お、ええ感じの豪ごう邸ていがあるやん」

　アーネストは嬉うれしそうに廃はい屋おくの一つに駆かけ寄よると、二人を手招きした。

「ほい、休きゆう憩けい休憩。歩あるき詰づめやともたんからな」

　すえたような臭においのする土間に、月子は足を進めた。快適な休憩所とは言えないが、日なたを歩くよりは大分ましだ。途とち中ゆう、小川で喉のどを潤うるおす機会があったものの、体力はかなり消しよ耗うもうしている。

　二人して座り込み、大きく息をついた。

「いやー、それにしても凄すごいな、嬢じようちゃん。《罠わな蟲むし》全部見破ってたやん」

「い、いえ、そんな……」

　月子はここに来るまでに隠れていた魔法生物を何体か看破し、回かい避ひしてきた。アーネストに言わせればその感知能力は、《隠いん匿とく》の付加式を無意味にさせるほど鋭えい敏びんなものであり、驚きよ異うい的てきなレベルなのだそうだ。

　月子にしてみれば、普ふ通つうに見えるものを見えると言っているだけなので、それが凄いことなのかどうか今ひとつ実感できないでいる。あと、彼が驚おどろいたり褒ほめたりする度たびに駿介がものすごい目で睨にらんでくるので、非常に居い心地ごこちが悪い。

「のんびり休んでて大だい丈じよ夫うぶなのかよ。見付かったらどうすんだ？」

　苛いら立だちのこもった視線をアーネストに向け、駿介は言った。

「ここに居ても森ん中を歩いてても、確率は大して変わらんよ」

「ボロ屋なんて、いかにもな隠れ場ば所しよじゃねーか。真っ先に捜さがしにくんじゃねーのかよ」

「んー、そうなったらそうなったときのことで」

「おい！」

「ま、向こうかて不意打ちは怖こわいから、隠れる場所がいっぱいあるところには近付きにくいもんや。魔法で探さぐり入れてきたら、ツキコちゃんが気付いてくれるやろしね。あてにしてんで」

　アーネストは片目を瞑つぶってみせる。

「ふざけんなっ！」

　駿介が怒ど鳴なった。

「あてにしてる、じゃねーよ！　狙われてんのはおめーだろうが！　なんで俺らが巻き込まれないといけねーんだよ！」

「……ふむ。じゃあ、真実を教えたる。聞けや、少年」

　突とつ然ぜん、アーネストが真顔になった。

　気け圧おされたように駿介は口を噤つぐむ。

「ええか、運命ってのはな、時に非情なもんなんや」

「…………」

「…………」

「…………」

「以上」

「終わりかよ！」

　駿介は床ゆかを叩たたいた。

「なんだよ、それ！　意味わかんねーよ！」

「つまり、諦あきらめが肝かん心じんちゅうこっちゃね。──一応質問に答えとくと、君らが巻き込まれてるんは、奴やつらが巻き込もうとしてるからや。これから俺を殺そうってときに目もく撃げき者しやを生かして帰す理由はないしなあ。イチレンタクショー。やから協力し合おう、ちゅうわけやな。異論あるか？　ん？」

「…………」

　今度こそ駿介は反論の言葉を無くした。むすっとした顔で沈ちん黙もくする。

「あ、あの」

　タイミングを見計らって月子は口を挟はさんだ。

「なんや？」

「あの、アーネストさんは、悪い人なんですか？」

「……えらく抽ちゆう象しよ的うてきで哲てつ学がく的てきな質問やな」

「い、いえ、そんな深い意味じゃなくって……えっと、アーネストさんは命を狙われるような悪いことをしたんですか？　どうして、追われてるんですか？」

「んー……」

　アーネストは珍めずらしく口ごもって頭をかいた。

「何をもって悪いことって言うんかも難しい問題やけどなあ。とりあえず強ごう盗とう殺人して逃にげてるとか、そういうことはないよ。──えーとな、仕事、辞やめたかってん」

「仕事を？」

「うん。息子がおるって言うたやろ？　色々あって、家族と一いつ緒しよにすごす時間がどうしても欲しなってなあ。で、辞めるつったら怒おこられたんで、無理矢理逃げてきた」

　どんな仕事なんですか？　とは訊きかなかった。魔法士が重用され、逃げ出したがり、そして追っ手が掛かかる──あえて聞かない方がいい種類のものであることは、月子にも想像が付いたからだ。

「うちの会社、厳しい上に頭固くてなあ。たまらんわ、ほんま」

　口から出る言葉全てを冗じよ談うだんめかしているような人間だが、少なくともアーネストの言葉に嘘うそは感じられなかった。子どもだと軽く見て、誤ご魔ま化かしたり適当に流すこともできたはずなのだが。

　信用に値あたいする大人──それは真しん摯しさには真摯さを以もつて応こたえてくれる人のことだと思う。

　少し考えて月子は自分の判断を信用することにした。彼に巻き込まれて迷めい惑わくしているのは確かだ。でも、多分そんなに悪い人じゃない。

「あの……私はすごく、怖い、です。魔ま法ほうを傷つけ合うために使いたくないし、使って欲しくないと思います。でも、一つだけ約束してくれるなら、できる限り、協力します」

「約束？」

「椎葉先生と卯滝先生を捜さがして、助けて下さい」

　十郎はきっと自分たちを捜している。多分、一人なら逃げられる状況でも月子たちのために留とどまろうとするだろう。唯里はどうだかわからないが──というか、十郎と一緒に居たら居たで心穏おだやかではいられないのだが──少なくとも、誰も怪け我がしたり、死んだりして欲しくはない。

「ふーん、先生思いやな」

「……しょせんＤランクじゃん、あいつ。もう殺やられてるんじゃねーの？」

「最部くん！」

　月子が思わず声を荒あららげると、けっ、と吐はき捨すてて彼は視線を逸そらした。

　数ヶ月前の事件の際は彼も十郎に助けられたはずなのに、どうしてそのような棘とげのある物言いをするのだろう。

「まあ、助けるのは構わんよ。魔法士としてどんなもんかは知らんけど、あの目付きの悪い奴、かなり場数踏ふんどるな。相当強いやろ？」

「えっと、特別対策局の人だそうです」

「ほ、エリートやん。なら立派な戦力になるわな。──おっけ、決まり。合流を目指しつつ、敵には臨機応変に対処ってことで」

　そこでアーネストは言葉を切り、何かを思い出すような表情になった。

「……そういやあいつ、名前なんつったっけ？　シーハ？　ジーバ？」

「椎葉先生ですか？」

「ああ、シイバか。──なあ、日本ではシイバって苗みよ字うじはありふれてるんか？」

　唐とう突とつな質問に、月子は目を瞬またたかせる。

「い、いいえ、結構珍しいと思いますけど」

「あいつの兄弟や親しん戚せきに魔法士が居るとかいう話は聞いてへん？」

「お姉さんが一人いたらしいですけど、あまり詳くわしいことは……。魔法士かどうかは知らないです」

「ふーん、姉がね……」

　面おも白しろい巡り合わせやな、という呟つぶやきが漏もれる。

「あの……？」

「あ、いやいや何でもあらへん。じゃ、これからのことについて、もちっと詳しく打ち合わせしとこか。もし、敵と鉢はち合あわせした場合──」

　そのとき、突然の轟ごう音おんによってアーネストの言葉は掻かき消けされた。

「嬢ちゃん、どうや？」

「一〇〇メートルほど西、この感じは──多分《霹へき靂れき火か》だと思います」

　語ご尾びにまた爆ばく発はつ音おんが重なった。

「人数はわかるか？」

「施呪キヤステイングの気配は一つだけです」

「んー、単独やと助かるけど、魔法使ってるのが一人やからゆうて、一人で行動してるとは限らんしなあ。しかし嬢ちゃん、よう《霹へき靂れき火か》なんちゅー物ぶつ騒そうな魔法知ってるな」

「……見たことありますから」

　怖い人たちが好んで使う魔法だ。あまり思い出したくはなかったが。

　三度目の轟音。少し近付いてきている。

「端はしから家を吹ふき飛とばしとるんやろね。まあ障害物排はい除じよして隠かくれ場所なくすゆうんは定石やからな。よし、緊きんき急ゆう作戦会議。よう聞けよ、二人とも──」

　アーネストは身を乗り出して、口を開いた。
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“〝翠玉エメラルド”〟はかつて東とう欧おうのとある国の軍属の魔法士だった。

　どうやら『派手にぶっ壊こわす』ことに適性があったらしく、《魔ま弾だん》、《霹へき靂れき火か》等の魔法を修め前線に配置された。

　政情不安定な母国では、未いまだにゲリラやテロが跋ばつ扈こしている。ここ日本のような平和な国とは違ちがい、攻性魔法とそれを操る魔法士の需じゆ要ようは非常に大きいのである。

　しかし彼は少々やりすぎた。高こう揚ようと快感に身を任せ、少しばかり作戦から逸いつ脱だつした範はん囲いを吹き飛ばしたのだ。そして少しばかり友軍と一いつ般ぱん人じんが死んだ。それを何度か繰くり返していたら、手が後ろに回った。

　軍に『処分』されかけた彼を救ったのはＰＭ社だった。表向き刑けいが執しつ行こうされたように装いつつ別人の身元を与あたえ、軍から引き抜ぬいたのである。

　それ以降、彼はこの組織で腕うでを振ふるっている。

　今追っている逃とう亡ぼう者しやも元軍人であり、魔法を使った近接戦せん闘とうの達人ということだった。だとすれば、遠えん距きよ離りからの広範囲攻こう撃げきを得意とする自分とは相性が良い。近付ける前に片が付く。

　派手な音を立てて、また一棟とうが爆散する。

「かははっ！　いー気分だ！」

　故郷に居た頃ころ、何度となく経験した作業だ。

　こうしてこそこそと隠れているゲリラたちを焙あぶり出す。耐たえかねて応戦に出て来た者は正面から、逃げだそうとした者は背中から、魔法でぶち殺す。もしここにグレン・キングストンとかいう奴が潜ひそんでいるなら、同じ運命を辿たどることになるだろう。

　そして、六度目か七度目の《霹へき靂れき火か》を放ったとき──彼はそれを感知した。

　たった今家屋を破は壊かいした爆ばく炎えんの中に、《障しよ壁うへき》の展開される気配がしたのである。

（いたぁ！）

　炎の中から、子どもを両りよ脇うわきに抱かかえたアーネストの巨きよ体たいが飛び出してきた。

　彼は二人を地面に降ろすと、雄お叫たけびを上げながら地面を蹴けって“〝翠玉エメラルド”〟に襲おそいかかった。

《瞬しゆ動んどう》によって加速された、常識外れの動き。だが十分に予測していた“〝翠玉エメラルド”〟は体を沈しずめて回かい避ひする。

　反転の瞬間を狙ねらってバラバラにしてやる──そう身構える。

　しかし、キングストンはさらに前へ大きく跳とんで、無様に背中を見せながら森の中へ姿を消した。

「あ──？」

　一瞬戸と惑まどったが、すぐに彼の意図に気付く。自分を囮おとりとし、追ってこさせることで、子どもたちを安あん全ぜん圏けんに逃がそうというのだ。

“〝翠玉エメラルド”〟は嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

　奴は子どもたちにも賞金が掛かっていることを知らなかったのだろう。一人二万ドル。二人仕留めれば四万ドル。それが確実に自分のものになる。リスクを犯おかしてキングストンを追いかけるより、ずっとおいしい。

　男の子と女の子の二人組は寄より添そうようにじっと固まっている。怖こわくて逃げ出すこともできないか、と“〝翠玉エメラルド”〟は思った。一般人の、それも子どもが強力な魔法を目まの当たりにしたのだ。当然だろう。

「運が悪かったなあ、お前ら」

　意味が通じないのを承知で、母国語で語り掛ける。

「見み逃のがしてやるわけにはいかんのよ。諦あきらめて死んでくれ。俺のために」

　けははっと笑いながら《魔ま弾だん》の魔法回路を生成。ちょうど良いい具合に前後に並んでいるので、一いち撃げきを貫かん通つうさせて終わりと行こう。

「じゃ、死ね」

《魔ま弾だん》が放たれ──そして“〝翠玉エメラルド”〟は目を疑う。

　普ふ通つうの人間には認にん識しきしえないはずの光弾は、女の子の張った強力な《障しよ壁うへき》にはじき返されていた。

　間かん髪はつを容いれず、男の子の方が《魔ま弾だん》を放つ。とっさにこちらも《障しよ壁うへき》を張るが、衝しよう撃げきに思わず尻しり餅もちを突ついてしまう。

「貴様ら──！」

　この子どもたちが魔法士である可能性は、まったく頭になかった。完かん璧ぺきに嵌はめられた。怒いかりと屈くつ辱じよくで目の前が真っ赤になる。

　そしてそれが隙すきとなった。

　懐ふところに飛び込んできた気配に対し、とっさに右みぎ腕うででブロックできたのは経験の賜たま物ものだっただろう。だが、魔法で強化された拳こぶしはやすやすと腕の骨を砕くだき、肋ろつ骨こつを叩たたき折っていた。
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　罵ののしりの言葉とアーネストの舌打ちが聞こえた。行動不能に追い込むには少し浅かったようだ。

　男は殴なぐられた衝撃を利用し後方に跳とぶと《霹へき靂れき火か》を起動。月子たちやアーネストにはかすりもしなかったが、巻き上げられた土砂や家屋の残ざん骸がいが収まったとき、彼は既すでに姿を消していた。

「あー、惜っしー。仕留め損そこねた」

　アーネストが悔くやしそうに言った。

　作戦はシンプルだった。

　男がアーネストを追ったら、その背中めがけて二人が《魔ま弾だん》を撃うつ。

　男が二人に攻こう撃げきを加えようとしたら、《障しよ壁うへき》を張った後、《魔ま弾だん》を撃つ。

　いずれにしても、月子と駿介が魔法士の卵であることを知らない相手は大きな隙を見せるだろう。そこをアーネストが叩く。

「ま、二人とも上出来上出来。ようやってくれたな」

　月子は返答する余よ裕ゆうもなく、荒い息をついた。

　怖かった。でもちゃんと体は動いた。多分、以前の経験とあの人の背中を追って努力してきたことが活いきたのだろう。

（私は、大だい丈じよ夫うぶです。椎葉先生）

　握にぎり拳を胸に当て、心臓の鼓こ動どうを感じながら心の中で呟いた。

「……一つ気付いたんだけど」

　駿介が刺とげ々とげしい視線をアーネストに向けた。

「はい、シュンスケ君」

「こいつらがすでに椎葉とかと戦ってて、俺らも魔ま法ほう士だってこと知ってたらどうするつもりだったんだ？　すげー危険じゃねーか」

「ああ、大丈夫。奴やつが堂々と姿晒さらしつつ家壊して回るみたいなアホな真ま似ねしてる時点で、その心配はあらへんかったから。接近戦専門魔法士の俺しか居ないって前提での行動やね、あれは」

「……でも、もう油断してくれませんよね」

　逃にげ延のびたあの男から、他にも魔法を使える者が居るという情報が伝わるだろう。

　アーネストは小さく肩かたをすくめた。

「そやね。止とどめを刺さし損ねたんが悔くやまれるな。──ま、今さら言ってもしゃあないし、とりあえずまた移動しよか」

　歩き出した彼の後に続こうとした月子は、急に袖そでを引かれて立ち止まった。

「お前、なんで手を抜いたんだよ？」

　咎とがめるような顔をした駿介が小声で言った。

「え？」

「お前なら《障しよ壁うへき》張りながら《見みえざる手て》でも《魔ま弾だん》でも、好きなように使えるだろうが」

「ど、どうして最部君が──」

　知っているんですか？　と言いかけて思い出す。そういえばあの学校占せん拠きよのとき、駿介は月子の背後から全てを見ていたのだった。

「えっと、あの──そ、それは特別な力だから、絶対他人の前で見せるなって、椎葉先生が……」

「は。椎葉椎葉シイバシイバね。お前はあいつの犬か？　死ねといわれたら死ぬのか？」

「先生はそんなこと言ったりしません！」

　むっとして思わず大声が出る。

　ただ──十郎の言葉がとっさの瞬間に心理的ブレーキとなってしまったのは事実だった。ためらわず複数施呪マルチキヤステイング能力を使い、攻撃を加えていれば、あの男を取り逃がすことはなかっただろう。

　力を発揮させてもらえないという不満は確かに感じていたが、きつく言いい含ふくめられていることを破るという行こう為いに対する恐きよ怖うふも同じくらい強い。十郎にどう思われるのかが、とても怖い。

「おーい、何やってんねや？」

　少し離はなれたところからアーネストが声を掛かけた。

　駿介は無言のまま、まるで月子が視界に入っていないかのように無視して歩き出した。



    

  
    
      四章　　それぞれの戦い






「──一人ずつ片付ける」

　十じゆ郎うろうはそう言った。

　口調は静かだったが、偵てい察さつから戻もどってきてからの彼はどこか先ほどよりピリピリとしているように見えた。

「基本的に俺が突とつ撃げき役。お前は敵の気を引く程度でいい。できるな？」

「は、はい」

　緊きん張ちようで胸が早はや鐘がねを打つのを感じながら、唯ゆい里りはこくこくと肯うなずく。

　相手も魔法士だ。状じよう況きようは生易しいものではない。しかし、この程度のことを乗のり越こえられないようであれば、特別対策局に入ることなど覚おぼ束つかないだろう。

　そう、自分の思い定めた道を歩きたいなら、他の魔法士を圧あつ倒とうするだけの実力がなくてはならないのだ。

「……動き出したな。全員別行動だ」

　目をすがめて敵の様子を窺うかがっていた十郎は呟つぶやいた。

「よほど自分たちの戦力に自信があるらしい。やはり全員が魔法士と見て間ま違ちがいなさそうだな」

　援えん護ご要員の非ひ魔ま法ほう士が交じっているなら、単独行動させるわけないからだ。

　気分を落ち着かせるため、唯里は大きく息を吐はいた。

　十郎がこちらを向いて微かすかに笑った。

「そこまでガチガチになる必要はねえよ。こっちに有利な情報もわかったからな」

「有利な情報？」

「敵が追ってるのはアーネストだってこと。アーネストは魔法士だってこと。敵はあのおっさん一人だけが魔法士だと思っていて、俺たちに関しては油断してるってこと」

「どうしてそこまでわかるんです？」

「この森に落ちてきた五人全員が魔法士だと知っていれば、いくら自信があっても全員がばらばらになることはない。未知の魔法士を侮あなどることは死に繋つながるからな。つまり、奴らは俺たちが魔法士だってことに気付いていない」

「えーと……」

　唯里は頭の中で情報を整理する。

　キャンプの間使われた魔法は唯里の小さな《招しよ炎うえん》、駿介が月子の切り傷を治ちり療ようした《接せつ合ごう》のみ。まず感知はされていない。つまり、相手は自分たちはもちろん、子どもたちも魔法が使えることを知らない。

　あの風変わりな外人さんが魔法士だということには驚おどろいたが、自分のやらなければならない仕事──敵を倒たおして、子どもたちを助ける──が変わるわけでもない。

「──今なら不意討ちができるんですね」

「そういうことだ。……まずはあいつからだな」

　十郎は散開した男たちの一人、大おお柄がらな黒人を目で指した。

　二人は視線を離さぬまま、じっと動きを止めた。行動を開始するのは、敵同士の距きよ離りがある程度離れてからだ。

「……《魔ま弾だん》、使えるな？　二〇秒後に撃て。狙ねらいはあの黒人の左一メートル。当てる必要はない」

「は、はい」

「よし、カウント開始」

　十郎はそういうと、まったく音を立てずに右手の茂しげみの中へ姿を消した。

（一、二、三……）

　緊張で手のひらが湿しめってくる。

　思い出せ、と言い聞かせる。

　思い出せ。ずっと自分が望んでいたこと、目指してきたことを。

（──九、一〇、一一……）

『あの人』のように、強く、正しい、弱者の味方になりたくて。

　そのために努力して、修練を積んで、今、ここにいる。

　だから──迷うな。怯おびえるな。

（──一八、一九、……二〇！）

　唯里は一いつ瞬しゆんで魔法回路を組み上げ、《魔ま弾だん》を放つ。

　同時にマナの動く気配に気付いた相手が振ふり向き、こちらの姿を認める。驚きに目を見張りながらも《障しよ壁うへき》を前面に展開。《魔ま弾だん》はその横を掠かすめて、太い木々を数本吹ふき飛とばす。

　予想外の攻撃だったにも拘かかわらず、敵は一瞬の遅ち滞たいもなく反はん撃げきに移ろうとしていた。

　しかしその瞬間──横合いから飛び出した十郎のナイフが、彼の首を深く深く抉えぐっていた。

　男は一瞬棒立ちになり、そしてぐらりと揺ゆれると地面に崩くずれ落ちた。

「……よし、よくやった」

　刃やいばに付いた血を払はらいながら、十郎がこちらに歩いてくる。

「気配に気づいて仲間が集まってこねえうちに──おい、卯う滝たき？」

「え、は、はい」

　頭の中が真っ白になっていた。二度、三度と深呼吸する。そして、大丈夫ですと言おうとした瞬間──唯里は微びじ弱やくな魔法回路の気配を感じた。反射的に警告の声を発する。

「先生、後ろ！」

　同時に十郎が振り向いて疾しつ走そうする。喉のどを裂さかれたはずの男が跳はね起おきて逃げようとするが、それより早くナイフが喉を貫かん通つうした。

　大量の血を撒まき散ちらしながら倒れ込み、今度こそ彼は動かなくなった。

　鉄てつ錆さびのような、しかしどこかなまぐさい臭においが漂ただよってくる。

（死んだ──の？）

「魔法で出血を止めてやがったな。油断した」

　十郎は舌打ちした。

「おい、卯滝、急いで離り脱だつ──」

　声が急に遠くなる。何を言っているのかわからない。耳に入っているのに、意識に届かない。

　敵を倒す。確かに自分はそのために動いていた。

　しかし、特別対策局の人と共に戦えるということに酔よい、思考停止してはいなかったか？

　本当に理解していただろうか？　

　──倒すというのは、場合によっては殺すこと、他者の命を奪うばうことだと。

（あの人──死んだ。椎しい葉ば先生、ナイフで、刺した。私が、声を掛けて、先生が気付いて──殺した──）

　自分が声を上げていなければ、彼は十郎に殺されず、この場から逃にげ延のびていたのかもしれない。

　それは、つまり、もしかして──私が殺したも同然ということ？

　違ちがう。これは、あの子たちを助けるための作戦の一いつ環かんで──

　でも、そのためには人を殺さなければならなくて──

「──滝！　おい、卯滝！」

　十郎の怒ど鳴なり声ごえ。はっと顔を上げる。

　新たな敵が自分に狙いを定め、今まさに魔ま法ほう回路を起動しようとしていた。
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　黒い髪かみに、浅黒い肌はだ。中国、あるいは東南アジア系か。

　魔法が放たれる寸前、十郎はナイフを投じた。男が舌打ちしながら避よける隙すきに、唯里に向かって駆かけ寄よる。

「馬ば鹿か、動け！」

　怒鳴りながら、茫ぼう然ぜんとしている彼女を抱だきかかえ、地面に転がった。

　同時に、ちょうど左の肩けん胛こう骨こつの辺りを何かが掠め過ぎる。灼しやく熱ねつ感に顔を歪ゆがめる十郎は、すぐ傍そばの木が真っ二つに裂けるのを見た。

（《戦せん斧ぷ》……）

　力場をごく細い面の形に形成し、あらゆるものを叩たたき斬きり、寸断する。まるで大男の振るう斧おののように。《魔ま弾だん》より射程は短いが、攻こう撃げき範はん囲いは広い術である。

　威いり力よくはなかなかのもの。相当な使い手だ。

　男はすでに二撃目の準備に入っている。

　格かく闘とう戦の間合いに踏ふみ込む余よ裕ゆうはない。施呪キヤステイングは間に合わない。壊呪デイスペルには遠すぎる。かわせば下の唯里に直ちよ撃くげきする。

　一瞬の間に状況を見て取り、十郎は心の中で悪態を付きながらも判断を下した。

「フク！」

　跳ね起きた十郎の服のポケットから飛び出した白いハムスター──否、小動物の形態を取った魔法回路は、青白い光を瞬またたかせ主人の望む形へと姿を変える。すなわち、相手と同じ、しかし遥はるかに強大な《戦せん斧ぷ》の魔法回路へと。

　男が驚きよ愕うがくに目を見開く。

　圧あつ倒とう的てきな威力で放たれた十郎の《戦せん斧ぷ》は、相手の術を弾はじき飛ばし霧む散さんさせ、そのままの勢いで男の体を両断した。

「……悪いな」

　信じられないといった顔のまま絶命している男に声を掛かけ、十郎はナイフを回収した。

　魔法士としての資質に恵めぐまれていない十郎は、マナを素す早ばやく大量に自分の支配下に置くという能力において、圧倒的なハンデを抱かかえている。そのため高密度なマナの集合体を二匹ひきのハムスターの形にして身近に置いているのだ。いざというときは、これを利用すれば一瞬で大きな魔法を使うことができる。

　ただ、あくまで非常手段であり、それが可能なのは一匹につき一度だけだ。フクジローの再構成には腰こしを据すえてやっても丸一日はかかる。早くも切り札の一枚を消費することになってしまった。

　敵の死亡を確かく認にんし、唯里のもとへと取って返す。苛いら立だちが口をついて出た。

「お前、何惚ほうけてんだ！　死ぬつもり──」

　言葉がそこで途と切ぎれた。唯里は蒼そう白はくな表情で、たたずんでいた。

　十郎は自分の犯した決定的なミスに気が付いた。

　能力の見積もりは間違っていなかったはずだ。彼女は極きわめて優ゆう秀しゆうな魔法士、《魔ま弾だん》にしても《障しよ壁うへき》にしても、十郎よりよっぽど上手く使いこなすことができるだろう。

　浅はかだったのは──彼女が一五歳さいの少女だということを忘れ、一個の兵器として計算していたことだ。

　人間には心があり、感情がある。

　戦せん闘とうを生なり業わいとするものは、それを上手く制せい御ぎよする訓練を積んでいる。恐きよ怖うふや過度の興奮を抑よく制せいし、効率よく目的を果たせるように、だ。十郎や能の勢せはもちろん、おそらくはアーネストやそこに死体となって転がっている連中もそうだろう。

　しかし、唯里は違う。どれだけ優秀で理想に燃えていても、普ふ通つうの──それこそ生き死にの闘たたかいになど縁えんのなかった普通の少女に過ぎない。生々しい殺しを目の前で見て、動どう揺ようしない方がおかしいのだ。

　あの男──姉の手て掛がかりを持っているかもしれない元もと特とく殊しゆ執しつ行こう官かん。

　その顔を見た瞬間から、冷静さを失っていた。この連中を潰つぶし、あの男を確保し、情報を引き摺ずり出すことしか頭に存在しなくなっていたのだ。言い訳のしようのない、判断ミスだった。

　──俺の責任か。

　十郎は自分を殴なぐりつけたくなった。

「とにかく──」

　手を伸のばそうとすると、唯里がびくっと身を震ふるわせながら後ずさった。彼女の顔には十郎に対する忌き避ひ感かんと恐おそれが色いろ濃こく浮うかんでいた。

「とにかく、急いでここを離はなれる。来い」

　ちくりと心に刺ささった痛みを無理やり抑おさえ付け、十郎は強ごう引いんに唯里の腕うでを掴つかむと、走り出した。
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　マナの変動を察知し駆けつけた“〝紫水晶アメシスト”〟と“〝蛍石フローライト”〟を迎むかえたのは、変わり果てた仲間の姿だった。

“〝金剛石ダイアモンド”〟と“〝柘榴石ガーネツト”〟の死体を前に、“〝紫水晶アメシスト”〟は眉まゆをひそめた。

　感傷は特にない。今回の仕事では組むことになったとはいえ、普ふ段だんは単独任務の多い魔法士同士である。長い付き合いがあるわけでも、個人的に友ゆう誼ぎを育んでいたわけでもない。

　心に引ひっ掛かっているのは、二つの死体の様子だった。

“〝金剛石ダイアモンド”〟は刃は物もので喉をやられており、“〝柘榴石ガーネツト”〟は魔法──おそらくは《戦せん斧ぷ》──で袈け裟さ切りにされている。

　標的であるグレン・キングストン、またの名をアーネスト・ドレイクと呼ばれる男は、肉体強化系の魔法を得意としている。現に“〝珊瑚コーラル”〟は向こうで首の骨を折られて殺されていた。しかし──

（この二つの死体は、奴やつのやり方じゃないな）

　さらに、ほぼ同時に殺されているという事実も気に入らない。相手が近接戦を得意とする魔法士だと分かっていて、むざむざと一瞬でやられるほどこの二人は無能ではなかったはずだ。何らかの種類の奇きし襲ゆうを受けたのだろうか。

「……“〝蛍石フローライト”〟、お前、キングストン以外の奴らの姿を見み掛かけたか？」

「いいえ、誰も」

　彼は首を横に振ふる。

「もっとも俺はキングストンすら見掛けてねえですけどね」

　一いつ般ぱん人じんが自分たちに一度も捕ほ捉そくされていない。そして、キングストンは常にこちらの不意をつき、あっさりと三人を殺している。

　──ありえない。おかしい。

「“〝翠玉エメラルド”〟はどうした？　連れん絡らくは取れるか？」

　やってみます、と“〝蛍石フローライト”〟は腰の通信機に手を伸ばした。

（魔法士が他にもいる……ってことか？）

“〝紫水晶アメシスト”〟は腕を組んで考える。

　たまたまキングストン以外の戦闘経験に長たけた魔法士があのバスに乗っており、今《生いける壁かべ》の内側にいる──確率から言えば天文学的な低さだが、状じよう況きようがその方向を指し示している。

「“〝翠玉エメラルド”〟から応答あり！　先程標的と遭そう遇ぐう。子どもが……二人の子どもが魔法を使ったとのこと！」

「育成校か──！」

“〝紫水晶アメシスト”〟はその瞬しゆん間かん状じよう況きようを理解し、歯は噛がみした。最悪、まさに最悪の偶ぐう然ぜんだ。あれが育成校のバスだったなら──若い男と女は教官、つまり彼らも間ま違ちがいなく魔法士だということになる。

「方針変へん更こうだ。以降は固まって行動する。モードＢの使用を許可。ポイント８に向かえと“〝翠玉エメラルド”〟に伝えろ。あと“〝血玉石ブラツドストーン”〟にも連絡をとっておけ。首しゆ尾び良く終われば、ボスに掛け合ってボーナス上乗せしてやる。気合入れて働けよ」

「うす。了りよ解うかい」

　再び通信機に話している部下を見ながら、“〝紫水晶アメシスト”〟は胸の中で微かすかに動いた不安を必死に抑えつけた。

　確かに予想外の事態ではある。

　だが、まだまだ優位なのはこちらなのだ。

　所しよ詮せん、キングストン以外は素人だ。殺しに慣れた自分たちの敵ではない。
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　月つき子こたちは、仲間の死体を検分している二人の男を、少し離れた所から見ていた。

「……きっちり仕留めとるね。上手く立ち回ってるみたいやな、君らの先生」

　アーネストが囁ささやいた。

　月子はほっと息をつく。

　たとえ悪い人であっても、死んでいいとは思わない。しかし一方で、十郎が彼らを倒たおして生き延びているという事実は、何物にも代えがたい安あん堵どをもたらしてくれた。

「あの日本人がリーダーや。できればここで叩きたいんやけどなあ」

　さすがに不意討ちを許すような隙を見せるはずもなく、やがて敵の二人は周囲を警けい戒かいしながら立ち去った。

「……椎葉先生たち、どこに居るんでしょうか」

「俺らにわかるようなら、とっくに敵に捕つかまっとるよ。シイバも合流を目指すはずやから、例えばこっちがしばらく敵とやりあってたりすれば気配を察知して向こうから来たりするやろうけど……も少し敵の数を減らしてからやな。今は地道に機会を待つことや」

　そろそろ俺らも行くか、と言ってアーネストは立ち上がる。

　その瞬しゆ間んかん──それはやってきた。

　気付いた月子が声を上げるより早く、アーネストの左ひだ腕りうでに大きな歯形が出現する。まるで何かに食いつかれたように。

「──っ！」

　アーネストは魔ま法ほう回路を組み上げ、腕を強化。歯を立てていた何者かを弾き飛とばす。《隠いん匿とく》が破れて大きな口を備えたヒルのような実体が露あらわになったところを、間かん髪はつを容いれず叩たたき潰した。

「ア、アーネストさん、腕……」

「大したことない。それよりこいつ、どっから来た？　見落としたか？」

　月子は首を横に振る。

　この山中に大量に仕し掛かけられていた《罠わな蟲むし》。文字通り罠わなとなって攻こう撃げき範はん囲いを通過した人間に食いつく魔法生物。

　だが、《隠いん匿とく》によって隠かくされていたそれを、月子は的確に見み抜ぬきつつここまで進んできた。蟲の攻撃範囲には一歩も踏ふみ込んでいないし、一匹ぴきたりとも見落としたりなどしてない。

「自分で──今、自分で、動いて襲おそいかかって来たんです、それ」

「自分で？　んでも──」

　月子は手でアーネストの言葉を制し、周囲に注意を促うながす。

「おいおいおい──」

　同時に彼と駿しゆ介んすけもそのことに気付く。

　いつの間にか三人は無数の《罠わな蟲むし》に包囲されていた。
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「は！　ざまあみやがれ」

　少し離れた楡にれの木──その枝の上に立ち、じりじりと《罠わな蟲むし》の群れに追おい詰つめられる三人を見ながら、“〝翠玉エメラルド”〟は笑う。同時に折れた腕と肋ろつ骨こつに鈍にぶい痛みが走り、顔をしかめた。

　モードＢの許可──すなわち必要ならば、“〝紫水晶アメシスト”〟の《罠わな蟲むし》を利用しても良いということ。

　通常《罠わな蟲むし》は単なる待まち伏ぶせ型の罠に過ぎない。しかし魔法回路に組み込まれたトリガーを引くことで、自ら動き獲え物ものを狙ねらう狩かり人ゆうどへと姿を変えるのだ。

　キングストンたちの周りに集った《罠わな蟲むし》の数はおよそ一〇〇。しかも時間の経過と共に分ぶん裂れつし増ぞう殖しよくしていく。

　遠からず奴らはピラニアに襲われたように、骨だけになって息絶えるだろう。

「それまで見物するのも一興だが──無む駄だに長生きさせてやる理由もないな」

“〝翠玉エメラルド”〟は目を細め、標的に狙いを定めて魔法回路を組み上げた。
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「な、なんだよ、これ──」

　駿介が戸と惑まどったような声を上げる。先程から十数すう匹ひきは潰しているはずなのに、三人を取り囲んでいる《罠わな蟲むし》は一向に数を減らす気配がない。

　飛びかかってきた《罠わな蟲むし》を駿介が《魔ま弾だん》で撃うち落おとし、処理できなかった分を月子が《障しよ壁うへき》で弾はじく。アーネストが強化した足による蹴けりで一度に数匹を吹ふき飛ばす。

　それでもじりじりと押おされているのは──

（──増えてるんだ、これ）

　グロテスクな疑似生物の群れに吐はき気を覚えながら月子は考えた。

　以前に見た十郎の《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》と同じだ。どんどん自己の複製を生み出しているのである。

　ただ十郎の術に対しては、その外見の愛らしさはもちろん、魔法回路の精せい緻ちな構成にも美しさと感動を覚えたものだったが、目の前のこれはただひたすらおぞましいだけだった。

「──ちっ！」

　アーネストは舌打ちして肩かた口ぐちに噛かみ付いた《罠わな蟲むし》を振り払はらった。



    

  
    
      　彼は《障しよ壁うへき》を使わない。防ぼう御ぎよを犠ぎ牲せいにして破は壊かいに徹てつしないと、増え続ける《罠わな蟲むし》の群れに対して均きん衡こうを保つことができなくなるからだ。

「大だい丈じよ夫うぶですか？」

「大丈夫大丈夫。まだまだ行けるでえ！」

　威い勢せいの良い答えが返ってきたが、体力にも集中力にもいずれ限界が来る。何とか打開する方法は──

　とそのとき、不意にアーネストが膝ひざを突ついた。

　一いつし瞬ゆん遅おくれて月子も気付く。

「アーネストさん！」

「……やってくれんなあ、畜ちく生しよう」

《魔ま弾だん》による遠えん距きよ離り狙そ撃げきだ。《罠わな蟲むし》への対応に掛かかりきりになっているところを狙われた。

「き、傷は？」

「ああ、腿もも貫かん通つう。大したことない。──っと」

　二発目、三発目の《魔ま弾だん》が飛来し、アーネストの《障しよ壁うへき》によって弾かれた。

「どこやった？」

《魔ま弾だん》の魔法回路が起動された場所のことだ。

「一五〇メートルほど向こう、多分木の上です」

「んー、一走り行ってしばいてきたいんやけどなあ……」

　彼が逡しゆん巡じゆんしている理由は月子にも推測できる。

《瞬しゆ動んどう》ならおそらく数秒で駆かけ抜ぬけられる距きよ離り。しかし、それには目の前の《罠わな蟲むし》たちの真ん中を、無防備のまま突っ切きらなければならない。仮にそれがうまく行ったとしても、しばらくは月子と駿介の二人だけで《罠わな蟲むし》に対応しなければならず、アーネストが戻もどってきたころには手の施ほどこしようがないことになっている可能性もある。

　かといって攻せめに移らないまま手をこまねいていては、状況が悪化するだけだ。

「俺が道を作ってやる」

　そのとき、ぼそりとした声が聞こえた。

「最さい部べ君？　でも……」

「こーいうの殺したり潰つぶしたりすんの好きなんだよ。お前よりは上手くできる。ぎりぎりまで近付いて思いっ切り《魔ま弾だん》ぶっ放せば、ちっとは数減らせんだろ」

「ま、他に手がないやろなあ」

　アーネストも賛同した。

「じゃ、シュンスケ、道を切り開け。俺は向こうに居る奴やつぶっ倒して戻ってくる。ツキコはこいつが《魔ま弾だん》撃つまでと、撃ち終わってからを《障しよ壁うへき》で護ること。《罠わな蟲むし》が一いつ斉せいに飛び掛かってくるやろからな」

　二人が前進を始めたので、月子は慌あわてて後に続いた。ぬるりとした質感の体をくねらせ、歯を剥むいて跳はねてくる何なん匹びきもの《罠わな蟲むし》が《障しよ壁うへき》に弾かれる。

「じゃ、カウントダウン。さん、にー、いち──ゼロ！」

　アーネストの声に合わせて月子は《障しよ壁うへき》を解除。同時に駿介が最大出力で《魔ま弾だん》を放つ。

「よっしゃ！」

《罠わな蟲むし》の包囲に穴が開く。アーネストは《障しよ壁うへき》から《瞬しゆ動んどう》に切り替かえ、地面を蹴ろうとする。

　──その瞬間。

「だめっ！」

　月子は叫さけんでいた。

　気付いたのは月子が一番早かった。だがそれでも遅おそすぎた。

「うおっ？」

　一歩を踏み出した瞬間、アーネストは足首を捉とらえられ、つんのめる。

《罠わな蟲むし》が排はい除じよされ、地面が見えたその下──土の中になお、蟲たちが隠れ潜ひそんでいたのだ。次々と地中から姿を現した《罠わな蟲むし》は、あっという間にアーネストの巨きよ体たいを覆おおい尽つくし、引きずり倒す。

「雛ひな咲さき！　下！」

　切せつ羽ぱ詰つまった駿介の声。彼の前面に月子が展開した《障しよ壁うへき》。その内側に地中から《罠わな蟲むし》が出現し、二人に飛びかかる。

「──っ！」

　駿介が、月子を後ろに突き飛ばす。その彼の足に、腕うでに、肩かたに、脇わき腹ばらに、容よう赦しやなく《罠わな蟲むし》が食いつく。

（──あ）

　心が萎なえる。

　目の前の光景が現実感を喪そう失しつしていく。

　月子はぼんやりと思う。

　死ぬ。全員死ぬんだ。

　骨を残して、あるいは骨も残さず喰くい尽つくされるんだ。

　椎葉先生は死体を見て、私だと気付いてくれるかな？

　少しは悲しんでくれるかな？

　駿介が蟲に飲み込まれそうになりながら、こちらを向いた。

「逃にげ──！」

　言い終えることはできず、すぐにその姿も見えなくなる。

　だが──その声は月子の心をこちら側に引き戻した。

（だめ！）

　意識が鮮せん明めいになる。

　ここで死んではいけない。

　私が死ねば、もう私は椎葉先生には会えなくなるから。

　誰一人ひとり、見殺しにしてはいけない。

　私だけが生き延びて椎葉先生に会うことを、私自身が許せなくなるから。

　月子は《罠わな蟲むし》に意識を集中する。高度な技術を以て構成された自律型の魔ま法ほう回路。しかし、術者から独立して機能している以上、《維い持じ》の式を破壊すれば形を保つことができなくなるはず。

　そして分裂しているということは、この蟲たち全てが同一の構造を持っているということ。

　感知能力を外に向けて展開。計一九六匹ひき。地中に潜んでいるものも含ふくめ、自分たちを取り囲んでいる全ての《罠わな蟲むし》の位置を把は握あくする。

　一つ大きく息を吸い込む。そして──

「壊れろぉ！」



　そして、一九六の壊呪デイスペルを同時に放った。
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「──あ？」

　勝利を確信していた“〝翠玉エメラルド”〟は、自分の目を疑った。

　標的たちは《罠わな蟲むし》にたかられ、食い尽くされる寸前だった。魔法回路が起動した気配もない。

　にも拘かかわらず、全ての蟲が砂のように崩くずれ去さったのだ。

（──壊呪デイスペル？）

　魔法回路を破壊するわざ。

　無数に存在する魔法回路の種類を瞬しゆ時んじに特定し、その要かなめを瞬時に判断する能力が求められる、実用性に乏とぼしい技術。知識としては知っている。

　だが施呪キヤステイングと同じく壊呪デイスペルも一度につき一つの魔法回路にしか干かん渉しようできないはずだ。おそらく二〇〇匹近く居たであろう《罠わな蟲むし》を同時に消し去るには、同数の術者が必要になる。

「なぜ──だ？」

　目の前で起こったことに対し、説明を付けることができない。

　魔法士としての常識が、ありえない、と叫んでいる。これはありうべからざる現象だ。

　自分の理解を超こえた出来事に、一いつ瞬しゆん、敵のことを失念する。──それが致ち命めい的てきな隙すきとなった。

「見つけたでぇ！」

　気付いたときには、目の前にキングストンの姿があった。

　繰くり出された蹴けりを左ひだり腕うで一本で受ける。枝の上から弾はじき飛とばされ、体が宙を舞まう。

（くそっ！）

　油断した。キングストンの《瞬しゆ動んどう》で距離を詰つめられることは何より警けい戒かいしていたはずなのに。

　だが、まだ勝算はある。こいつも相当なダメージを負っていたはずだ。手近なところに居る《罠わな蟲むし》をもう一度利用すれば──

　その瞬しゆ間んかん、彼の胸を何かが貫つらぬいた。

「な──に……？」

　自分の体から槍やりのように尖とがった肉色の触しよ手くしゆが生えている。そしてさらに数本が背中から腹、胸を貫かん通つう。

　ここは戦せん闘とう領域の西せい端たん──そして《罠わな蟲むし》より遥はるかに優すぐれた強度と再生能力を付ふ与よされ、その代だい償しようとして個体の識別能力を持っていない《生いける壁かべ》のすぐ傍そば。

　そのことを思い出した“〝翠玉エメラルド”〟は悲鳴を上げる間もなく、壁の中に取り込まれ、すり潰され、跡あと形かたもなく消しよ滅うめつした。
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「どうしました？」

　不意に立ち止まった“〝紫水晶アメシスト”〟に“〝蛍石フローライト”〟は訝いぶかしげな視線を向けた。

「《生いける壁かべ》が一人食った」

「ああ、んじゃ標的が一人消えたってことですかね」

「…………」

　それならいい。だがもし敗北したのが“〝翠玉エメラルド”〟なのだとしたら──

　それに、《生いける壁かべ》が獲え物ものを捕ほし食よくするに先立って、大量の《罠わな蟲むし》が消滅させられているのが気にかかる。手段は不明。

　大規模な攻性魔法だろうか。しかし、魔法回路の起動は感知できなかった。あるいは爆ばく薬やくのような通常兵器？　しかし、それらしき音も炎もない。

　二百もの魔法回路を、施呪キヤステイングと物理的手段抜きで破壊する方法──理り屈くつの上では説明が付けられる。あくまで理屈の上では、だ。そんな化け物じみた真ま似ねができるのは、“〝紫水晶アメシスト”〟の知る限り『彼女』しか存在しないし、その『彼女』はここに居るはずがない。

（何だ？　何が起こっている？）

　標的を設定したフィールドの中に追い込み、外部の目に晒さらさずに狩かる。やり方は間ま違ちがっていなかったはずだ。

　誤算は巻き込まれた人間が魔法士だったことである。しかし、これは予測不可能な偶ぐう然ぜん。自分の責任ではない。

　ただ──三人の部下が殺されたとき、気付いておくべきだったかもしれない。少なくともキングストンの他に、戦闘の経験を積んでいる者、敵を殺すことにためらいを持たない者が居るということに。

　いや、取るに足らない問題だ。優ゆう秀しゆうな戦士たる自分に対応できなかったのだから、不運な不ふ可か抗こう力りよくだ。それ以外に言いようがない。自分は何も悪くない。

　とはいえ、それで目の前の現実が変わるわけでもない。

　何の戦果もあげられず逃げ帰かえるなど、優秀な戦士にあるまじきことだ。

　どうする？

　どうすればいい？

　なにが正しいなにが正解どうすればどうすればどうすればどうすれば──？

　焦あせりと不安に飲み込まれそうになったそのとき──“〝紫水晶アメシスト”〟の耳に甲かん高だかい女性の声が届いた。
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「離はなして下さい！」

　唯里は叫んだ。

「大だい丈じよ夫うぶ、ですから、手を離して……」

　無言の十郎に解放された唯里は足を止め、木の幹に両手をついた。胸が苦しい。いくら深呼吸しても動どう悸きが治まらない。堪たえがたい吐はき気が押おし寄よせてくる。

　頭では理解している。

　十郎は何一つ間違ったことはしていない。自分たちを護まもるために、敵を殺した。それだけだ。

（わかってなかったのは私の方だ）

　悪を倒たおす弱者の味方。それは唯里の空想の中にだけ存在する、ただの概がい念ねんに過ぎない。

　殺されそうならば、殺す。相手の命を絶って物言わぬ肉につ塊かいにする。倒すというのは、戦うというのはそういうことだ。

　あの人──唯里が憧あこがれた彼女にしてもおそらくそうなのだ。このような『現実』を幾いくつも経験していて、乗のり越こえて──

　そこで感情が思考の継けい続ぞくを拒きよ否ひした。気分が悪い。寒気がする。怖こわい。逃げたい……

「……もういい」

　ぼそりと十郎が口を開いた。

「え？」

　唯里は思わず聞き返す。

「もういいっつったんだ。お前はその辺に隠かくれて出てくんな。後は俺が何とかする」

　表情からは何の感情も読み取れない。

「で、でも……」

　抗こう弁べんしようとするが、言葉を見つけることができなかった。

　一つはっきりしているのは、この瞬間から唯里は十郎のパートナー──共に力を合わせて戦うべき仲間──とはみなされなくなったということだった。

　足に力が入らない。唯里は地面に座り込みそうになる。

　眉まゆを寄せた十郎が手を差さし伸のべた。

　その瞬間、閃ひらめくナイフと、血を噴ふきながら死体となる男の姿がフラッシュバックする。

「──！」

　唯里は反射的に彼の手を払はらいのけていた。

「あ──」

　すぐに我に返る。謝らなければ、と思ったがなぜか唇くちびるは動いてくれなかった。

　十郎は少し不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、はたかれた自分の手のひらに視線を送り、ゆっくりと口を開いた。

「ここにいろ。お前はこれ以上関かかわるべきじゃない」

「…………」

　もう反論する気力はなかった。

　その通りだ。今の自分にできることは何もない。一人で張り切って、勝手にやる気を燃やして──そして結局、何の役にも立たなかった。

　唯里は力なく肯うなずこうとした──その瞬間だった。

　ヂッ！　とゴマイチローが鋭するどい警告の声を発した。間かん髪はつを容いれず十郎によって突つき飛ばされる。

　わずかに遅おくれて鈍にぶい音。傍かたわらの木に大穴。

「騒そう々ぞうしいな。一〇〇メートル先からでも居場所がわかるぞ」

　二人の男がゆっくりと姿を現した。

　言葉を発したのは痩やせていてどこか病的な眼めをした黒くろ髪かみの男、もう一人の栗くり色いろの髪かみの男は、いつでも攻こう撃げきできるよう、油断なくこちらを狙ねらっている。

　そして、いつの間にか周囲をあのヒルのような魔ま法ほう生物が包囲していた。

「動くなよ。今は動くと襲おそいかかるよう《罠わな蟲むし》にセッティングしてあるから──と、遅おそかったか」

　黒髪が笑う。

　生理的嫌けん悪おに突き動うごかされるまま思わず後ずさった唯里に、蟲が飛びかかってきた。

　しかし、数すう匹ひきが続けざまに空中で消滅。残った一匹は彼女を庇かばうように割り込んできた人ひと影かげの腕うでに食い付いた。

「……刺し激げきすんな。おとなしくしてろ」

　唯里に向かって言うと、十郎は《罠わな蟲むし》の取り付いた右みぎ腕うでを軽く振ふる。それだけで、魔法生物の姿がさらさらと崩れて消えた。

「壊呪デイスペルか。珍めずらしいな」

　男はひどく粘ねん着ちや質くしつな、舐なめるような眼を十郎に向けた。

「お前、何者だ？」

「…………」

　十郎は答えない。沈ちん黙もくしたまま、息を呑のむほどの苛か烈れつな感情を剥むき出しにした顔で、男の視線を受け止めている。

「かなり戦い慣れてるな。ここまで鍛きたえられた奴やつがこの国にそうそう居るとは思えないが」

　言い終えると同時に男は《魔ま弾だん》を放った。十郎は小さな《障しよ壁うへき》で受け流す。

「ふん、この距きよ離りだと壊呪デイスペルは届かないか。施呪キヤステイングも大したことは無いな。魔法士としては二流以下というところか」

「……ガキどもをどうした？」

「さあな。どうしたと思う？」

　優位を確信しているのだろう。男は嘲あざ笑わらうかのように唇を歪ゆがめた。

　だが、十郎は彼に対し、同じく嘲ちよう笑しようを返した。

「三流以下だな、お前」

「……何」

「生かして捕とらえたんなら、人ひと質じちだとこっちに伝えなけりゃ意味は無い。殺したんならそう明言するか、死体でも持ってこないと動どう揺ようすら誘さそえねえ。余よ裕ゆうありげに言葉を濁にごしてるが、お前ら結局取とり逃にがしてんだろ？　ついでに手痛いしっぺ返しでも食らったか？」

　黒髪の男の顔色が変わったことで、図星だと知れた。しかし彼は醜しゆ態うたいを晒す寸前でどうにか取り繕つくろうことに成功する。

「──まあいい、舐めた言動はこれからゆっくり後こう悔かいさせてやる。最初に食い千切られるのはどこがいい？　手か？　足か？」
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「本気出すのがおせーんだよ、ボケ。最初からやれ、ボケ」

　駿介はアーネストの手当てを続けながら、刺とげ々とげしい視線を月子に向ける。

「お前がやる気出してりゃあっさり終わって、俺らも余計な怪け我がせずに済んだだろうが。わかってんのか、こら」

「ご、ごめんなさい……」

　月子はうなだれるしかない。

「ごめんで済んだら──」

「まあまあ、そう言いなや」

　アーネストが仲裁に入った。

　三人の中で一番重傷だったのは彼である。《罠わな蟲むし》により、体の至る所に縫ほう合ごうが必要なほどの傷を負っていた。敵に感知されないよう出力を絞しぼっているので、駿介の医いり療よう魔ま法ほうもなかなか効果を現さない。

「俺ら嬢じようちゃん居おらんと死んでたんやしな。しかし──」

　彼は首を振った。

「こんなところで、こんなとんでもないもんを見るとは思わんかった。ほんま、神さんは気き紛まぐれやな」

　珍しく冗じよ談うだんめかすことなくそう言うと、大きく息を吐く。

「嬢ちゃん、複数施呪マルチキヤステイングについては知ってるんか？」

「は、はい。えっと、幾つも同時に魔法回路を起動すること。でも、危険だから絶対に使うなと椎葉先生が──」

「危険……か。確かに、いろんな意味で、な」

　アーネストはどこか複雑な笑えみを浮うかべた。

「まあ、シイバの指示は正しいよ。あれはそれだけとんでもない能力やから。大きすぎる力の行使は慎しん重ちようすぎるくらいでちょうどええし、それが嬢ちゃんのためでもある」

「……理由がどうあれ、私のせいで怪我を負わせてしまったことには変わりありません」

　十郎に言われたから複数施呪マルチキヤステイングを使わず、しかし結局十郎に会えなくなるのが怖くて複数施呪マルチキヤステイングを使った。どちらも自分一人の都合だ。

「終わった話や。死んでへんのやから、別にええよ。──それにな、そういう誰かを強く想おもう気持ちは、自分の力に変えられる」

　突とつ然ぜん内心を見み透とおすようなことを言われ、月子は目を瞬またたかせた。

「……そ、それは、その、どういう意味です？」

「どういう意味かわからへんかった？」

「え、えっと…………」

　アーネストは赤面したまま口ごもる月子に人の悪そうな笑みを浮かべ、そしてなぜか普ふ段だん以上に不機嫌な顔をしている駿介にちらりと視線を向ける。

「終わったぞ！」

　乱暴に言って、駿介はアーネストの背中を叩たたいた。ところどころ傷きず跡あとや皮ひ膚ふの引き攣つれが残っているものの、出血はほとんど止まっていた。

「お、サンクス。ええ感じええ感じ。これやったらも少し動けそうやな」

　言いながらアーネストは腕をぐるぐる回した。

「で、どうする？　そろそろ片を付けるか？」

「え？」

　問いの意味がわからず月子はきょとんとする。

「嬢ちゃんの戦力は俺が思ってたよりはるかに上やったんや。加えて敵も数を減らしとる。君がその気になれば、一気に終わらせられんで、多分」

「…………」

　終わらせられる。口の中で呟つぶやきながら、月子は以前十郎に言われた言葉を思い出していた。

　追いかけるだけじゃなく、振り向かせろ。そいつの顔をしっかり見ろ。何に喜び、何に悲しみ、何に怒おこるか知れ。追いついて、肩かたを並べて歩いていけるように。

　少なくとも、肩を並べて歩くにはまだまだ遠い。十郎にとって、今の月子は保護すべき対象でしかないのだろうから──

　そこで不意に強きよ烈うれつな怒いかりが湧わき上がってきた。

　護まもられるだけの存在で満足していて良いのか？　そんな立場が自分の求めたものだったのか？

　──違ちがう。絶対に違う。

　なら、なぜ自分は十郎の顔色を窺うかがい、そんな場所に安住しようとしている？

　肩を並べて共に在りたいと、そう願ったのではなかったのだろうか？

　アーネストは言った。誰かを強く想う気持ちは自分の力に換えられる。

　そうしよう。

　その力で振り向かせて、私が何に喜び、何に悲しみ、何に怒るか──あの人に教えてあげよう。

「やります」

　短く答える。月子は今、一刻も早くあの無愛想な先生に会いたかった。

「どうすればいいですか？」

「派手に魔法を使えば敵も味方も集まってくるわけやから──ん？　どした？」

　眉まゆを寄せた月子に、アーネストが怪け訝げんな顔をする。

　意識の端はしに魔法回路を起動する気配が引っかかったのだ。

「……多分、《魔ま弾だん》です。少し距離がありますけど」

「交戦してるんかな」

　おそらくそういうことだろう。

「アーネストさん、すぐに助けに……」

「状じよう況きようもわかんねーのに戦場にのこのこ割り込んだって、邪じや魔まになるだけだろうがよ」

　駿介が口を挟はさんだ。むっとして言い返す。

「じ、じゃあ、どうすればいいんですか！」

「ここからやれよ。俺が目になる」

　どこか怒っているような顔で駿介は言った。

　言葉の意味がわからず、月子はきょとんと彼の顔を見た。

　施呪キヤステイングには認にん識しきが不可欠である。魔法を掛かける対象なり範はん囲いを視認しているか、何らかの方法ではっきりと感じ取っていなければならない。つまり、ここから魔法を使うのは不可能なのだ。しかし──

「あの、目になる……って？」

「嘉か神がみに習った。医療魔法士は薄うすく魔まり力よくを放ち、そのエコーを脳に投とう影えいすることで患かん者じやの体の中を『診みる』んだと。《精せい査さ》とか言ったかな。──どっちだ？」

「え？」

「《魔ま弾だん》の気配だよ。どの方角だ」

「あ、えっと、こっち、です」

　指さした月子の背後に回り、駿介は軽く肩に触ふれた。

「俺さ、どうも力を遠くに飛ばすってことに適性があるみてーなんだよな。だからこういう応用が利きく。──今から見せてやる。こっちの位置もバレバレになるから、一いち撃げきでやっつけろ。お前ならできるだろ」

「いったい何を──」

　するつもりなのですか？　と尋たずねようとした瞬しゆ間んかん──月子は理解した。

　駿介の組んだ魔ま法ほう回路から放射状に魔力の波が放たれる。ごく微びじ弱やくなはずのそれは、ほとんど減げん衰すいせずに周囲に広がり──通過した景色の映像を月子の頭の中に送り込んできた。

　森の大木、茂しげみと湿しめった土、花や草、虫や鳥、岩場とその上を流れる小川──

（見付けた！）

　四人の人間の姿を確認。

　十郎と唯里がそこに居た。
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　十郎の左足首に鋭するどい歯が突つき刺ささった。一瞬遅おくれて食い付いていた《罠わな蟲むし》が崩くずれ去さる。

「壊呪デイスペルが間に合わなくなってきたようだな」

　黒くろ髪かみの男が楽しげに笑う。

　十郎は軽く眉をしかめただけで、何も答えない。

　確かに不利は否いなめなかった。まず《罠わな蟲むし》の数が多すぎる。初撃を打ち消して一気に懐ふところに飛び込む、という戦い方を得意とする十郎にとって、こういう敵は相性が悪い。

　相手は二人で、こちらは戦力にならない唯里を背中に庇かばっているというのも厳しいハンデとなっていた。

　残っている一匹ぴき、ゴマイチローの力を解放すれば《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》が使える。敵の魔法回路を一いつ掃そうすることは可能だ。

　ここで使うか？　十郎はそう自問する。

　しかし、一人の魔法回路を喰くい尽つくしている間に、もう一人が《魔ま弾だん》を撃うつ程度の余よ裕ゆうは生じるだろう。こちらはそれを無防備のまま受けなければならない。

　それに、あの《生いける壁かべ》を破は壊かいできる手段はこれだけだ。術者を仕留め損なえば、撤てつ退たいの術すべを失うことになる。

（駄だ目めだな）

　少なくとも月子たちを見つけるまでは、使えない。

　やはり最初から徹てつ底ていして戦せん闘とうは避さけるべきだったのだ。冷静さを欠いたツケは高くついた。そう苦々しく思った。

「うっかり魔法士を巻き込んでしまったのは、こっちにとっても想定外の出来事なんだよなあ。まあ、大人しくしてれば楽に送ってやらんでもないよ」

　どちらにしろ殺すということである。

　十郎は返答もせず聞き流したが、背後の唯里は息を呑のんだ。

　マナが動く。恐きよ慌うこうに突き動うごかされ、彼女は魔法を使おうとしている。

（──よせ！）

《罠わな蟲むし》の群れと対たい峙じしながら、十郎は内心で叫さけぶ。

　挑ちよ発うはつに乗ってはいけない。今は可能な限り時間を稼かせいで対応策を考える時だ。冷静さを欠いた施呪キヤステイングでは、場数を踏ふんだこいつらに通用しない。せせら笑いと止めの一撃をもらうことになるだけである。

「お、後ろの娘むすめは魔法勝負が望みかな？──相手をしてやるか、“〝蛍石フローライト”〟？」

　後半の指示は英語だった。

「了りよ解うかいです。“〝紫水晶アメシスト”〟」

　栗くり毛げの男が、にやりと笑って魔法を使う態勢に入る。

　十郎は動けない。唯里のフォローに入れば《罠わな蟲むし》がいっせいに襲おそい掛かってくる。

　勝負の見えた絶望的な魔法戦が行われようとしている。何か、何か状況を逆転する手立ては──

　狂くるおしい思いで奥おく歯ばをかみ締しめたそのとき、

「何──だ？」

　十郎は眉をひそめる。突然、浮ふ遊ゆうしていたマナが消失した。

　その場にいた全員が動きを止める。黒髪も栗毛も何が起こったのかまったくわからないのだろう、それぞれ驚きよ愕うがくの表情を浮うかべていた。

　魔法士は行使する魔法に必要なだけのマナを占せん有ゆうし、魔法回路を組み上げる。その場その場のマナの量には限りがあり、流動性も低い。このため、圧あつ倒とう的てきな能力を持つ魔法士が施呪キヤステイングを行った場合、まれにニュートラルなマナがすべて独どく占せんされてしまうという事態が起こる。

　──そして、十郎は気付く。今、それを可能とする人間が一人いるということに。

　三〇の巨きよ大だいな《見みえざる手て》が同時に起動。

　うち二五の不可視の手が二五本の立木を同時に引ひっこ抜ぬき、道を作る。

　残る五つが大きくうねって《罠わな蟲むし》たちを粉ふん砕さい。

「な──」

　黒髪はおそらく反射的に《障しよ壁うへき》を張ろうとしたのだろう。しかし、マナ無くして魔法回路が組めるはずもなく、《見みえざる手て》の直ちよく撃げきを食らって吹ふき飛とばされた。

　十郎は地面を蹴けり、栗毛に襲い掛かる。だが、たった今新たに作られた道から恐おそろしい速度で飛び出した黒い影かげが、先に手刀で男の首を叩たたき折っていた。

「ええタイミングやったみたいやな」

　アーネストがこちらを向いてにやりと笑う。

　その巨きよ体たいを押おしのけるようにして、小さな姿が十郎の胸に飛び込んできた。

「──椎葉先生！」
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　自分の力に絶対の自信を持っていた時期があった。

　自分にかなう者など誰一人ひとりいないと思っていた。

　だが、やがてそれが間ま違ちがっているということを思い知る羽目になる。

　数ヶ月前。生まれて初めて恐怖という言葉の意味を知った日。

　あのとき自分は、彼女の背中に隠かくれたままだった。

　敢かん然ぜんと敵に立ち向かう彼女の後ろで、震ふるえ上がって小便をちびりそうになりながら、事態が収まるのをただただ待っていただけだった。

　世の中には圧倒的な資質の差というものがあることを思い知らされた。



　なのに何をやってるんだろう、と駿介は考える。

　どれだけ努力を重ねたところで、あの領域に到とう達たつすることはできない。それがわかっているのに、なぜ少しでも彼女に近づきたいと思うのだろう。

　彼女の能力は圧倒的に自分を凌しのぐものであるのに、なぜ力を貸してやりたいなどという、滑こつ稽けいで本ほん末まつ転てん倒とうな思考が生じるのだろう。

「……けっ」

　十郎の首にかじりついている月子を眺ながめて、駿介は小さく吐はき捨すてる。予想通りの光景だったのに、何となく面おも白しろくなかった。

　踵きびすを返そうとしたとき、大きな手でくしゃりと髪かみの毛をかき回される。

「……何だよ、オッサン」

「いやさ、俺さっきあの嬢じようちゃんに、『誰かを強く想おもう気持ちは、自分の力に変えられる』って言ったやん？　あれ、あの子だけじゃなくて、誰にでも当てはまる言葉なんよな、実は」

「だから何なんだよ」

「がんばれ、ってえことや」

「……意味わかんねえよ」

　原因不明の苛いら立だちを覚え、頭の上の手を乱暴に払はらいのける。

　楽しげに、そしてどこか優やさしげに笑っていたアーネストだったが、ふと何かに気づいたように周囲を見回し、表情を改めた。

「そういや、ぶっ飛ばされてたもう一人はどこいった？」

　その瞬間、小さな、だが鋭い悲鳴が聞こえた。
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　唯里はぺたんと地面に座り込んでいた。

　終わった──のだろうか。

　状じよう況きようの変化に、うまく思考がついていかない。

　確かなのは自分が何もできなかった、何もできないままだったということだ。

　ぼんやりと周囲を見回す。と、少し離はなれた木の陰かげに、人が横たわっているのが見えた。

（──あの人）

《罠わな蟲むし》を操っていた黒髪の男だ。死んでいるのだろうか。

　働かない頭でそんなことを考えながら、はうように近寄っていく。そして脈を確かめようとしたとき──突とつ然ぜん、男が目を見開いた。
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「動くな！」

　その声と、人ひと質じちに取られた唯里の姿を確かく認にんしたとき、月子は自分のミスを悟さとった。

　あの黒髪の男、最初の《見みえざる手て》の一撃で気絶させたつもりだったのだ。どうやら気を失ったふりで機会を窺うかがっていたらしい。

「魔法も使うなよ。今の《罠わな蟲むし》の作動条件は『魔法回路の起動』だ。どんな小さな術でも施呪キヤステイングした瞬間、この娘の首は食いちぎられるぞ！」

　明らかに冷静さを欠いた、ぎらついた目で男は言った。

　唯里の肩かた口ぐちに、あの不気味なヒルに似た軟なん体たい動物が乗っている。ちょうど一噛かみで頚けい動どう脈みやくを切断できる位置だった。

　月子はすぐ傍そばにある十郎の顔を見上げた。

「先生、あの──」

　すみません、と口にする前に、ぽんと頭に手のひらが載のせられた。

「……あとは俺の仕事だ」

　十郎は授業を始める前に見せるような、いつもの不ふ機き嫌げんそうな顔でそう言った。そしてそのまま無造作に男の方へと歩いていく。

　アーネストがいつでも飛び出せるよう、わずかに腰こしを落としたのが視界の端はしに見えた。月子は手で制した。怪け訝げんそうな目を向けてきたので、重ねて首を振ふる。

　必要ない。一対一なら、あの人は絶対に負けないのだから。
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　何もできないどころか──人質となって迷めい惑わくをかける羽目になってしまった。

　唯里は絶望的な気分で正面に立っている十郎を見た。

「お前で最後みてえだな。無む駄だな抵てい抗こうは止やめたほうがお互たがいのためじゃねえか？」

「近寄るな！」

　余よ裕ゆうを無くした声で男が怒ど鳴なる。十郎は足を止めた。壊呪デイスペルを使うことがわかっている以上、やすやすと間合いに入れてはもらえないだろう。

（魔ま法ほう回路の起動がトリガーか……）

　ならいっそ《魔ま弾だん》でも撃うってみるか。この男と相討ちにでもなれば、せめてもの役には立ったと言ってもらえるかもしれない。今なら男も油断しているはずだ。

　だが、集中に入ろうとしたとき、機先を制するように十郎が口を開いた。

「《罠わな蟲むし》か。面白い術だな。擬ぎ似じ生物に攻こう撃げき条件つけて自律動作させてるわけだ」

　どこかのんびりした口調で続ける。

「俺も似たような術を使うんだよ。ただ、俺のが喰くうのは人じゃなく──魔法なんだがな」

　そのとき唯里は感じた。肩かた──《罠わな蟲むし》が乗っている肩に、別の何ものかの気配がある。それが十郎の連れていた黒いハムスターだと気付いた瞬しゆ間んかん、蟲が居なくなっていた。

　いや──ハムスターの一咬かみで《罠わな蟲むし》の魔法回路が消しよ滅うめつしたのだ。

「《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》」

　十郎は静かに言う。

　瞬間ゴマイチローは数体に分ぶん裂れつ、生き残っていた《罠わな蟲むし》を喰い尽つくし、さらに分裂拡散して、《生いける壁かべ》に取り付いた。巨大な魔法回路の集合体は、見る見るうちにハムスターの大群によって喰い壊こわされていく。

「な──」

　男は目を見張って絶句する。

「隙すきだらけだぜ」

　十郎は流れるような動きで踏ふみ込むと、その顎あごに掌底を叩き込んだ。男はかくんと膝ひざから崩くずれ落ち、今度こそ動かなくなった。

　十郎は男の上着を取ってナイフで裂さき、即そく席せきの目め隠かくしとロープを作製、手早く彼を拘こう束そくしていく。施呪キヤステイングには認にん識しきが不可欠なので、視覚を奪うばえば相手の魔法をほぼ封ふうじることができるのだ。これで目が覚めても彼は無力な一いつ般ぱん人じんに過ぎない。

「いや、お見事お見事」

　アーネストが拍はく手しゆする。

「他に敵の気配は？」

「大だい丈じよ夫うぶや。全ぜん滅めつぽいね。お疲つかれさん」

「……てめえには言いたいことが山ほどあるが、後回しにしてやる。ガキども連れてバスに戻もどってろ」

　アーネストと駿介と月子──彼女はなぜか心配そうに何度も振り返っていた──が立ち去ると、十郎は尻しり餅もちをついたまま動けない唯里の前に立った。

「……あ、はは、は」

　乾かわいた笑いが漏もれた。笑うこと以外できなかった。

「全然、駄だ目め、でしたね、私。何やってたんだろ。なんで、特別対策局なんて目指してたんだろ」

「…………」

　十郎はただ口を閉ざしていた。

　沈ちん黙もくが痛い。何か言って欲しい。心の中で思っている通り、役立たずとでも足手まといとでも罵ののしって欲しい。その方がまだ救われる。

　だが、彼がぼそりと呟つぶやいたのは意外な一言だった。

「すまん。俺のせいだ」

「え──？」

「もっと別な方法があったはずなのに、選せん択たくを誤あやまった。お前が責任を感じる必要はない」

　それは冷れい徹てつに敵を倒たおしているときとは別人のようで──そう、まるで、傷ついて落ち込んでいるように見えた。戸と惑まどって返答できずにいる唯里に手を伸のばしかけ、ためらうように引っ込め、そして口を開いた。

「──立てるか？」

「は、はい」

　唯里は立ち上がり、服に付いた土を払う。

　とにかく、すべては終わったのだ。身の程を思い知らされた。これでは特別対策局に入ることなど、到とう底てい不可能だろう。自分は英えい雄ゆうにはなれない。荷が重過ぎる。

（研修も、中止かな……）

　見習い教官として十郎の下で勉強する日々も終わりだ。中等育成校に戻り、平へい凡ぼんな特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの道を歩むとしよう。

　そんなことを思いながら歩き出しかけた唯里は、十郎の声に足を止めた。

「卯滝」

　振り向くとまともに目が合った。

「俺はお前がどんな道を選ぼうと、干かん渉しようする気はねえ。──ただ、一つだけ言っとく。無力感に負けて逃にげんなよ。後こう悔かいしか残らねえからな」

　普ふ段だん通り愛想のない表情。しかし、わかりにくいけれど、そこには確かに真しん摯しな優やさしさと気き遣づかいがあった。

　あるいは経験から出た言葉だったのかもしれない。素質に恵めぐまれなかった十郎は、唯里などより遥はるかに自分の無力さを嘆なげく機会が多かっただろう。しかし彼は特別対策局のエリートとして今ここに立っている。

　不意にその顔が『あの人』のものと重なり、唯里は目を瞬またたかせた。

　そういえば、自分はなぜ彼女に憧あこがれたのだろう。強い魔法士だったから？　悪者を叩たたきのめす姿が格好良かったから？

　──違ちがう。

　助けてもらったときの目が、優しかったからだ。

　殺されかけた恐きよ怖うふ、怒いかり、そういったものを自分のことのように感じ、受け入れ、思いやってくれたからだ。

　それが嬉うれしかった。だから、自分もそうなりたいと願った。

　強く強く願ったのだ。

「──卯滝？」

　怪訝そうな十郎の声で我に返り、そして唯里は気付く。

　彼の目が、あの人にとてもよく似ていることに。

　なぜか顔が熱くなった。

　何か言うべきだったのかもしれないが、何を言って良いのかわからず、唯里は無言で十郎に背を向けて逃げるようにその場を離れた。
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　唯里が立ち去るのを見送ると、十郎は小さく息を吐はいた。

　自分の罪であり、責任だ。詫わびる言葉もないが、せめて嫌けん悪おされることは甘あまんじて受け容いれなければならないだろう。

　気持ちを切り替かえ、足元で伸びている男に視線を移す。

　少し歳を取ってはいるが、かつて写真で見た顔。間ま違ちがいなく、一いち花かと同じチームに在ざい籍せきし、五年前に死んだことになっている特殊執行官の一人だ。

　限界寸前の疲ひ労ろうと痛みを堪こらえつつ、襟えり首くびを掴つかんで引き起こす。男の口から小さな呻うめき声ごえが漏れた。

　こいつはしかるべきところに引き渡わたす。生き延びた経けい緯い、背後に居る勢力などが明らかになることだろう。

　だが、その前に叩き起おこして個人的な尋じん問もんだ。姉──一花の消息について、情報を得なければならない。

　と、そのとき、十郎は殺気を感じ弾はじかれたように顔を上げた。とっさに男の体を離して後方に跳とぶ。

　頭上から落ち掛かかった影かげ──その右足が明確な殺意と共に踏み降ろされ、気絶している男の頚けい椎ついを砕くだいていた。ごぼっと血の泡あわを吐いて男は痙けい攣れんし、すぐに動かなくなった。

「てめえ……」

「おっとっと、そないな怖こわい顔せんといてや。君とやりあうつもりはないんや」

　たった今人一人殺したアーネストは、大げさに両手を振ってみせた。

「俺の追っ手やしな、一人でも生きてられると何かと不安なんやわ」

「こいつを拘束するのは俺たちの権利だ。お前の事情なんぞに興味はねえが、怖いっつーなら保護してやってもよかった。殺す必要はねえだろうが！」

「そこまで日本政府を信用する気にはなれへん。つーか、黒幕様の圧あつ倒とう的てきな影えいき響よう力りよくを心から信用しびびっとる──と言った方が正確かね。誰かに自分の安全を委ゆだねるつもりはあれへんのよ、悪いけど」

「だから、俺らを利用し、ガキどもを盾たてにして逃げようとした、か？」

「あ、やっぱ怒おこってはる？」

　アーネストは困ったように笑った。

「ちょい読よみ違えてん。日本の学生のバスが襲おそわれて大勢の死人が──となるとさすがに大事件やから、俺が君らと別れるまで手出しはせんやろうと踏んでたんや。奴やつら、もう少し自重すると思てた。判断ミスは認めるし謝るよ。特に運転手さんには気の毒なことした。ほんま、申し訳ない」

「それで済む話かよ」

「そうは思わへんけどね。やから、できるだけの償つぐないはしよう思て、あの子ら護まもったんやん。ただ──あの嬢じようちゃんがいたんはほんまに幸運やった」

　一いつ瞬しゆん、おどけた表情が歴戦の魔法士のものに変わる。

「すごいね、あれ。規格外の怪かい物ぶつってやつやな」

「……怪物じゃねえよ。俺の生徒だ」

「ああ、すまん。せやから、そんな怖い顔せんといてって」

　アーネストはまた普段の陽気な笑えみに戻って言った。

「君、あの子の力を隠かくしたまま育てたいんやろ？　それで正解やと思うし、誰に告げ口する気もあらへんよ。こう見えても子ども好きやし、俺」

「子ども好きが自分のためにガキを利用するのかよ」

「まあ、それは……うん。だって俺、死ぬわけにいかんから」

　不意に笑みが消えた。否、表情は笑っている。ただ、その目がぞっとするほど真しん剣けんな光を宿していた。

「短い時間やけど、一いつ緒しよにおって楽しかったよ。これは誓ちかって嘘うそやない。もし、あの子らの誰かが犠ぎ牲せいになってしもたら、すごく悲しいね。多分、何年も何十年も、自分を責めて苦しむやろ。──でもな、俺は死ねん。死ぬわけにいかん。生き残る努力を止やめるわけにはいかんのや、絶対に」

「…………」

「誰かを犠牲にすることで死なずに済むなら、ためらわずそうする。あとでどれだけ後悔しても、誰にどんだけ恨うらまれることになっても、な」

　二人の視線が絡からみ合う。

　が、やがてふっとアーネストが力を抜ぬいた。

「──で、どうしよ？　俺はここから一人で山を下りるつもりやけど、止めるかい？　君、お世辞抜きで強そうやから、あんまりやり合いたくはないんやけどなあ」

　言って、彼は判断を委ゆだねるようにこちらを見た。

　十郎は無言のままゆっくりと進み出、右みぎ拳こぶしを振ふりかぶる。アーネストは避よけなかった。鈍にぶい音がして、巨きよ体たいが揺ゆれる。

「……さっさと行けよ」

「おおきに。ええパンチやね」

　おそらく立っているのがやっとの状態であることは見み抜ぬかれていただろう。だが、それについては何も言わず、アーネストは左ひだ頬りほおをさすりながら歩き過ぎ、そしてぴたりと止まって振り返った。

「ああ、詫びと礼の代わりや。そこの男の代わりに、一つ情報を教えたろ。プロジェクト・マクスウェルって会社を調べてみると、面おも白しろいことが分かるかもしれんよ、弟君」

「何……」

　十郎は一いつし瞬ゆん茫ぼう然ぜんとし、そして思わず大声を上げていた。

「お、おい、待て！　どういう意味だ？」

「自分の目と耳で確かめて、自分の頭で考えるんやね。──ああ、オマケでも一つ。今持ってるもんを切り捨てて別のもんを求めるんなら、相応の覚かく悟ごがいるで。悔くいの無いようにな。んじゃ」

　待て、と重ねて呼び止める十郎を無視すると、アーネストは軽かろやかに斜しや面めんを下って木々の向こうに姿を消した。



    

  
    
      五章　　届かぬ想い、届かぬ言葉






　週末のカフェ。客の入りは七割といったところだろうか。

　十じゆ郎うろうは飲み終えたオレンジジュースのグラスをからからと揺すって、おかわりを頼たのむべきかどうか思案していた。

　あのキャンプからは三日が経過している。

　バスに取り残されていた祐ゆう平へいと子どもたちは全員無事だった。

　祐平としては下に落ちた十郎たちのことは気になるが、さりとて生徒たちを置いてこの場を離はなれるわけにもいかず、かなりやきもきしたようだ。ただ、待っている間に事態収拾のため方々に連れん絡らくを取ったらしく、おかげで事後処理はスムーズに進んだ。

　十郎は特別対策局に所属不明の魔ま法ほう士に襲われたことを報告、駆かけつけた局員たちと現場で検証にあたり、結局寮りように帰ったのは日付が変わって数時間も経過してからのことだった。

　もう一いつ杯ぱい頼たのむか、と店員を呼び止めようとしたとき、待ち合わせの相手が店内に入ってくるのが見えた。

「や、どうもお待たせしました、十郎さん」

　外の残暑の影えい響きようを欠片かけらも感じさせない涼すずやかな笑みを浮うかべ、能の勢せは向かいの席に腰こしを下ろす。

　ハーブティーとオレンジジュースをそれぞれ注文。店員が立ち去ると能勢は口を開いた。

「お疲つかれ様さまでした。色々大変だったみたいですね」

「前の大おお祓はらえのときよりは、大分マシだ」

　十郎は小さく肩かたをすくめる。

　実際、学校や生徒への影響はさほどでもなかった。十郎、月つき子こ、駿しゆ介んすけの三人は傷を負っていたが、信し乃のと祐平がそれぞれきっちり魔法で治してくれた。

「それより本題に入るぞ。連絡した件、調べは付いたか？」

「ああ、ちょっと待ってくださいね」

　能勢は鞄かばんの中から紙束を取り出した。

　魔法士たちの襲しゆ撃うげきを受けたという事件──それは奇きみ妙ような形で終結を迎むかえていた。特別対策局局長の淵ふち上がみから十郎に連絡が入ったのである。

　経緯も説明せず、彼は言った。──全て忘れろ、と。

　魔法に関連して何か表おも沙てざ汰たにできない事件が起こった場合、一いつ般ぱん人じんに対する情報管制が敷しかれることはある。しかし、仮にも局員である自分にそれが行われるのは、異例の出来事だった。

　十郎は、この件の局内での扱あつかいがどうなっているのかということと、その他幾いくつか調べ物を能勢に依い頼らいしていたのである。

「えーと、まず十郎さんたちが襲われた件、これは処理済、詳しよう細さい閲えつ覧らん不可として分類されていました。かなり上の方から圧力が掛かっているみたいですね。正せい攻こう法ほうじゃこれ以上どうしようもなさそうです」

　予想通りだ。十郎は舌打ちする。

「あと頼んでおいた──」

「はい、アーネスト・ドレイクという人物とプロジェクト・マクスウェル社に関する情報ですね。アーネストというのはこの人物ですか？」

　能勢は一枚の写真を差し出す。見覚えのある顔が写っていた。

「……ああ、間違いない。しかし、グレン・キングストン？」

　写真の下にはそう名前が書いてある。

「偽ぎ名めいですよ。突つき止とめるのに少々苦労しましたけどね。アーネスト・ドレイク。元米軍特とく殊しゆ部隊所属の魔法士。四年前に横領の容疑をかけられた際、上官を殺害して逃とう亡ぼう。グレン・キングストンと名前を変えプロジェクト・マクスウェル──ＰＭ社の所属となる。会社についての資料もありますから、あとで目を通してみて下さい」

「つまり、会社が……匿かくまったってことか？」

「でしょうね。ＰＭ社は有名な軍ぐん需じゆ企きぎ業ようですし、魔法士の能力は商品として貴重なんでしょう。どう見ても違い法ほうですから、表立って宣伝するわけにはいかないでしょうけど」

　繋つながった。何らかの理由で抜けたくなったアーネストだったが、それを許さないＰＭ社から始末屋が派は遣けんされたというわけか。

「実は僕の方も先さき頃ごろ理り不ふ尽じんな案件を経験しましてね、個人的に少し調べていたんです」

　十郎は能勢から、グレン・キングストンの保護要よう請せい、そしてそれが取り消されたことに関する経けい緯いを聞いた。

「ＰＭ社の圧力か？」

「でしょうね。偶ぐう然ぜんながら、僕たちは同じ事件に関わっていたということです。それともう一つ大きな情報。そのキングストン──アーネストを追っていた奴らのリーダーは日本人でした。もしかしたらご存じかもしれませんが、五年前──」

「そう、五年前、中東で死んだはずの八人のうちの一人だった。俺の姉やあの石いし暮ぐれ陸りく人とと同じくな」

“〝紫水晶アメシスト”〟の顔を思い浮かべる。アーネストに止とどめを刺さされた、始末屋たちのリーダー。

「僕に対しては氷ひ見み谷やと名乗っていました。偽ぎ造ぞう戸こ籍せきの名前なんでしょうね。確か写真も持ってきてるはずなんですが……」

　能勢は資料の束をめくる。

　話の輪りん郭かくが見えてきた。ＰＭ社はこの社会の中に居場所を無くした魔法士たちを集め、新たな身分を与あたえて手元に囲っているということだ。アーネストはそれを暴ばく露ろすべく日本に保護を求め、ＰＭ社はそれを阻そ止しすべく始末屋を送り同時に政府に圧力を掛かける──

「ああ、これです、この男が氷見谷」

　写真には若い男が写っていた。

「五年前の新聞記事にもありましたから、確かく認にんは容易でしたね。この男が氷見谷晃こう、本名葛かつ城らぎ功こう哉やです」

「…………」

　十郎は眉まゆを寄せつつ、目を瞬またたかせた。

「……違ちがう」

「はい？」

「こいつじゃない。──その五年前の記事はないか？」

「ああ、これですね」

　新聞のコピーである。特とく殊しゆ執しつ行こう官かんたちの死亡が写真入りで大きく伝えられている。椎しい葉ば一いち花か、石暮陸人、葛城功哉──

「俺が見たのはこいつだ、御み小こし柴ばり亮よう」

　十郎は写真の中の一人を指さした。暗い目をした三〇くらいの男。外見が五年分若いが、“〝紫水晶アメシスト”〟に間ま違ちがいない。

「その氷見谷だか葛城だかいう奴やつとは顔を合わせてねえし、死体の確認もしてねえ」

「……つまり、氷見谷は死んでおらず、ＰＭ社の始末屋はまだ全ぜん滅めつしていない可能性がある？」

　能勢が小首を傾かしげる。

「そういうことだろうな」

　こいつを押おさえれば、一花に関する情報が手に入るかもしれない。

　だが、どこを捜さがせばいい？

　十郎が考え込んでいると、能勢が口を開いた。

「一応、あてがありますよ。休日潰つぶして、今から行ってみます？」
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　アーネスト・ドレイクは一八のとき、士官待たい遇ぐうでアメリカ太平洋軍に入隊した。

　軍隊はもっとも魔法士が重用される機関の一つである。強さが一つの指標となるこの組織において、稀きし少ようかつ強力な魔法士は優ゆう遇ぐうされる。

　肉体を極限まで鍛きたえた軍人が束になったとしても、攻性魔法を修めた魔法士一人に対たい抗こうできるものではない。訓練時には連戦連勝、さらに年長者たちからの賞賛、阿あ諛ゆつ追いし従ようが日常的な環かん境きようにおいて、いつしか彼は増長し、周りの人間を見下すようになっていった。

　在日米軍の一員として日本に来ているときに、知り合った女と結けつ婚こんした。いつもにこにこ笑っていた。アーネストが魔法士であるという事実を気にも掛けない、変わった奴だった。大した愛情や決意があって籍せきを入れたわけではない。嫌いやになったら別れればいい──そう思っていた。

　すぐに子どもが出来た。

　身に覚えのない横領の疑いを掛けられたのは、息子が八歳さいの誕生日を迎えた頃ころのことだった。

　官舎からコンビニに立ち寄り、基地に向かったアーネストに上官から『私的な呼び出し』があった。

　入室するなり、『証しよ拠うこ書類』なるものを突きつけられた。

　知らぬ間に五〇〇〇ドルを懐ふところに入れた横領犯になっていた。

　嵌はめられたのはすぐにわかった。

　これまで馬ば鹿かにしていた上官が、書類をひらひらさせながら証拠も証言も挙がっていると言った。これまで能無しと蔑さげすんできた部下たちが、溜りゆ飲ういんが下がったとでもいうようににやにやと笑っていた。

　庇かばってくれるものは誰もいなかった。アーネストはそのとき初めて自分が周囲からどのように見られていたかを知った。ただでさえ偏へん見けんにさらされやすい魔法士、その立場に彼自身の傲ごう慢まんな言動が拍はく車しやを掛けた結果だった。

　金額はさほどでもないから、反省して謝罪するなら内々に処理してやってもいい、と上官は言った。これがアーネストのプライドを傷つけるためだけに仕組まれた茶番であるのは明らかだった。

　彼らは軽い気持ちで行なったのかもしれない。生意気な魔法士の若造をへこませて楽しむ、その程度の動機だったのだろう。

　だが、負の感情に対する耐たい性せいを培つちかって来なかったアーネストの精神は、目の前の出来事をうまく処理することができなかった。

　彼の中に生まれたのは大きな怒いかりと、それに倍する恐きょ怖うふだった。この世の全ては敵で、信しん頼らいできる人間は誰一人ひとりおらず、自分は孤こ立りつ無む援えんの存在なのだという感覚。混乱と激高と絶望に支配され恐きよ慌うこうに陥おちいった彼は、現実を受容することを拒こばみ、破壊することを選せん択たくした。

　アーネストは上官の頭を吹ふき飛とばし、逃とう走そうした。

　安手のホテルを転々とし、しでかしたことの恐怖に震ふるえる日々。そんなある日、彼の前にプロジェクト・マクスウェル社の使いと名乗る若い東洋人が現れた。

「あなたを我が社に迎えたく存じます。新しい、真っ白な身分付きで」



　あのときと同じだな、とアーネストは思った。

「やあやあ、お久しぶりです」

　電車を降りた彼を出迎えたのは、大げさに両手を広げた若い男だった。

　小さな田舎町の駅前。ほとんど人通りはない。

「待っていれば会えると思ってましたよ。ここは息子さんの暮らす街ですからね」

「……ま、予想はしとったけどね。追っ手にお前が加わってないなんてことはありえへんし。ほんまに久しぶりやな、氷見谷、いや葛城やっけか？」

「どちらでも。仕事中は氷見谷で通してますから、今の名前にも愛着があります」

　かつてこの国で特級特殊執行官を務めていた男は、薄うすく笑った。

　アーネストはゆっくりと山の方へと足を向ける。氷見谷も後ろに付いてきた。

「それにしても、日本語が上達しましたね。初めて会ったときは、ほとんど話せなかったというのに」

「勉強したからな。言葉はコミュニケーションの基本やしね」

「活用する機会が一つ失われたことは残念ですね。奥おくさんはお気の毒でした。心からお悔くやみ申し上げます」

「…………」

　知ってやがったか、とはいちいち口にしない。この男なら当然調べているだろう。

　数年間、ＰＭ社所属の傭よう兵へいとして世界中を回った。

　その間、一度も家族と連れん絡らくを取ることはなかった。自分のしでかした事がどう伝わっているのか、どう思われているのか知るのが怖こわかったからだ。ただ、時々人を遣つかって様子を窺うかがっていた。

　悲報がもたらされたのは先月のことだ。

　妻が死んだ。交通事故で即そく死しだったそうだ。息子はこの街に住む祖父母に引き取られた。

「ただ、だからといって、勝手に辞められたり、会社を売ろうとされたりしても困るんですよねえ」

「こっちにはこっちの事情があるでなあ。悪う思わんといてや」

「思いませんよ。ただ、事情があるのは俺も同じでしてね。──ま、御小柴さんたちが全滅しちゃったのは予想外でしたし、調整役の俺も大いに責任を感じるところですけど」

「ほんまかい」

　アーネストは笑う。嘲あざけりを込めて。

「連絡は取ってたんやろ？　奴らがバスを巻まき添ぞえにした時点で、育成校の連中やと調べが付けられたやろし、警告もできたはずや、お前は」

「そうですね」

　氷見谷は表情を変えない。

「まあ、社長の意向もありまして、今回はクズ石をふるいにかけたんですよ。少しばかり試練を与えてね。あなた一人でも数人は道連れにしたでしょうが、より厳しい判定を行うという意味で彼らの存在は渡わたりに船だった。全滅を望んでいたわけではないですが、こういう結果に終わった以上、御小柴さんたちにはその程度の価値しかなかったということです」

「冷たい奴やな。あいつとは、古い付き合いやったんちゃうんか？」

「ええ。ＰＭ社に入る前からの同どう僚りようです。でもそれは彼の価値判定に何ら寄き与よしない要素ですから」

「お前のそういうところが嫌きらいなんやけどな、俺。……ほれ、この辺でええか？」

　小高い山の中腹にある神社の前である。周囲に人家はなく、人の気配もまったくしない。

「はて、何がですか？」

「とぼけんな。ここならやり合えるやろって言うとるんや。お前は俺を殺したい。俺にとってもお前は最後の障害物や。踏ふみ潰さんと前に進めん」

　氷見谷は困ったように笑った。

「うーん、反省して戻もどってくれるんならそれが一番良いんですけど。あなたはあのクズ石たちより価値がある」

「寝ね言ごと抜ぬかすな。んな覚かく悟ごであのクソ会社飛び出したんちゃうわい。──お前にはわからんのやろうけどな」

「国に縛しばられていた魔ま法ほう士たちに新しい身分を与あたえ、自由をもたらす。意義のあることだと思いますけどね」

　氷見谷は芝しば居いがかった仕草で肩かたをすくめる。アーネストは冷ややかな視線を向けた。

「名前を変えさせられ、社会と切きり離はなされて飼われる。そんなんは自由と言わんよ。あのボケ社長が蒐しゆう集しゆ欲うよく満たしとるだけや。──ありのまま、魔法士として、他の人に受け入れてもらえへんのやったら、意味なんかない」

「見解の相そう違いですね」

「よう、わかっとるやん。つまり、話し合う余地なんか最初からないっちゅうこっちゃ。──おら、始めるでえ！」

　アーネストは姿勢を低く構えた。

　ずっと後こう悔かいしていた。

　自分はどうしようもない小心者で、卑ひき怯ような人間だった。

　あのとき、逃にげるべきではなかった。愚おろかな自分を支え、共に孤こ独どくと戦ってくれるはずの家族を置いて、逃げるべきではなかったのだ。

　経験から学んだことも確かにある。自分の内側しか見ていなかった視線を、努めて他人にも向けるようにした。軍人をやっていたころよりは、人との接し方がましになったかもしれない。

　だが、それだけでは全然足りない。未まだ表面の取とり繕つくろい方、誤ご魔ま化かし方が上手になっただけの弱虫に過ぎない。

　過去を消し、新しい名前を手に入れる。そんなことに何の意味があっただろう。

　後悔を取り戻さなければならない。間ま違ちがい続けていた自分を否定し、清算しなければならない。でなければ、本当の意味で生まれ変わることなどできはしないのだ。

　息子、妻の両親、被ひ害がい者しやの遺族──多くの人間に詫わびたかった。自分の愚かさを、そして妻が死ぬまでそれに向き合うことを決意できなかった弱さを。

　それまで、絶対に、死ぬわけにはいかない。

　アーネストの表情を見て氷見谷は小さくため息をつき──そしてまったく予備動作無しで《魔ま弾だん》を放った。

「甘あまいわ！」

　アーネストはかわしつつ《瞬しゆ動んどう》で踏み込む。一いつ瞬しゆんで両者の距きよ離りがゼロに。強化された拳こぶしが《障しよ壁うへき》と衝しよ突うとつ。火花を散らす。

　氷見谷の顔から余よ裕ゆうが消えた。

「さすがに、近接戦せん闘とうの専門家」

《瞬しゆ動んどう》とは単体の魔法ではなく、一種の技術体系である。

　通常、一人が一度に起動できる魔法は一系統のみ。それを筋力の強化、腱けんや靱じん帯たいの保護、体表面の硬こう化か、衝しよ撃うげきの吸収等々瞬時の判断で使い分け、超ちよう人じん的てきな動きを可能にする──それが《瞬しゆ動んどう》。本来Ｂランクの下でしかないアーネストを一流たらしめている技法だった。

　氷見谷は《魔ま弾だん》を放ち距離を取ろうとする。だが、手で無造作に払はらいのけ、強化された脚きやく力りよくで肉にく迫はく。

　時間を掛かけるつもりはない。一気に終わらせる。辿たどり着くべき場所はすぐそこに見えているのだ。

　めまぐるしい攻こう防ぼうのなか、アーネストは数日前、ごく短い時間共に戦った者たちのことを思い出していた。

『誰かを強く想おもう気持ちは、自分の力に換かえられる』

『今持ってるもんを切り捨てて別のもんを求めるんなら、相応の覚悟がいるで。悔いの無いようにな』

　──何とも偉えらそうに語ったものだ、この俺が。

　内心で苦くし笑ようする。

　本来口にする資格などない。それは、自分にできなかったこと、自分が失敗したことなのだから。

　せめて若者たちには、その轍てつを踏んで欲しくないと心から思う。

　服の胸ポケットに入っている、小さなテディベアを意識する。家族との、繋つながりの名残。

　自分は今から絆きずなを、想いを、もう一度繋ぎ直しに行く。

「おらおら、どしたあ！」

《障しよ壁うへき》を組み上げる速さ、体捌さばきの見事さを見れば、氷見谷も一流であることはわかる。しかし、勝てない相手ではない。

　攻こう撃げきに転じる隙すきを与えず、攻せめ立たてる。押おしまくられ後退した氷見谷は、バランスを崩くずす。

（追おい詰つめた！）

　接近戦において相手を手数で圧あつ倒とうするのが《瞬しゆ動んどう》の本領である。

　今、氷見谷の意識は当然、拳や足での攻撃に集中しているだろう。

　──だからこの一いち撃げきで決められる。

　アーネストは魔法回路を組くみ替かえた。今度は《瞬しゆ動んどう》ではない。

「《龍りゆ槍うそ撃うげき》！」

　氷見谷の背後に実体化された巨きよ大だいな突ラ撃ン槍スが出現。死角から標的に襲おそい掛かる。



　凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき渡り、一いつし瞬ゆん遅おくれて血ち飛沫しぶきが飛び散った。



　　　　　＊　＊　＊



　到とう着ちやくしたのは小さな田舎町だった。規模としては育成校のある守もりヶが丘おかよりもさらに小さいだろうか。

「……何もねえとこだな」

　駅のホームに降り立った十郎はそう感想を述べる。

　ここにアーネストの息子が暮らしているということだった。つまり彼がここを訪れる可能性は高く、となれば、氷見谷もここを押さえにくるだろう。

「ひとまず、お家の方にお邪じや魔ましましょうか。えーと、住所は──」

　能勢は突とつ然ぜん言葉を切る。

　同時に十郎の肩のゴマとフクが髭ひげを緊きん張ちようさせ、鋭するどく鳴いた。

　大きなマナの変動──強力な魔法士同士が全力で戦っているレベルのものだ。

「位置は？」

「北側、山の方ですね。急ぎますか」
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　まったく予想外の攻撃だった。

　即死は免まぬがれたものの、右みぎ腕うでを落とされた。



「…………な、なんや、それは」

　アーネストは傷口を押さえながら呻うめいた。

　右手に刀を提さげ、氷見谷は小さく肩をすくめた。

「ああ、あなたと似たタイプなんですよ、俺。近接戦専門で、具現化させた武器を使う。だからあなたの切り札がどういう種類のものか、魔法回路で判別できたわけです。──あ、ちなみにこれは《霜そう刃じん》っていいます」

　単に力場を発生させるだけの《魔ま弾だん》や《戦せん斧ぷ》と、破は壊かいという事象を武器のかたちに具現化させる魔法は、まったく系統が異なるものである。後者の術式は肉眼で確かく認にんできるというささやかなデメリットと引き替えに、桁けた外はずれの威いり力よくを備えているのだ。視覚的イメージが“〝破壊”〟という結果に対する術者の認識を大きく補強するためである。

　氷見谷は《龍りゆ槍うそ撃うげき》により実体化した巨大な槍やりを同じく具現化した刀で切り払い、そのまま反転してアーネストの右腕を切断したのだった。

「この国の特別対策局に居た頃ころは、とある魔法士の護衛役をやってましてね。俺が近寄ってくる敵を一人残らず斬きり伏ふせ、その間に彼女が大規模魔法を起動して殲せん滅めつ、ってな役割分担でした。で、まあ、こういう攻防にもちっとばかし自信があるというわけで──」

　アーネストは言葉が終わるまで待っていなかった。地面を蹴けり、襲いかかる。

　だが隻せき腕わんでの攻撃は全て氷見谷に防がれた。

「無む駄だですよ。片かた腕うで無くして動きが悪くなってる上に、その出血。あなたにとっては致ち命めい的てきでしょう？」

　認めたくはないが、その通りだった。

　後方に跳とんで一度距離を取ろうとする。

　しかし、その着地の瞬しゆ間んかんを狙ねらって氷見谷は右手を振ふりかぶった。投じられた刀は狙い過あやまたずアーネストの右足首を貫つらぬき、地面に縫ぬい止とめる。

「ぐ……！」

「はい、これで動けない。詰みです」

　彼の手の内には、また新たな刀が出現していた。

　アーネストは《龍りゆ槍うそ撃うげき》を起動。氷見谷は軽く横に飛んで、背後からの槍を回かい避ひ。

「そうそう何度も通じませんよ。悪あがきは──」

　そこで氷見谷は眉まゆを寄せた。



    

  
    
      　巨大な槍の穂ほ先さきは──術者アーネストの足を、縫い止めた刀ごと粉ふん砕さいしていた。

「ふ、は、はは──どうや、まだ動ける。まだもう少し遊べるでぇ」

「……正気か」

　さすがに笑えみを消して氷見谷は呟つぶやく。

「俺は、死ねん、死ねへんのや。お前を倒たおして、生き残るためやったら、どんなことでもする。どんなことでも、な」

「…………」

　もう力はほとんど残っていない。

　だが、たった一度──一度だけでもこの拳が届けば、奴やつを倒すことができる。

　全ての意志を振り絞しぼり、魔法回路を起動。残った左足に力を集中。

「ラスト一発や。受けてみい！」

　まるで強弓から放たれた矢のように、一条の光となってアーネストは氷見谷の胸元に飛び込む。

　回避も防ぼう御ぎよも許さない、完かん璧ぺきなタイミングだった。

　この左ひだり拳こぶしを奴の心臓に叩たたき込んで──

「《千せん刃じん》」

　だが、その瞬間、氷見谷は囁ささやくように言う。

　同時にアーネストの拳はあと一ミリというところで停止していた。

　どこからともなく出現した刀が、腕うでを串くし刺ざしにしている。

　いや、腕だけではない。胸も、腹も、腿ももも、足も、無数の刀に貫かれている。

　視線がすとんと落ちた。

　自分が地面に跪ひざまずいたことに気付く。同時に、ごぼっという音と血の混じった泡あわが口から溢あふれる。

「気が済みましたか？」

　刺ささっていた刀が消えた。

　全身から血を噴ふきながら、アーネストは汚お泥でいの中に崩れ落ちた。
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「──まだ息があるのか」

　呟くと、氷見谷は倒れた巨きよ体たいに近寄る。

　一太刀で首を落としてやろうと刀を振り上げたとき──瀕ひん死しであるはずのアーネストの手が、彼の足首を捕とらえた。

「根性は認めますけど、動くと苦しみが長引くだけ──」

　だが、言い終える前に顔色が変わる。続けて何かが砕くだける鈍にぶい音。

　白刃を一閃してアーネストの腕を切り飛ばした氷見谷だったが、その寸前、くるぶしの骨を握にぎり潰つぶされていた。

　もうろくに見えていないはずの、焦しよ点うてんの合わない目。しかし、そこに明らかな嘲あざけりを込めて、アーネストは彼を見上げていた。

　氷見谷はため息をついた。

「しぶといね、ほんとに。……でも、死ねない理由があるのは、あなただけじゃない」

　足の痛みのせいかそれとも他の理由によるものか──微かすかに顔を歪ゆがめながら、刀を振りかぶり、振り下ろす。

　白銀の刃やいばがアーネストの上に落ちかかり、その首を切断しようとする。



　その瞬間──刀が砕け散ちって消しよ滅うめつした。
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「《大おお顎あぎと》！」

　間かん髪はつを容いれず能勢の魔ま法ほうが飛ぶ。

　氷見谷は新たに生成した刀で打うち払はらおうとするが、それを十郎はもう一度壊呪デイスペル。

　武器を無くした相手は舌打ちし、大きく距きよ離りを取った。

「能勢和かず希きに──椎葉十郎、か」

「なんで俺らの名前知ってるのかは、あとでゆっくり話してもらう。とりあえず、痛い目見たくないなら暴れんじゃねえぞ」

「いやあ、そういうわけにはいかない。俺は捕つかまるつもりないから。……特にお前には、な」

　笑顔のまま十郎に向けた視線には、なぜか強きよ烈うれつな憎ぞう悪おが込められていた。

　過去にこいつに会ったことがあるだろうかと一いつし瞬ゆん眉まゆを寄せるが、後で喋しやべらせればいいことだと思い直して思考を打ち切る。

「んじゃ、好きにしろ」

　その言葉を合図に能勢が《魔ま弾だん》を放つ。

　防護の《障しよ壁うへき》は十郎が壊呪デイスペル。同時に踏ふみ込む。

　体勢を崩くずしながらも氷見谷は《霜そう刃じん》で刀を生み出し十郎を迎むかえ撃うつが、それも壊呪デイスペル。

　武器を失った相手に能勢の《大おお顎あぎと》。だが、不可視の顎あごの気配を読み切り、氷見谷は紙一重でかわす。

　二人を相手に数手持ちこたえるとは、確かにかつての特級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの名に恥はじない実力だった。しかし──

「調子悪そうですね。以前より動きが鈍い。消しよ耗うもうしている上に、右足を持って行かれてるでしょう？」

　能勢が指し摘てきする。わずかに顔をしかめる氷見谷。

　戦うことはもちろん、逃にげるのも難しいコンディションであることは明らかだった。

「……あとは任せた。殺すなよ」

「はい、任されました」

　能勢の返事を確かく認にんして、アーネストの容態をみに向かう。早く病院に搬はん送そうして医いり療よう魔ま法ほうを施ほどこすことができればあるいは──助けられるかもしれない。

　だが次の瞬間、十郎は強力なマナの動きを感じ取り、弾はじかれたように顔を上げた。

　氷見谷は刀を土の上に突つき立たてていた。高密度の魔法回路が明めい滅めつする。狙いはこちらへの攻こう撃げきではなく──

「能勢！　止とめろ！」

　警告は間に合わなかった。

　氷見谷が切ったのは──山そのものだった。

　ズシンと足元が揺ゆれる。刀の軌き跡せきに沿って亀き裂れつが走る。地表が大きくうねり、木々が倒れ、岩や土を巻き込みつつ斜しや面めんの下方へと崩れ落ちる。

　山面が崩壊し、大規模な土ど砂しや崩くずれが起こる。

　麓ふもとの方には無防備な民家。

「押おさえろ！」

　十郎は怒ど鳴なる。

　能勢は一いつし瞬ゆん逡しゆん巡じゆんの表情を見せるも、すぐに魔法回路を起動。広こう範はん囲いに展開した《見みえざる手て》で崩壊した木々や土砂を押しとどめた。

　地じ響ひびきと土つち煙けむりが収まったとき──氷見谷の姿はどこにもなかった。

「……無茶苦茶しやがるな、あの野や郎ろう」

「逃がしましたね。まあ、一いつ般ぱん人じんの安全を優先しなければいけないのは、公務員の義務ですから仕方ないですが」

　惜おしいことをしました、とため息をつく能勢。

「魔法は維い持じしたまま、下の住民を避ひ難なんさせてくれ。あと通報」

「了りよ解うかいです」

　多少欲求不満な様子で山を下りていく能勢を見送り、十郎はアーネストの傍かたわらにしゃがみ込んだ。頬ほおを叩きながら、呼びかける。

「おい、おっさん！　しっかりしろ！　何があっても死ねないんじゃなかったのかよ！」

　口からは微かに喘ぜん鳴めいが漏もれている。しかし、脈はほとんど確認できないほど弱い。時間の問題だろう。

　十郎はもはやアーネストを救う術すべはないことを理解した。
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　目の前で誰かが必死に呼びかけているようだった。

　だがもう声は聞こえず、顔の判別すらできない。

　彼は自分が死につつあることを悟さとった。

（怖こわい──もんだな）

　これから虚きよ無むに呑のまれ、もはや何を知覚することも、何を認識することもできなくなる。そのことがたまらなく怖い。

　妻もこんな恐きよ怖うふを味わって死んでいったのだろうか？

　最さい期ごのときも笑おうとしたのだろうか？

　仮にその死が避さけようのない運命だったとして──もし、自分が逃げ出していなかったら、最後の瞬しゆ間んかんにその手を握っていることができただろうか？

　彼女亡なきあと、息子を支えることができただろうか？

　残された親子二人で、傷を癒いやしながら生きていくことができただろうか？

　──答えを得られないまま、誰にも何も遺のこせないまま自分は死んで行く。

　自身の愚おろかさの責任を負いながら。



　懐なつかしく、大切な二人の顔が浮うかぶ。

　　

　──すまんな。

　

　そして、生者にも死者にも届かない言葉を抱かかえたまま──アーネストの意識は闇やみの中に消えた。



    

  
    
      エピローグ１　　宣言する少女






『大規模な土砂崩れ。一人が死亡』

　放課後の教官室。十じゆ郎うろうの机の上に投げ出された新聞には、そんな活字が躍おどっている。

　犠ぎ牲せい者しやは旅行に来ていたグレン・キングストンさん（三七）。付近の住民は避難が間に合って怪け我が人にん無し。何らかの原因で地じ盤ばんが緩ゆるんでいたものと思われる。

　──だいたいこんな内容だ。

　もちろん、先日の氷ひ見み谷やを取とり逃がした一件が偽ぎ装そうされた結果である。キャンプ帰りの襲しゆ撃うげきと同じく、こちらも単なる事故として処理されることとなった。

　十郎と能の勢せは淵ふち上がみに呼び出され、二度と勝手な行動を取らないよう言いい渡わたされた。

（おとなしく従うつもりなんざねえけどな）

　ＰＭ社は一いち花かに通じる貴重な手て掛がかりである。左さ遷せんされることより、あるいは職を失うことより、ずっと重要だ。

　それに──ＰＭ社の影えい響きようが日本政府にまで及およぶのだとしたら、特別対策局すら信しん頼らいのおける組織ではないということになる。

　局長はどうなのだろう、と十郎はあの特とく徴ちようのない中年男の顔を思い浮かべた。どういう立場で、どの程度事態を把は握あくしているのだろうか。

　と、そのとき控ひかえ目めなノックがあり、失礼しますと月つき子こが顔を覗のぞかせた。

「おう、どうした？」

「……卯う滝たき先生は、居ないの？」

　室内を見み渡わたして、そう尋たずねる。

「何だ、あいつに用か？」

「う、ううん、そうじゃないんだけど、大たい抵ていいつも椎しい葉ば先生と一いつ緒しよにいるから」

「最近はそうでもねえな。今は外に出てる」

　キャンプ以降、彼女は十郎の傍そばに寄りつかなくなった。考え無しに巻き込み、恐おそろしい思いをさせた以上、仕方のないことだと思う。今のところ学校を辞めるという話は聞かないが──今後、どうするつもりなのだろう。

「……何か、落ち込んでる？」

「落ち込んでねえよ。で、何の用だ？」

「あ、うん。お話があるんだけど、いいかな」

　その目に何かを決断したような色があった。

　そういや、色々あってこいつとの話がうやむやになったままだったな、と思いつつ十郎は椅い子すを勧すすめ、先を促うながす。

　月子は大きく息を吸って、口を開いた。

「先生は──私を護まもろうとしてくれてるの？」

「…………」

　聡さとい子だ、と思う。

「大きすぎる力を扱あつかうのは慎しん重ちようにってアーネストさんが言ってたんだけど……私にあまり魔ま法ほうを使わせなかったのはそういうこと？」

　アーネストの正体もその死も、生徒たちには告げられていない。たまたま行き合わせた愉ゆ快かいな外国人として、彼らの記き憶おくに残ることになるのだろう。

「そうだ」

　十郎は肯うなずいた。

「向上心は立派だがな。フルに力を発揮するのは、その使い方を覚えてからでも遅おそくはない。今はまだ早い」

「……先生はそう思うんだね」

　月子は静かに言った。

「でもね、私は知らされてない。私の大きな力がどんな種類のものなのか、どんな悪いことを引き起こしかねないのか。先生だけが知っていて、先生が勝手に決めて、私に命令する。そんなのは──嫌いやなの。ただのお人形さんと同じだと思うから」

　従順な優等生らしからぬ言葉だった。十郎は驚おどろいて彼女を見る。

　その目の奥おくにあるのは──不当に扱われたことに対する怒いかり。

（──いや、俺がそう言ったんだっけか）

　自分を偽いつわってはいけない。優等生の仮面などいらない。唯い々い諾だく々だくと他人に従う必要などない。

　だから──彼女は一個の人間として、自分の意志を持って十郎の前に居る。

「ああ。お前が正しい」

　十郎はふっと頬を緩めた。

　突っぱねられたり怒おこられたりすることも覚かく悟ごしていたのだろう、月子は意外そうに目を見張った。

「そうだな──これからお前にある話をする。ただ、一つ約束してくれ」

「や、約束？」

「そう。ここで聞いた話を、絶対に外に漏らさないということだ。友人や家族相手でもな。──どうだ、できるか？」

「…………」

　月子は『約束』という言葉の重さを吟ぎん味みするように目を閉じ、そしてはっきりと肯いた。

「約束する。私と先生の秘密。絶対他の人に言わない」

　十郎も肯き返し、そして口を開く。

「俺の身内の話だ。姉が居るって話は前にしたっけか？　今は音信不通、行方不明なんだが。──ま、それはさておき、俺の姉、椎葉一花も魔法士だった」

「先生と同じ？」

「同じなのは魔法士であるって点だけだな。Ｄランクの俺と違ちがって、一花は優ゆう秀しゆう──もっと正確に言えば、世界中を見ても並ぶ者が居ないほどの天才だった。一〇代半ばで特別対策局に入り、特級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの資格を手に入れた」

「す、すごいね」

　月子は目を丸くしている。

「ただ、出来が良すぎるってのも良い方に働くとは限らないわけでな。──魔法がもっとも効率的に働く分野って何か分かるか？」

「え？　えっと……」

　不意打ちの質問に首を傾かしげる少女を見て、十郎は笑えみを誘さそわれる。こんなこと、わからない方が幸福なのだ。

「正解は戦争、殺し合い。優秀な魔法士一人は数千数万人の兵士、数億数十億円の兵器に匹ひつ敵てきするからな」

　月子は絶句した。

「やがて一花も、そういう方面の仕事に駆かり出される。外国のテロの鎮ちん圧あつ、ゲリラの殲せん滅めつ。人を殺せ。たくさん殺せ。効率よく殺せ。そう要求されるようになる。一花に拒きよ否ひする術すべはない。たった一人の家族、何も知らず能天気に特殊執行官を目指してる弟を護らなければならなかったからだ」

「護る……？」

「まあ、人ひと質じちだな。誘ゆう拐かい犯はんやテロリストがよくやるだろ。俺の言うとおりにしろ、こいつがどうなってもいいのか──ってな。一花はどんなに嫌でも従うしかないってわけだ」

「え、え？　でも、その一花さんに命令してるのって、誘拐犯じゃなくて、国の偉えらい人だよね？」

「そう、そいつらがそんな真ま似ねをしたんだ。利益のために手段は選ばないって点では、犯罪者と似たようなもんなのかもな」

　月子は息を詰つめ、言葉も出せない様子だった。十郎は続ける。

「だが、それもやがて限界が来る。疲ひ弊へいし切った一花は、ある日殉じゆん職しよくを装って姿を消した。今はどこにいるのかもわからない。能力があるがゆえに、国に利用されしゃぶり尽つくされたという悲劇だな。──どうだ、お前ならそういう人生に耐たえられるか？」

「む、無理、だよ、そんな、怖こわいこと……」

「雛ひな咲さき、お前にはな、椎葉一花に匹敵する才能があるんだよ」

　静かに告げると、月子はきょとんとした顔で目を瞬またたかせた。

「……え、あの、私が？」

「お前には一花と同じ複数施呪マルチキヤステイングの能力がある。群を抜ぬいて優すぐれた魔法士になれる。名前だけで誰もがひれ伏ふすくらいのな。だが、同時に大勢の人間がお前を手に入れ、自分のものにしようとするだろう。お前を利用し、思い通りに操ろうとするだろう。俺は──」

　十郎は少しためらい、しかし月子をまっすぐに見て口を開く。

「俺はそれが許せない。そんな生き方を強しいられるようなことは、絶対にあっちゃいけねえんだ」

　月子はしばらく無言だったが、やがてふう、と息をついた。

「……そっか。だから、力をあまり見せないようにって」

　そして微笑ほほえみを見せる。

「聞かせてくれて良かった。喜んでいい話じゃないのはわかってるけど。……お姉さん、また会えるといいね」

「そうだな」

　十郎は苦くし笑ようする。

「あと、心配してくれてありがとう。これもアーネストさんが言ってた。椎葉先生の判断は正しいって。うん、納得した。私にそんな才能があるっていうのは、全然実感できないけど。……でも、もう少し早く説明してくれたら良かったのに。ほ、本当に怖かったんだよ、先生に嫌きらわれたんじゃないかと思って」

「……そうなのか？」

　どうも時々言葉が足りなくなるようだ。最近自覚が出てきた。

「悪かったな。でもまあ、俺ごときの言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうする必要はないだろう。他人にどう思われようと、自分の信じた道を行く強さがないとな。目標にしてる奴やつが居るんだろ？」

「………………………………」

　なぜか月子は黙だまり込んだ。

　何かまずいことでも言ったか？　と十郎が思い始めたとき、ため息を一つついてようやく彼女は口を開いた。

「あのね、わかってはいるの」

　笑顔だった。

「先生がずっと他人事だと思ってることはね。でも最近、少し腹が立ってきたの。鈍にぶいのって先生の短所だね」

「あん？」

　意味はよく分からなかったが、その笑みにどこか不気味な迫はく力りよくを感じて、十郎はたじろいだ。何か、致ち命めい的てきな部分をつついてしまったらしい。

「わかって欲しいというのは、わがままなのかもしれない。腹を立てるのは八つ当たりなのかもしれない。──でも！　でもね！」

　一いつし瞬ゆん言葉を切って俯うつむいたが、すぐに覚悟を決めたように顔を上げる。笑みが消え、真しん剣けんな表情が浮うかんでいた。

「でも、言わなきゃ伝わらないから、言う！──私の目標は、椎葉先生なの！　先生みたいになりたかったの！　私が心配なら、ずっとずっと傍にいて！　私の先生でいて！　誰かのものにならないといけないなら、先生のものにして！」

　一気に言うと、月子は頬ほおを紅潮させ挑いどむような目で十郎を見み据すえた。

　十郎はあっけにとられて、返答の言葉を見つけることができない。

　壁の時計が時を刻む音だけが場を支配する。一〇秒、二〇秒……

　やがてそれを打ち破ったのは──教官室の扉とびらが開く音だった。

「あ……」

　プリントの束を抱かかえた唯ゆい里りは、十郎を視界に認めた瞬しゆ間んかん、立たち竦すくんでいた。

「ごご、ご、ごめんなさい！　取り込み中でしたか！」

「……いや、かまわねえよ」

「宿題のプリント、あ、集めて来ました！」

「見りゃわかる。おつかれ」

「は、はい、では、失礼します！」

　唯里は顔を伏せて回れ右をする。

「おい、卯滝」

「は、はい？」

「プリント置いてけよ。何しに来たんだ、お前は」

「そ、そうでした。すみません」

　慌あわてて振ふり向いた彼女は、差し出した十郎の手に紙束を渡わたす。

　と、そのとき指先同士がかすかに触ふれた。

　あ、と声を漏もらして唯里は一瞬固まり、瞬間的に耳まで真っ赤になる。そして火傷でもしたかのように手を引っ込めると、逃にげるように部屋を出て行った。

「……どうにもうまくいかねえな」

　十郎はため息をつく。このところ彼女は半径一メートル以内に近付いてこない。仕方ないことだが、嫌われたものだ。

　視線を戻もどすと、月子が形容しがたい表情で唯里の出て行ったドアを見つめていた。

「──どうした？」

「……確かに、その、独ひとり占じめする権利はないわけだし、そういうことが起こりうる可能性は考えたんだけど……」

「何の話だ？」

「な、何でもない。えっと、やっぱり、鈍いのは先生の長所かもしれないってこと」

　月子はどこかぎこちない笑みを浮かべる。

「うん、言いたいこと全部言ったらすっきりしちゃった。そろそろ、帰るね。──あ、最後に一つだけ」



    

  
    
      　立ち上がりかけ、そして思い出したように口を開く。

「サバタローが怪け我がしたとき、先生言ったよね。気まぐれで野の良ら猫ねこの世話をして、最後まで面めん倒どうみないのは無責任だって。誰かの手がないと生きて行けない生き物にするなって。覚えてるかな？」

「……ああ」

「私、今ならその意味が、猫の気持ちが、よくわかるよ」

「…………」

　じゃあ、と言って部屋を出て行こうとした月子を、十郎は呼び止めた。

「雛咲」

　迷ったが、多分言わないでいるより、言っておいた方がいいのだろう。

「一つ約束する。俺はお前の言葉を忘れない。今は無理だが、いずれ答えを出せるときが来たら答えてやる。それでいいか？」

　その言葉を噛かみ締しめるように沈ちん黙もくし、そして月子はこくんと一つ肯うなずいた。

「……ありがとうね。ちゃんと話聞いてくれて」

　月子を見送ると、十郎は深く椅い子すに体を預けた。

　えらく際きわどいことを言われた気がする。あの娘むすめ、どこまで自覚しているのやら。

　どうにも複雑な気分だった。この自分が誰かにとって意味のある存在になることなど、ましてや誰かに必要とされることなど、考えたこともなかった。

　一花の手て掛がかりはすぐ目の前にある。だがＰＭ社に深く踏ふみ込むなら、子どもたちの──そして月子の先生でいることは難しくなるだろう。

（先生──か）

　いつのまにかその言葉に違い和わ感かんを覚えなくなっていることに気付く。不思議なものだ。

『今持ってるもんを切り捨てて別のもんを求めるんなら、相応の覚かく悟ごがいるで。悔くいの無いようにな』

　アーネストの台詞せりふを、ふと思い出した。

　決して死ねないと言っていた、そして結局死んでしまったあの男──どんな人生を生き、どんな思いでその言葉を口にしたのだろう。

　どちらかを選ばなければならないときが自分にも来るのだろうか。

　十郎は目を閉じ、大きく息を吐はいた。



    

  
    
      エピローグ２　　遺のこされしもの






　立ち入り禁止のロープすれすれの所から、背せ伸のびする。

「おー、こりゃすげえな」

　少年は感かん嘆たんの声を上げた。

　山の斜しや面めんの一部がざっくりと消失している。まるで巨きよ大だいな刃は物もので切り取られたかのようだった。

　数日前、この山で土ど砂しや崩くずれが起こった。なかなか復旧が進まず、まだ災害当時そのままの様子が見られるというので、小学校の帰りに友人たちと見物にきたのである。

「うわ、家潰つぶされてる。中の人、どうなったんやろ」

「逃げて無事だったらしいぜ。死んだの一人だけ。何かアメリカかどっかの観光客」

「へー」

　友人提供の情報に、気の毒だな、と少年は思った。

　亡なくなった人にもその死を悲しむ家族がいるんだろうな──そんなことを考える。

　彼の父親は数年前に失しつ踪そうした。以来、母との二人暮らしだったが、最近その母親も事故で亡くなり、彼はこの町の祖父母に引き取られた。

　辛つらいときほど笑え、と生前よく母親は言っていた。無理だと思ったこともあったが、転校先の学校にも馴な染じみ始め、ようやく笑い方を思い出しつつあるところだった。

　と、そのとき、近くの木の根の隙すき間まに何かが落ちているのが見えた。

（クマ？）

　少年は拾い上げる。

　小さなクマのぬいぐるみだった。一年三六五の日付に対応した三六五種類のテディベア、その中の一つだ。

「……しかも、これ、俺の誕生日のやん」

　大流行していた幼い頃ころ、彼は父親にこれをねだった覚えがあった。運悪く目当ての日付のものは売り切れ。父親は別のコンビニかどこかで見つけたら買ってやる、と言ったものの、その翌日に失踪してしまったので、約束は果たされないままになっていた。

　よく見ればかなり古びており、表面のところどころがほころんでいる状態である。

　一度拾ってしまった以上、再び捨てるのは何となくためらわれた。

　少年は少し迷って、クマをポケットに押おし込んだ。とりあえず、このままでは可か哀わい相そうだ。持ち帰って祖母に繕つくろってもらおう。



    

  
    
      エピローグ３　　報告、あるいは画策






「いや、残念でした」

　空港のロビー。一人の青年が歩きながら、携けい帯たい電話に向かって話している。

「他のはともかく、アーネスト・ドレイクは惜おしかったですね。彼には評価されるだけの価値があったのに」

　皺しわ一つ無いスーツを着用し、若手のやり手営業マンのような印象。きびきびとした歩調だったが、怪我でもしているのか、右足を軽く引きずっていた。

「そうそう、ちょうどよかった。彼らの後あと釜がまとして、面おも白しろそうな人材がいるんですよ。特別対策局の人間で、三度の飯より殺し合いが好きな、戦せん闘とう狂きよう」

　楽しそうな笑え顔がおで、青年は話を続ける。

「あの性格で国家公務員やらされるのは、何かと窮きゆ屈うくつでしょうね。その辺をつついてやれば我が社に迎むかえられるんじゃないかと。──そうですね、はい、準備しとくにこしたことはないです」

　そのとき、搭とうじ乗よう案内のアナウンスが流れた。青年は腕うで時ど計けいを確認する。

「あ、そろそろ、飛行機の時間です、社長。続きは後ほど。──ええ、彼女に伝えて下さい。弟君にも会ったから、土産話を楽しみにしていてくれと、ね。それでは、失礼」



    

  
    
      あとがき






　はじめまして、あるいはお久しぶりです、すえばしです。

　スクランブル・ウィザード２巻をお届けいたします。あ、拙せつ著ちよは寂しがり屋ですので、はじめましての方は１巻も一緒に購入し本棚に並べていただけると、本たちが喜びます（もちろん作者も）。



　先日、某社のノートパソコンを購入しました。小型軽量低価格のいわゆるミニノートと呼ばれる種類のものです。

　アマチュア時代は時間の空いたときに自分のペースで書いていれば良かったのですが、大勢の方のお力添えを得て出版していただく立場となると、そういうわけにもいきません。特に私はあまり筆の早さに自信がないので、スケジュール通り進めるためには色々と努力や工夫が必要になってきます。その一環ですね。

　さあこれでいつどこでも執筆可能です。例えば買い物に出ているとき、あるいは外で飯を食っているとき、神のごときアイデアがひらめいても安心ですよ。──実際にはそんな機会に恵まれることはめったになく、自宅のパソコンに向かってうんうん唸りながら考えていることの方がはるかに多いわけですが。

　ま、それはさておき、外で気軽に書けるというメリットにはなかなか大きいものがあります。どうも私は同じところでじっとしているとだれてくるタチらしく、執筆場所を変えるというのは良い気分転換にもなりますし。

　性能的にも今のところ不満は無し（ワープロソフトではなくテキストエディタで執筆するため、さほどマシンパワーは必要ないのです）。軽量をうたうだけあって、鞄に放り込んで持ち歩いても苦にならない。バッテリーはあまり持ちませんが、どうしても必要なときは予備を持って行けば何とかなるでしょう。

　ただ唯一問題なのが──キーピッチの狭せまさです（まあ、製品の性質上仕方がないのですが）。

　私は蝶ちよ結うむすびを会え得とくするのに長年の修しゆ練うれんを必要としたほどの不器用さんであるため、これにはなかなか苦労させられています。加えてキーの中央部をしっかり押さないと認識しない仕様になっているらしく、油断するとミスタッチ頻ひん発ぱつ。



「スクランブル・ウィザード」　→　「ｓクアンウル・ウィアード」

「すえばしけん」　→　「うえｂしけｎ」



　こうなります。

　一見して目立つミスならまだ良いですけど、うっかり打ち間違いをそのまま変換し、流してしまうパターンが結構ありまして、見直し時に頭を抱えたりすることも。

「十郎（じゅうろう）」が「縦横（じゅうおう）」になってたり、「マナ」が「穴（あな）」になってたり、「魔法（まほう）」が「阿呆（あほう）」になってたりします。

　例えばこんな感じ。



「月子は縦横に微笑んだ」



　ものすごくフリーダムな笑顔ですね。



「阿呆士──遍在する穴を阿呆回路として組み上げ力を引き出し、自分の認識を現実に反映させることによって事象を思う通りにねじ曲げる者」



　穴で何してんですかこの人たち。前衛芸術のパフォーマンスですか。

　──シリアスな場面にこんな誤植が残っていませんように。



　さて、今回も多くの方々のご助力を頂きました。

　イラストのかぼちゃ様、あなたの絵は私の加速装置です。ラフが届くとテンション上がります。担当の斉藤様および編集部の皆様、毎回お世話になりつつご迷惑をお掛けしております。今後ともよろしくお願いいたします。また、校正、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方に御礼申し上げます。ありがとうございました。



　ではまた３巻にてお会いいたしましょう。

二〇〇八年十月　　　すえばしけん　　



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん 先生／かぼちゃ 先生
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